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　学会講演 　　 独話 　　 819　　 987　　274.4　
　模擬講演 　　 独話 　　 ** 594　　 1,715　　329.9　
　その他の講演 　　 独話 　　 *** 16　　 19　　 24.1　
　学会講演インタビュー　　 対話 　　 * (10)　　 10　　 2.1　
　模擬講演インタビュー　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.4　
　課題指向対話 　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.1　
　自由対話 　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.6　
　再朗読 　　 朗読 　　 * (16)　　 16　　 5.5　
　朗読 　　 朗読 　　 * (248)　　 507　　 15.5　
計 　 1,417　　 3,302　　661.6　












　音声のタイプ　 　短単位数　 　長単位数　 　％長単位　
　学会講演 3,279,364 2,654,823 81.0
　模擬講演 3,605,729 3,115,302 86.4
　その他の講演 282,728 239,989 84.9
　朗読と再朗読 207,478 172,216 83.0
　対話 149,826 131,544 87.8
　全体 7,525,125 6,313,874 83.9
1.2.2 学会講演と模擬講演
学会講演（Academic Presentation Speech: APS）は，理工学，人文，社会の 3 領域におよぶ種々の学会に
おける研究発表のライブ録音である。講演時間は 10 分から 25分程度が大半であるが，1時間前後に及ぶ特別
講演の類も少数含まれている。学会講演の多くをしめる理工学系の学会では，男性の大学院生であることが多
いので，学会講演の話者は，年齢と性別の偏りがある。発話スタイルは概してあらたまり度が高い。















































インタビュアーは 20代と 30代の女性各 1名である。インタビュアーは，学会講演インタビューに関しては
事前に予稿集論文に目を通したうえで，また，インタビュー対象の模擬講演については，その講演の収録現場
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図 1.2 学会講演と模擬講演話者の生年によ
る分布（異なり）










　性別　 　学会講演　 　模擬講演　 　その他　 　朗読　 　 再朗読 　 　 対話 　 　全体　
女 　 173 910 9 252 8 29 1381
男 　 814 805 10 255 8 29 1921
計 987 1715 19 507 16 58 3302
表 1.5 話者の性別の分布（異なり）
　性別　 　学会講演　 　模擬講演　 　その他　 　朗読　 　　再朗読および対話　　 　全体　
女 　 138 *331 6 (122) (8) ****470
男 　 681 **263 ***10 (124) (8) 947
計 819 594 16 (246) (16) 1417
　　 * 5名が学会講演と重複，** 5名が学会講演と重複，*** 2名が学会講演と重複，****インタビュアーを加えると 471名
　　 ( )内の数字は学会講演もしくは模擬講演と重複
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図 1.3 話者の出生地の分布（延べ）
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図 1.4 話者の出生地の分布（異なり）
図 1.3，1.4に話者の出生地による分布を示す。図 1.3が延べ話者数，図 1.4が異なり話者数である。いずれ
の図においても「東京」「首都圏」「それ以外」に分類し百分率で示している。「首都圏」とは千葉，埼玉，神奈
川の 3県をさす。ここで，出生地とは文字通り話者が生まれた土地であって生育地ではない。社会言語学的な
研究などにおいてさらに詳しい履歴が必要とされる場合は，CSJ の話者属性データ（CSJ の DVD セットの
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表 1.6 コアの内訳
　音声のタイプ　 　 女性話者 　 　 男性話者 　 　 計　
学会講演　　　 24 46 70
模擬講演　　　 54 53 107
対話　　　　　 9 9 18
朗読　　　　　 3 3 6




































































































<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="text" encoding="Shift_JIS"/> 
 
<xsl:template match="/">




  <xsl:for-each select="self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]">
    <xsl:call-template name="table"/>
  </xsl:for-each> 
</xsl:template>
<!-- output starts here --> 
  <xsl:template name="table">
    <xsl:text>
    </xsl:text>
    <!-- Talkⷐ⚛䈱ዻᕈ TalkID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor::Talk/@TalkID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  IPUⷐ⚛䈱ዻᕈ IPUID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::IPU/@IPUID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  LUWⷐ⚛䈱ዻᕈ LUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::LUW/@LUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@SUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWLemma䈱⴫␜䋨⋥೨䋴ⷐ⚛:⥄り:⋥ᓟ䋱ⷐ⚛䋩 -->
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[4]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[3]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[2]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="self::SUW/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="following::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ ClauseBoundaryLabel䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@ClauseBoundaryLabel"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelToneⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelTone/text()"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelBreakⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ -->












XML 技術はここ数年間急激に普及したので，現在では XML 対応をうたったスプレッドシートやデータ











先に述べたように CSJには 1417名（インタビュアーを加えると 1418名）にのぼる話者の音声が記録されて
いる。自発音声の研究では話者の個人的属性に関する知識が必要となることが多いと考えられるので，Disk1










































































































































































る。「体育」の場合，代表形と異なる語形の頻度の合計は 54＋ 1＝ 55 であるから，それが代表形と同じ語形
を含めた総頻度 (=57)に占める割合は，55÷ 57× 100＝ 96.5%である。「NHK」の場合も同様に計算して，





































詳述する。次いで 8章では，これら研究用付加情報を統合した XML文書の仕様について説明する。最後 9章
では，参考までに CSJを検索する手法をいくつか紹介する。
20 第 1章 概説
［付録 1.1］　再朗読および対話における話者 IDと講演 IDの対応
出自 話者 ID 　再朗読 　元講演 課題指向 　 自由 INT模擬 INT学会 　 模擬
学会 8 R00M0132 A01M0074 D02M0016 D03M0048 D01M0005 D04M0041 S05M1506
学会 19 R00F0028 A05F0043 D02F0015 D03F0058 D01F0002 D04F0022 S05F1041
学会 373 R00M0415 A11M0469 D02M0024 D03M0038 D01M0020 D04M0021 S05M1623
学会 423 R00M0187 A01M0056 D02M0028 D03M0017 D01M0019 D04M0056 S05M0613
学会 463 R00F0178 A01F0122 D02F0031 D03F0008 D01F0030 D04F0044 S05F0463
学会 471 R00M0134 A11M0369 D02M0051 D03M0004 D01M0009 D04M0010 S05M1666
学会 514 R00F0407 A06F0128 D02F0025 D03F0006 D01F0023 D04F0050 S05F1600
学会 674 R00F0149 A01F0861 D02F0032 D03F0001 D01F0003 D04F0011 S05F1385
学会 685 R00M0036 A11M0846 D02M0039 D03M0037 D01M0047 D04M0052 S05M1236
学会 1185 R00F0304 A11F0703 D02F0054 D03F0034 D01F0049 D04F0029 S05F0391
模擬 68 R00F0061 S02F0852 D02F0033 D03F0036 D01F0046 　　― S05F0378
模擬 251 R00M0286 S01M0998 D02M0035 D03M0053 D01M0043 　　― S05M0417
模擬 790 R00M0071 S02M0444 D02M0014 D03M0013 D01M0012 　　― S05M1406
模擬 808 R00F0306 S01F0664 D02F0027 D03F0045 D01F0055 　　― S05F0899
模擬 910 R00M0019 S01M1401 D02M0026 D03M0007 D01M0042 　　― S05M0956
模擬 1125 R00F0287 S03F0737 D02F0018 D03F0040 D01F0057 　　― S05F1664
出自 ： 話者が学会講演経験者か模擬講演経験者かの別
話者 ID ： 話者 ID
再朗読 ： 再朗読の講演 ID
元講演 ： 再朗読の対象としたオリジナルの学会講演ないし模擬講演の講演 ID
課題指向 ： 課題指向対話の講演 ID
自由 ： 自由対話の講演 ID
INT模擬 ： 模擬講演（＝模擬）に関するインタビューの講演 ID
INT学会 ： 学会講演（＝元講演）に関するインタビューの講演 ID。出自＝学会の話者のみ。
模擬 ： 新規に収録した模擬講演の講演 ID（これについてインタビューを実施）
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［付録 1.2］　音声認識研究用テストセットの構成
　　　 講演 ID 　　　　　　 コア 　　　　　　形態論情報　　　　　　セット　　　
　　　A01M0110　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0137　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0097　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0056　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A03F0072　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　S00M0112　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0066　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0213　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　A04M0123　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A04M0121　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A04M0051　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0156　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0112　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0106　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A05M0011　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A02M0012　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A03M0016　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A06M0064　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A06F0135　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0034　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0063　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0001　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01M0141　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　S00F0019　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0079　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S01F0105　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0152　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0070　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0008　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0148　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　コア ： ファイルがコアに含まれるかどうか
　形態論情報 ： 形態論情報が手作業（高精度）か自動解析か（図 1.5参照）

































































｜ただ ホームに出ても もう 歩けない状態であったので｜（エー）駅長室まで 何とか（アノー）担ぎ上げられて
｜で（ソフ ウ）ソファーに｜寝込んでしまいました｜で 一二時間ぐらいたってやっと（ソノー オー）｜救急車が来まして
｜で 国会議事堂の駅長室から（ア エ）担架で（エー）外に運ばれたんですが｜非常に（アノ）出る時に（アノ エ）





























































話者が & ワシャガ 　　… 一行が文節に相当。








































た場合には，<H> や <Q> といったタグを用いてそれぞれの引き延ばしを表現することとした。¶ ³
通信教育っていうのは & ツーシンキョーイク (Wッテュ;ッテユウ)(Wナー;ノワ)





















































































　 　　｜　　　　文節境界　　 　　　　µ ´
















⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265～0269，0271，0273～0277 を参照
¦ Ｂ～Ｄの場合，転記基本単位情報部と \<咳>"のような音声種別を記したタグから構成される。
⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0270の <咳>，0272の <雑音> を参照
【転記基本単位情報部（単位情報部）】単位情報部は以下三つの要素から構成される。
¦ 転記単位 ID：4桁の通し番号（転記単位を開始時刻の早い順に並べ，0001から昇順に IDを付与）。
¦ 当該転記単位の開始・終了時刻（秒単位）。対応する音声ファイルの開始時刻を 0（秒）とした場合の時刻。
⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265の場合，「00697.054（秒）」が開始時刻，「00701.891」が終了時刻。
¦ 音声チャンネルの ID（L/R)：独話の場合は L に固定。対話（話者２名）の場合は L と R。
【発話部】　
¦「基本形」と「発音形」という２種類の表記法を用いて発話内容を記す。





　⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265 コ (? ノ)：音声不明瞭 　　　　　　
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転記単位Ｂ 話者のボーカル音 タグ <笑>，<泣>，<咳>，<息>
転記単位Ｃ Ａ・Ｂ以外の音で特に目立つ音 タグ <フロア発話>，<フロア笑>，<拍手>，<デモ>，<ベル>
上記以外で特に目立つ音 タグ <雑音> 　　　…　音種は特定せず一律「雑音」として扱う











チャンネル ID（Lか R）が記される。¶ ³
　 0223 00578.104-00580.441 L:
　└－－┘└－－－－－－┘└－－－－－－┘└┘
転記単位 ID 　 開始時刻　　　　終了時刻　　 チャンネル IDµ ´
話者の言語音（転記単位Ａ）の場合，単位情報部の他に，話者の発話した内容を記した発話部が存在する。¶ ³
　 0223 00578.104-00580.441 L:　　　　　　　… 単位情報部
　 しかし　　　　　　　& シカシ　　　　　　┐
　 コンシステントに　　& コンシステントニ　│
　 差が　　　　　　　　& サガ　　　　　　　│ … 発話部
　 出てるという　　　　& デテルトユー　　　│
　 ことであります　　　& コトデアリマス　　┘µ ´
一方，話者の言語音以外の音（転記単位Ｂ・Ｃ）の場合は発話部を持たず，音声種別を記したタグ（表 2.1の
右の欄を参照）が単位情報部に記される。¶ ³







































半年　　& 　ハン<P:00333.068-00333.442>トシ<H>　 …　ポーズの開始・終了時刻の情報（秒単位）が記録µ ´













　　　　　　　　　　　　┌──────┐ 0151 00453.195-00454.283 L:<笑>
── ※※※※※※※※※※　＃＃＃＃　　※※※※※※ ── ⇒ 0152 00454.297-00454.767 L:<咳>
　　└─────────┘ └──┘ └─────┘ 0153 00455.124-00455.973 L:<笑>




































転記単位Ａ・Ｄ　　　　　　 × 　　　　 × ¤1 　　　　 ○
転記単位Ｂ 　　　　　　 | 　　　　 × 　　　　 ○







の (a)参照）。0.2秒以上の途切れが見られる場合は，それぞれ独立した単位と見なす（図 2.3の (b)参照）。
　　 　　　　(a) 転記単位Ａのみ認定する場合の例： 　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 転記単位Ａ 0001 00001.000-00002.400 L: 　　
　　 ┌─────────────────────────┐ それでは & ソレデワ<咳> 　　
　　　───※※※※※※※※※※※＃＃＃＃※※※※※※※※※※※── ⇒　 まず　　 & マズ 　　
　　 └──────────┘└───┘└──────────┘ 0002 00002.800-00004.200 L: 　　
　　　　　　　　　言語音　　　　　　 咳　　　　　　言語音　　　　　　 本研究の & ホンケンキューノ 　　
　　　　　　　 　　　　　（咳を含み言語音に 0.2 秒未満の途切れ） 　　
　　 　　
　　 　　　　(b) 転記単位ＡとＢをそれぞれ認定する場合の例： 　　　　 　　
　　　　　　　　転記単位Ａ　　　　転記単位Ｂ　　　転記単位Ａ　 0001 00001.000-00001.600 L: 　　
　　 　　　┌─────────┐┌─────┐┌─────────┐ それでは & ソレデワ 　　
　　　───※※※※※※※※※※＃＃＃＃＃＃※※※※※※※※※※── ⇒ 0002 00001.600-00001.900 L:<咳>　　
　　　 　 　└─────────┘└─────┘└─────────┘ 0003 00002.000-00002.400 L: 　　
　　　　　　　　　　言語音　　　　　 咳　　　　　　言語音 まず　　 & マズ 　　
　　　　　　　 　　　　　（咳を含み言語音に 0.2 秒以上の途切れ） 　　　　 　　
図 2.3 転記単位ＡとＢが重複する場合の認定例






















0042 00098.986-00099.228 L:<咳> 　　　　　　　　　　… タグ<P>で示されたポーズ区間の範囲内で時間的に重複µ ´
2.2.2 作業の流れ














































0567 00945.245-00945.561 L:< b >
0568 00945.577-00946.233 L:




















(F cUdU` ) & (F eFf[` )





















) &   <H>(D ^ )
0576 00959.636-00963.214 L:
























































) & [\UnUŁ (D z )


























































行なう (×行う)， 断わる (×断る)µ ´
¦ 体言で送り仮名の有無に揺れがある場合は，原則として送り仮名を付ける方を採用する。¶ ³
書き留め (×書留)， 待ち合い室 (×待合室)， 買い値 (×買値)µ ´
ただし，慣用的に送り仮名を付けないものについては，その限りでない (2.3.2.1節参照)。¶ ³




表わす／現わす， 計る／図る， 抑える／押さえるµ ´
¦ 使い分けが困難なものは，片方の漢字で代用可能である場合に限り表記を統一する。¶ ³
悲しい (×哀しい)， 会う (×逢う)， 尊ぶ (×貴ぶ)µ ´
¦ 使い分けが困難であっても，片方の漢字で代用しにくいものは表記を使い分ける。¶ ³
直感／直観， 意志／意思， 固い／硬い／堅いµ ´
書き分けが必要な語で頻出するものについては，書き分けのための具体的な基準を個別に整理し，実際の作業
において揺れが生じないよう努めた。




¦ 擬音語・擬態語 (2.3.2.5節参照)。¶ ³
てくてく歩く， ざあざあ雨が降るµ ´
¦ フィラー・感情表出系感動詞 (2.3.2.6節, 2.5.1節参照)。¶ ³
あのー，えっと (フィラー)　　うわ，あーあ (感情表出系感動詞)µ ´
¦ 音や仮名文字のメタ的引用 (2.5.6節参照)。¶ ³
ばという音は，仮名のあを用いてµ ´







表 2.3 表記に利用する仮名文字のリスト (平仮名および片仮名として使用)
直音系列 拗音系列 　　　　周辺的モーラ A 　　　　周辺的モーラ B
アイウエオ ヤ ユ ヨ 　　　　イェ 　　　　
カキクケコ キャ キュ キョ　　　　 　　　　クヮ
ガギグゲゴ ギャ ギュ ギョ　　　　 　　　　グヮ
サシスセソ シャ シュ ショ　　　　シェ 　　　　スィ
ザジズゼゾ ジャ ジュ ジョ　　　　ジェ 　　　　ズィ
タチツテト チャ チュ チョ　　　　ティ トゥ テュ チェ ツァ ツィ ツェ ツォ　　　　
ダヂヅデド 　　　　ディ ドゥ デュ 　　　　
ナニヌネノ ニャ ニュ ニョ　　　　ニェ 　　　　
ハヒフヘホ ヒャ ヒュ ヒョ　　　　ヒェ ファ フィ フェ フォ フュ 　　　　
バビブベボ ビャ ビュ ビョ　　　　ブィ 　　　　ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
パピプペポ ピャ ピュ ピョ　　　　 　　　　
マミムメモ ミャ ミュ ミョ　　　　ミェ 　　　　
ラリルレロ リャ リュ リョ　　　　 　　　　
ワヲ 　　　　ウィ ウェ ウォ 　　　　
撥音 促音 長音 　　　　 　　　　



















¦ 外国語・外来語の音や片仮名の文字に関するメタ的な引用 (2.5.6節参照)。¶ ³
摩擦音のヴが，片仮名でアとµ ´
¦ 片仮名で表記される語の断片 (2.5.2節参照)。¶ ³
ピピアノを弾く時には，アサアサガオを買ったµ ´




¦ 固有名詞などで，モーラ Bを使用しないと同定が困難なもの。¶ ³
ヴィトンのバッグ（×ビトンのバッグ）µ ´
モーラ B以外の文字で書いて違和感がないものは，できるだけモーラ Aまでの範囲で書き記す。¶ ³
ベルサーチ（×ヴェルサーチ）µ ´











つまり JIS第 1水準と新字を用いる。¶ ³






















　 　　　Ａ ａ (エー／アー) Ｈ ｈ (エイチ／ハー) 　 　Ｏ ｏ (オー) 　 　Ｖ ｖ (ブイ／ファオ)
　　Ｂ ｂ (ビー／ベー) 　 　Ｉ ｉ (アイ／イー) 　 　Ｐ ｐ (ピー／ペー) 　 　Ｗ ｗ (ダブリュー／べー)
　　Ｃ ｃ (シー／ツェー)　 　Ｊ ｊ (ジェー／ヨット)　 　Ｑ ｑ (キュー／クー)　 　Ｘ ｘ (エックス／イクス)
　　Ｄ ｄ (ディー／デー)　 　Ｋ ｋ (ケー／カー) 　 　Ｒ ｒ (アール／エル)　 　Ｙ ｙ (ワイ／ユプシロン)
　　Ｅ ｅ (イー／エー) 　 　Ｌ ｌ (エル) 　 　Ｓ ｓ (エス) 　 　Ｚ ｚ (ゼッド／ズィー／ツェット)
　　Ｆ ｆ (エフ) 　 　Ｍ ｍ (エム) 　 　Ｔ ｔ (ティー／テー)　 　
　　Ｇ ｇ (ジー／ゲー) 　 　Ｎ ｎ (エヌ／エン) 　 　Ｕ ｕ (ユー／ウー) 　 　
　 　
【ギリシャ文字】 　 　
　 　　　α Α (アルファ) η Η (イータ) 　 　ν Ν (ニュー) 　 　τ Τ (タウ)
　　β Β (ベータ) 　 　θ Θ (シータ) 　 　ξ Ξ (グザイ) 　 　υ Υ (ウプシロン)
　　γ Γ (ガンマ) 　 　ι Ι (イオタ) 　 　ο Ο (オミクロン) 　 　φ Φ (ファイ)
　　δ Δ (デルタ) 　 　κ Κ (カッパ) 　 　π Π (パイ) 　 　χ Χ (カイ)
　　ε Ε (イプシロン) 　 　λ Λ (ラムダ) 　 　ρ Ρ (ロー) 　 　ψ Ψ (プサイ)





記号 　コード 　使用条件 例
区点・JIS
々 0125・2139 同一漢字が繰り返されている場合。 堂々，延々，点々，点々々，点々々々
詳細は本節補足参照。
・ 0106・2126 姓名の間や語の切れ目が分かりにくい箇所。 マルコ・ポーロ，テキスト・トゥー・スピーチ
詳細は本節補足参照。 れる・られる型敬語
． 0105・2125 数字の小数点，節番号等を表記する際に使用。 (A三．一四;３．１４)
必ずタグ (A)の右項または両項で使用。詳細は 2.5.9節参照。 (A二．三;２．３)節
○ 0191・217B ゼロの意で発話された「マル」。それ以外の場合では使用しない。 (A一○八四;１０８４)　×一丸八四
必ずタグ (A)の左項で使用。詳細は 2.5.9節参照。
＆ 0185・2175 略語 (アルファベット構成)で慣用的に必要性高いもの。 (Aエムアンドエー;Ｍ＆Ａ)
必ずタグ (A)の右項で使用。詳細は 2.5.9節参照。
－ 0161・215D 略語 (アルファベット構成)で慣用的に必要性高いもの。 (Aシーディーアール;ＣＤ－Ｒ)
必ずタグ (A)の右項で使用。詳細は 2.5.9節参照。







｜点々｜点々と｜点々を｜二つ｜記す｜　　　　　…　文節の区切りを ｜ で表現。µ ´
¦ 略語に起因して同一漢字が隣り合った場合には用いない。¶ ³
自自公連立政権 (×自々公連立政権)，電電公社 (×電々公社)µ ´











¦ 同じ文節に属する並立要素 (2.8.3節の 3参照)が次のいずれかに該当する場合，並立要素間に中点を記す。









市町村長 (×市・町・村長)，　近中遠称 (×近・中・遠称)µ ´
² 並立要素間に中点を記さないと並立と解釈できない，または並立要素が定まらないもの。¶ ³




表 2.6 基本形における字種の使用範囲 ア
　　　　文字種 平　仮　名 　 片　仮　名 長音　 漢字 　算用　アルファ　 　　記　号 イ
出現環境 直拗　周 A　周 B 　直拗　周 A　 周 B 　 　数字　 ベット 　A　B　C　D　E
和語漢語 ウ ○ 　 △ 　 △ 　 × 　 × 　 × × 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　△　×
片仮名語 エ × 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　 △ ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　○　×
(F)フィラー ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(F)感情表現 ○ 　 ○ 　 ○ 　 × 　 × 　 × ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(D)語の断片 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(D2)助詞等言い直し オ ○ 　 × 　 × 　 △ 　 △ 　 × △ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(A)左項 ○ 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　　 △ カ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　○　○　×　×　×
(A)右項 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 ○ 　 ○ 　○　×　○　○　×
(O)外国語 × 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　　 △ キ　 × 　 × 　×　×　×　○　×
(K)左項 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(K)右項 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 ○ 　 × 　 × 　○　○　×　×　×
(M)音や文字の引用 ク ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(R)伏せ字範囲 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○
※ア．「(O言い(Fん )ーやる)」のように，複数のタグが重複する場合，重複している範囲の字種の使用範囲は, 一番内側
のタグ (この場合はタグ (F))の制約に従う。ただしタグ (R)のみ，内側のタグの範囲にも制約を与える。つまり，
「(R国研(D太)(Fえ )ー太郎)が発表します」といった場合，内側のタグ (D), (F) の範囲も含めてタグ (R)の制約
に従い，「(R××(D×)(F××)××)が発表します」と記される。なお，本表にないタグについては独自の制約は
ない。例えば「(D (? しゅ)り)」であれば，タグ (?)の範囲はタグ (D)の制約に，外側に他のタグがなければ，和
語漢語，あるいは片仮名語の制約に従う。





























¦ 動植物名 (魚介名，虫名を含む)については，原則として片仮名で表記する。¶ ³




















訳 遊んでいる訳ではない。こんなに早く来る訳がない。 遅れてきた訳を説明しなさい。µ ´
² 形式名詞，実質名詞のどちらであっても平仮名で表記するもの。例えば以下の語がこれに相当する。¶ ³
形式名詞の例 実質名詞の例
こと 塾に行くことにする。 始めないことには仕方ない。 ことがことだけに厄介だ。
もの 提出はしたものの自信はない。勉強とは難しいものだ。 ものはいいが値段が高いのが難点だ。
ところ 実のところよく知らない。見たところで分からない。 そこはどんなところですか。





































































































龍谷大学 (×竜谷大学)，後撰和歌集 (×後選和歌集)，綴方読本 (×綴り方読本)，なごり雪 (×名残り雪)，






























ゼロになる，　内線 (A三ゼロ二;３０２)，　午前零時，　 (A三○二;３０２)号室µ ´




(A三．ゼロ六;３．０６)，　 (Aワンポイントフォー;１．４)，　 (A零コンマ八七四;０．８７４)µ ´























2. 明らかに発音の怠け (子音や長音，促音の脱落など) の場合には，一般の語と同様にタグ (W) を用いる
（タグの詳細は 2.5.11節参照）。¶ ³
さっぱりと 　　 &　　 (Wサッパイ;サッパリ)ト
ぐうすかと 　　 &　　 (Wグスカ;グースカ)ト









うえん & ウエ<H>ン　　　… ×うええん & ウエーンµ ´
² 母音の延伸が語末に位置し，かつ音を模倣する語で 1音節のもの，およびその繰り返し。¶ ³
汽笛がぽう¤ と鳴る，雨がざあ ざあ降る，猫がみい みい鳴く
¤ オ列の長音において母音を表記する場合，原則として「う」を添える（×ぽお）。µ ´
¦ タグ<H>を用いるもの：上記以外のもの，および迷うもの。¶ ³







1. 促音のない形のみ見出しに挙げられている場合はタグ<Q> で記す。¶ ³
ぽちゃん　& ポ<Q>チャン　　… × ぽっちゃん　& ポッチャンµ ´
2. 促音のある形のみ見出しに挙げられている場合は促音「っ」で記す。¶ ³
ゆったり　& ユッタリ　　… × ゆたり　& ユ<Q>タリµ ´
仮に促音のない形で発話された場合，タグ (W)を用いて促音「っ」を含めた形を基本形に記す。¶ ³
ゆったり　& (Wユタリ;ユッタリ)　　… × ゆたり　& ユタリµ ´
3. 両方が見出しに挙げられている場合は促音「っ」で記す。¶ ³
ぴったり　& ピッタリ　　… × ぴたり　　& ピ<Q>タリµ ´
仮に促音のない形で発話された場合，そのままの形を基本形に記す。¶ ³








かくん　　& カ<Q>クン　　… × かっくん　　& カックンµ ´
2. 上記以外の場合については，「擬音語・擬態語は聞こえた通り表記する」という方針に従い，促音
「っ」で記す。¶ ³




ぐさりと　& グサリ<Q>ト　　… × ぐさりっと　& グサリット
どんと　　& ドン<Q>ト　　　… × どんっと　　& ドンット
にゃあと　& ニャー<Q>ト　　… × にゃあっと　& ニャーットµ ´
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² 上記以外の場合については，聞こえた通り記すという原則に従い，促音「っ」で記す。¶ ³









感動詞の内訳 例 タグ (F)の対象 関係する節 ¤
フィラー（場繋ぎ的な表現） あのー，えーと，あー，んー，あのですね 付与（全講演対象） 本節・2.5.1節
感情表出系感動詞 あ（っ），あら（っ），おー，ふーん，わー 付与（全講演対象） 本節・2.5.1節
応答表現 はい，ええ，うん，いえ，いいえ，いや 付与（対話のみ対象） 本節・2.5.1節
挨拶表現 こんにちは，ただいま，お疲れ様， | 本節















　上記基本表現　 ＋ 「～ですね（ー）」「～っすね（ー）」　 [例]あのですね，えーとっすねー
　＊印の基本表現 ＋ 「～ね（ー）」「～さ（ー）」 　 [例]まーねー，うーんとさー







(Fうーんっと )ー　&　(Fウーンット )ー 　 … × (Fうんと)　　　　　　 &　(Fウ<H>ン<Q>ト<H>)
(Fえーとですね)　&　(Fエート<Q>デス<H>ネ)　 … × (Fえーとっですーね)　 &　(Fエートッデスーネ)µ ´
母音が通常よりもかなり長く延ばされている場合は，長音記号に添える形でタグ<H>を用いることがある。¶ ³
(Fうーんと )ー　　& 　 (Fウー<H>ントー<H>)µ ´
¦ フィラーの言い淀みについては，それがフィラーであることが明らかである場合に限り，以下のようにタ
グ (W)を用いて上記「フィラー表現」に挙げた形を基本形に記す。¶ ³

































肯定的表現： はい， ええ， うん， ああ， おお， ほい， へい， うむ， （うーん）＊
否定的表現： ううん， いえ， いいえ， いいや， いや
　＊対話の場合のみ基本形に表記可。独話では「うん」に統一。詳細は 2.5.1.3節参照。µ ´









「うん」 　ン 　 　うん　& (Wン;ウン) 　 　(Fうん)　　& (F (Wン;ウン))
「ほい」 　ホイッ 　 　ほい　& ホイ<Q> 　 　(Fほい)　　& (Fホイ<Q>)
「いや」 　イヤー 　 　いや　& イヤ<H> 　 　(Fいや)　　& (Fイヤ<H>)


















呼び掛け「ね」 ネー，ネーエ，ネーエー ね　　& ネ<H> 基本形に「ねえ」の表記は認めず
呼び掛け「よう」 ヨッ よう　& (Wヨッ;ヨ )ー
ヨオ よう　& ヨオ 基本形に「よお」の表記は認めず
掛け声　「えい」 エーイ えい　& エ<H>イ
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¦ 読みが難解なものや，極端な当て字についても，平仮名で表記する。¶ ³
いさかう（×諍う），うずく（×疼く），なびく（×靡く），さすらう（×流離う），たまげる（×魂消る）µ ´
¦ 通常は漢字表記する動詞であっても，付録 2.1，付録 2.2に挙げる助詞相当句，助動詞相当句の一部とし
て用いられた場合に平仮名で表記するものがある。例えば以下に挙げるものがこれに相当する。¶ ³
～てあげる（×上げる）， ～ていく（×行く）， ～ておく（×置く）， ～てくる（×来る）
～てまいる（×参る）， ～てみせる（×見せる）， ～てみる（×見る）， ～てもらう（×貰う）
～かもしれない（×知れ）， ～という（×言う）， ～といった（×言っ）， ～にあたって（×当たっ）













































言わない　 & イワナイ 　　　　　行くなら & ユクナラ













¦ 「難い (にくい)」「臭い」が補助形容詞として用いられた場合：¶ ³


















































■ [tsi] … 「チ」／「ツィ」
¦ 原則として「チ」で表記する (例：ベネチア，ライプチヒ)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ツィ」で表記することがある (例：エリツィン，ソルジェニーツィン)。
¦ なお [tsa], [tse], [tso]については，一律「ツァ・ツェ・ツォ」で表記し「ツア・ツエ・ツオ」は用いない
(例：モーツァルト，コンツェルン，カンツォーネ)。
■ [tu] … 「ツ」／「トゥ」／「ト」
¦ 原則として「ツ」で表記する (例：ツーピース，ツール，ハウツー，ツイン，ツイード)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「トゥ」で表記することがある (例：タキトゥス，トゥエルブ，カートゥーン)。
¦ 慣用により「ト」で表記することがある (例：トルファン)。
■ [du] … 「ド」／「ドゥ」／「ズ」
¦ 原則として「ド」で表記する (例：ドガ，ドビュッシー，ポンパドール)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ドゥ」で表記することがある (例：ドゥシャンベ)。
¦ 慣用により「ズ」で表記することがある (例：ズック，ヒンズー)。
■ [je] … 「イエ」／「イェ」／「エ」
¦ 原則として「イエ」で表記する (例：イエス，イエスタデー，イエロー，イエナ)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「イェ」で表記することがある (例：イェーツ，イェスペルセン)。
¦ 慣用により「エ」で表記することがある (例：エルサレム)。
■ [dju] … 「デュ」／「ジュ」
¦ 原則として「デュ」で表記する (例：コーデュロイ，デュエット，デュマ，プロデューサー)。
¦ 慣用により「ジュ」で表記することがある (例：ジュース…「deuce」の場合)。
■ [tju] … 「チュ」／「テュ」
¦ 原則として「チュ」で表記する (例：チューバ，アティチュード)。
¦ 慣用により「テュ」で表記することがある (例：インスティテュート，バルテュス)。
■ [tjua] … 「チャー」／「チュア」
¦ 原則として「チャー」で表記する (例：ジェスチャー，マニュファクチャー)。
¦ 慣用により「チュア」で表記することがある (例：アマチュア，カリカチュア，ミニチュア)。
■ [sje・zje] … 「シェ・ジェ」／「セ・ゼ」
¦ 原則として「シェ・ジェ」で表記する (例：クレッシェンド，ジェネレーション，アルジェリア)。
¦ 慣用により「セ・ゼ」で表記することがある (例：ミルクセーキ，ゼネラル，ゼリー，ロサンゼルス)。
■ [wi・we] … 「ウイ・ウエ」／「ウィ・ウェ」／「イ・エ」
¦ 原則として「ウイ・ウエ」で表記する (例：ウイーク，ウインドー，ウイット， ウエーブ，ウエアー)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ウィ・ウェ」で表記することがある (例：ウィーン，ウィザード，ウェーバー)。
¦ 破裂音・摩擦音に後続するものの多くは，慣用により「イ・エ」で表記する (例：スイート，スエット)。
¦ なお [wo]については，一律「ウォ」で表記し「ウオ」は用いない (例：ウォーキング，ウォッカ)。
■ [f ] … 「ファ」系／「ハ」系
¦ 原則として「ファ・フィ・フェ・フォ」で表記する (例：デフォルト，リフォーム)。
¦ 慣用により「ハ・ヒ・ヘ・ホ」で表記することがある (例：セロハン，クロロホルム，プラットホーム)。
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英語で \phone"を構成要素に持つ語は人名・地名以外一律「ホン」と表記する (例：テレホン，メガホン)。




■ 語末の [t] … 「ト」／「ツ」
¦ 原則として「ト」で表記する (例：スピリット，カット，ジェット)。
¦ 慣用により「ツ」で表記することがある (例：ガッツ，ドーナツ，ピーナッツ)。
■ 語末あるいは他の子音の前の [d] … 「ド」
¦ 一律「ド」で表記し「ドゥ」は用いない (例：ドリンク，グランド，ベッド，ピラミッド，ハンドレッド)。
■ "re"で始まる英単語の語頭音 … 「レ」／「リ」
¦ 原則として「リ」で表記する (例：リアル，リファレンス)。
¦ 慣用により「レ」で表記することがある (例：レクリエーション，レボリューション，レポート)。





























うにタグ (W)で対処し，基本形には「ここは」「六義園」と表記する (タグの詳細は 2.5.11節参照)。
¶ ³





















*5 条件の (2)や (3)の判断は，厳密に確定できるものではない。また 80時間というデータ量は，話し言葉の多様性を把握する上で，
決して多い量とは言えない。それ故，完成した CSJや他のデータなどを対象に口語表現の研究を進めた上で，再度検討すべきであ
ろう。
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¦ ～んない ～らない 知んない，やんないね，取んないよ
¦ ～んない ～れない かもしんない
¦ ～んな ～るな やんなよ，見んなよ，取んな，すんな
¦ ～んには ～るには やんには，見んには，取んには
¦ ～んなら ～るなら やんなら，見んなら，取んなら
¦ ～んの ～るの やんの，見んのか，取んのね，すんの，あんの
¦ ～んじゃん ～るじゃん やんじゃん，見んじゃんか，取んじゃんね，すんじゃん
¦ ～んだろ（う）¤ ～るだろう やんだろうね，見んだろうか，取んだろう，すんだろう
¦ ～んでしょ（う）¤ ～るでしょう やんでしょうね，見んでしょうか，取んでしょう，すんでしょう
¦ ～んじゃ ～るんじゃ やんじゃない，みんじゃない，あんじゃない
¦ ～んだ ～るんだ やんだ，見んだよ，取んだよね，すんだな，あんだ





¦ ～て [で]る て ＋ いる 見てる，やってて，読んでた
¦ ～て [で]ん ¤1 て ＋ いるん 見てんだ，やってんです，読んでんじゃない
¦ ～と [ど]る て ＋ おる 見とります，やっとれば，読んどる
¦ ～て [で]く ¤2 て ＋ いく 見てかない，やってきます，読んでって
¦ ～と [ど]く て ＋ おく 見とかない，やっといて，読んどけば
¦ ～た [だ]げる て ＋ あげる 見たげない，やったげちゃう，読んだげて
¦ ～ち [じ]ゃう て ＋ しまう 見ちゃわない，やっちゃった，読んじゃえば
¦ ～ち [じ]まう て ＋ しまう 見ちまおう，やっちまった，読んじまえ






¦ ～や／ゃ e ＋ ば 会やいい，書きゃいい，渡しゃいい，立ちゃいい，見りゃいい
¦ ～にゃ ね ＋ ば 何とかせにゃならん
¦ ～なきゃ なけれ ＋ ば 見なきゃいい，やらなきゃいけない




¦ 落っこっ 落っこち 落っこって，落っこった，落っこっちゃう






¦ 言うな 言う よう/風 な というな感じで
¦ 言っちゃ 言っては 言っちゃなんだが
¦ 言や 言えば そう言や
¦ (っ)たって (っ)て言ったって やだったってしょうがない
¦ (っ)たら ¤1 (っ)て言ったら 三十ったらかなりの数だ，来いったら本当に来た
¦ (っ)ちゃ (っ)て言えば 来いっちゃ来ますね
¦ (っ)ちゅう ¤2 (っ)て言う そんなものないっちゅう訳です，何ちゅうか，
¦ (っ)つう ¤2 (っ)て言う 大丈夫かなっつう感じで，苦手っつうか，猫っつうのは
¦ (っ)てえ ¤3 (っ)て言う どっちかってえと，何てえのかな
¦ (っ)て ¤4 (っ)て言う 山田って人，犬ってのは
¦ (っ)ちゅうな (っ)て言うような もう楽勝っちゅうな感じで
¦ (っ)つうな (っ)て言うような 駄目だっつうな感じで
¦ (っ)て (え)な ¤5 (っ)て言うような 今日中に仕上げるってな感じ
¦ (っ)つって (っ)て言って とてもいいことだっつってました
¦ (っ)てって (っ)て言って どうしてもやるってって聞かない
¦ (っ)ても (っ)て言っても やれっても無理なんです
¦ (っ)つ (う)ん (っ)て言うん (＋で/だ/です) 何つんだろう，駄目だっつうんで



















良かない（← 良くはない），　　嬉しかない（← 嬉しくはない），　　おかしかない（← おかしくはない）µ ´
連母音の融合：形容詞，および，形容詞型活用の助動詞（「ない」「たい」）・接尾辞（「づらい」「っぽい」など）
の終止形において見られる，以下の連母音の融合については，口語表現として認める。
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1. /ai/ → /e:/ のパターン： [例] いてえ（← 痛い），痛くねえ（← ない），話しづれえ（← づらい）
2. /oi/ → /e:/ のパターン： [例] すげえ（← 凄い），安っぺえ（← っぽい），おもしれえ（← 面白い）
3. /ui/ → /i:/ のパターン： [例] さみい（← 寒い），かいい（← 痒い），わりい（← 悪い）µ ´
ただし，上記のパターンに合致するものであっても，「オオイ（多い）」や「トオイ（遠い）」のように当該
パターンの一つ前が連母音の場合や，「コイ（濃い）」や「ヨイ（良い）」のように 2音節の場合などは，例








「それ」の後続要素 「そい」 「そん」 「そっ」 「ほい」 「ほん」 「ふん」 「ん」
　　　 で そいで そんで 　 － ほいで ほんで ふんで 　んで
　　　 じゃ そいじゃ そんじゃ 　 － 　 － 　 － 　 － 　んじゃ
　　　 なら 　 － そんなら 　 － 　 － ほんなら 　 － 　 －









² 指示詞 ＋ 副助詞「だけ」　　　　　 [例] こんだけ（← これだけ），あんだけ（← あれだけ）
² 指示詞 ＋ 副助詞「く［ぐ］らい」　 [例] こんくらい（← これくらい），そんぐらい（← それぐらい）
² 指示詞 ＋ 名詞「時」　　　　　　　 [例] あん時（← あの時），どん時（← どの時）




店屋物 & テンヤモン，　落とし物 & オトシモン，　田舎者 & イナカモン，　切れ者 & キレモンµ ´
2. 修飾句を伴う場合：¶ ³










































(a) できる & デキル (b) うわっ & ウワッ (c) かちゃっ & カチャッ
0251 00630.116-00633.585 L: 0031 00066.308-00066.456 L: 0122 00246.736-00248.665 L:





結果から　& 　ケッカ<Q>(Wカリャ;カラ)　　…　×ケッカ (Wッカリャ;カラ)µ ´
ただし，促音で始まる語 (その断片や言い間違いと判断されるものも含む)の語頭促音は，タグの付与
範囲の先頭に記してよい。¶ ³
白っぽい　& 　シロ (Wッピョイ;ッポイ)µ ´
(b) 促音「っ」，タグ<Q>は，タグの直後ではなく，タグの付与範囲の末尾に記す。¶ ³
解析します & (Wカイセッ;カイセキ)シマス　　　　　… × (Wカイセ;カイセキ)<Q>シマス
これ (Dかっ)から & コレ (Dカッ)カラ 　　　　　… ×コレ (Dカ)<Q>カラ
凄く & (? ス<Q>)ゴク 　　　　　… × (? ス)<Q>ゴクµ ´
ただし，促音で始まる語の語頭促音，および引用の「と」にかかわる促音は，タグの直後に記す。¶ ³
母音 (Mえ)っぽい & ボイン (Mエ)ッポイ　　　　　
考察と & (? コーサツ)<Q>ト 　　　　　… × (? コーサツ<Q>)トµ ´
3. 以下の場合に限り，促音で始まる語を，促音のない形で表記する。
(a) 直前が撥音で終わる語の場合。¶ ³
ワインぽい & ワインポイ 　　　　　…　×ワインっぽい & ワインッポイ









お婆ちゃん & オバーチャン　　 　　赤ちゃん (Fう )ーぽい & アカチャン(Fウ )ー<Q>ポイ
0251 00630.116-00633.585 L: 　　大人 (Dん)っぽい & オトナ(Dン)ッポイ
って　 & ッテµ ´
(b) 直前の語にタグが付与されており，かつそのタグ付与範囲の末尾が促音の場合 (転記単位を跨ぐ場合，
つまり，直前の語が転記単位の末尾で当該語が次の転記単位の先頭の場合も含む)。¶ ³
(Fあっ)て声をあげて， 動詞 (M思う)の促音便 (M思っ)ぽいµ ´
(c) 転記単位先頭で発話され，直前の転記単位末尾に促音で終わる語が出現する場合 (上記 1{(c)参照)。
4. 促音で終わり得る語と促音で始まる語が隣接して出現し，かつ，促音が発話されなかった場合については，
以下の通り対処する。
(a) 促音で終わり得る語が語末促音を必須とする場合，促音で終わり得る語の語末促音をタグ (W)で復元。¶ ³
動詞 (M思う)の促音便 (M思っ)て　& 　ドーシ (Mオモウ)ノソクオンビン (M (Wオモ;オモッ))テµ ´
(b) 促音で終わり得る語が語末促音を必須としない場合，促音で始まる語の語頭促音をタグ (W)で復元。¶ ³
(Fあれ)って　& 　 (Fアレ)(Wテ;ッテ)µ ´
5. 感情表出系感動詞と引用の「って／と」にかかわる促音については，以下の通り表記する。
(a) 感情表出系感動詞の末尾が撥音か同一母音連鎖の場合，促音「っ」・タグ<Q>はタグ (F) の外に記す。¶ ³
(Fがーん)て & (Fガーン)<Q>テ　　　　　　　(Fん)と & (Fン)<Q>ト
(Fうわ )ーって & (Fウワ )ーッテ 　　　　　　　(Fあーあ)と & (Fアーア)<Q>トµ ´
末尾が撥音の場合については，上記 3{(a)に記した通り，明らかに促音が知覚された場合に限り，タグ
<Q>を用いて記す。
(b) 上記以外はタグ (F)の付与範囲の末尾に記す。¶ ³




















［基本構成］ ○ おこな:行な:あわ行 (#W5r)
× おこな: 行: あわ行 (#W5r) 〔→「行な (う)」〕　 　　　 　 　　　 　　　 　　　　　　 　
(1) (2) (3) (4) (5) (6)µ ´
表記の揺れが想定される語については，使用可能な表記だけでなく，使用不可の表記についても，正表記等
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a. 使用の可否 (第 1項) 基本形で使用できる表記を「○」で，使用できない表記を「×」で示している。また
×の項目には，正しい表記に関する情報も載せている。これによって，使用できない表記から正しい表
記を知ることができる。¶ ³
＜例＞　○ 全て すべて [副詞]
　　　　× すべて すべて [副詞] 〔→「全て」〕
　　　　× 総て すべて [副詞] 〔→「全て」〕
　　　　× 凡て すべて [副詞] 〔→「全て」〕µ ´
b. 語句の表記 (第 2項)と読み (第 3項) 語句の表記とそれに対する読みを示している。活用語は言い切りの
形で登録してある。¶ ³
＜例＞　○ 行ない おこない [名詞]
　　　　○ 行なう おこなう [動詞]µ ´
c. 品詞情報 (第 4項) 品詞情報を半角角括弧“[ ]”によって示している。用字用語辞書の品詞情報を，語の同
定に必要となる程度の粗い品詞に変換して記した。




　　× 逢う あう [動詞] 〔→「会（う）」〕
　　× まるっきり まるっきり [副詞] 〔＞「まるきり」；口語・促音<Q>表記「マル<Q>キリ」〕
　発音形表記の指示
　　× 学校 がっこ [名詞] 〔口語・「がっこう」の読みのみ可．発音形 (W)表記〕
　同一表記複数読み情報・読みのデフォルト情報
　　○ 愛想 あいそ [名詞] 〔「あいそう」の読みでも登録；デフォルト「あいそ」〕
　　○ 愛想 あいそう [名詞] 〔「あいそ」の読みでも登録；デフォルト「あいそ」〕
¦ 適切な表記の選択を補助する注記
　　○ 伊勢佐木 いせざき [地名] 〔横浜市中区の繁華街〕
　　○ 伊勢崎 いせざき [地名] 〔高知県高知市伊勢崎町〕
¦ 文節の切り方を指示する注記
　　○ 天の川 あまのがわ [固有名詞] 〔文節・ＡのＢ／天の川／〕













直音等 ¤ 周辺的モーラ A 周辺的モーラ B
(F)感情表現，(D)，(O)，(W)左項，(M)音や文字の引用，片仮名語 ○ ○ ○








あります & アリ (Wマ;マス)， 　　　手術 & (Wシジツ;シュジュツ)





凄い & スゴ<H>イ，　　　　これから & コレカラ<H>
とても & ト<Q>テモ，　　　　解析を & カイ<Q>セキオµ ´










綴り字上での　 タイプＡ：形態素内の場合の発音 　　 タイプＢ：形態素を跨ぐ場合の発音
連鎖パターン　語例 　　長音 　　母音 1 　 母音 2 　　語例 　 　長音 　　母音 1 　 母音 2 　
a a（同） 　母さん　カーサン　*カアサン　　 － 　　油揚げ　（アブラーゲ）⇒　アブラアゲ　　 － 　
i i（同） 　小さい　チーサイ　*チイサイ　　 － 　　第一 　（ダイーチ）　⇒　ダイイチ 　　 － 　
u u（同） 　空気 　クーキ 　*クウキ 　　 － 　　安売り　（ヤスーリ）　⇒　ヤスウリ 　　 － 　
e e（同） 　姉さん　ネーサン　*ネエサン　 ネイサン　　影絵 　（カゲー）　　⇒　カゲエ 　×カゲイ　 　
o o（同） 　大きい　オーキイ　*オオキイ　 オウキイ　　お教え　（オーシエ）　⇒　オオシエ 　×オウシエ 　
e i（異） 　経路 　ケーロ 　 ケイロ 　*ケエロ 　　毛色 　　×ケーロ 　ケイロ 　×ケエロ 　






経路 ： ケーロ・ケエロ・ケイロ　…　いずれも表記可だが，迷う場合は「ケーロ」とするµ ´
ただし ou が活用語の語幹と語尾に跨がる場合は，母音表記をデフォルトとする。¶ ³






毛色　 　& 　 (Wケエロ;ケイロ)，　　お産み　　& 　 (Wオーミ;オウミ)µ ´
² 同母音の連鎖において，実際の発音が長音化していたとしても，長音は用いず一律母音で表記する。¶ ³
第一に　 & 　ダイイチニ　　　　… 「ダイーチ」と長音化して聞こえても一律母音表記とするµ ´
2.4 発音形の表記法 75
なおここで言う「形態素」とは，原則として形態論情報で定める「最小単位」を指すが（3.1.3.1節参照），次
の 2点において異なる：(1) 最小単位では固有名詞等に関し，姓や名をそれぞれまとめて 1最小単位と扱うが






















【形態素境界】　　\\影\\絵\\ & \\カゲ\\エ\\ 　　 【形態素内】　　\\小さい\\ & \\チーサイ\\




(Fあーあ)と & (Fアーア)ト …　×　 (Fあ )ーと & (Fア )ートµ ´
² 上記以外は，以下の通り一律タグ<H>を用いて記す。¶ ³
顔が & カオガ<H>µ ´
2.4.6 曖昧な発音の扱い
発音の怠けや転訛などに伴って曖昧な音声が生じた場合にどのように書き起こすかを，以下四つの場合に分
けて説明する。なお本節の説明では，タグ (?)と タグ (W)に触れる。タグの詳細については，それぞれ 2.5.4
節，2.5.11節を参照されたい。



















とりあえず　　& 　 (Wトリャーズ;トリアエズ)，　　　手術は　　& 　 (Wシジツ;シュジュツ)ワµ ´
² その判断に曖昧性が残る場合：発音形にタグ (?)を付与するにとどめる。¶ ³
とりあえず　　& 　 (? トリアエ)ズ，　　　　　　　　手術は　　& 　 (? シュジュツ)ワµ ´
「例えば」を例に対処の具体例を示す。
¦ 明瞭に「タトエバ」と聞こえる場合 例えば & タトエバ タグなし
¦ 「タトエバ」かそれ以外の音かで迷う場合 例えば & (? タトエバ) タグ (?)付与
¦ 「タトエバ」以外の音に聞こえる場合
　{ 音が同定可能 例えば & (Wツトエバ;タトエバ) タグ (W)付与
　{ 候補はあるが迷う 例えば & (W (? ツトエバ);タトエバ) (W)左項に (?)
　{ 複数の候補で迷う 例えば & (W (? ツドエ,ツデ);タトエバ) (W)左項に (?)の複数候補





















a)確実に存在 b)存在する可能性高い c)存在しない可能性高い d)絶対存在しない
ア)存在した方が 私は & ワタシワ 私は & ワタシ (? ワ) 　 私 & ワタシ
文 　 より自然 ※タグなし 　　※発音形に (?) ※「は」表記せず
イ)存在・非存在 　私は & ワタシワ 私は & ワタシ (? ワ) 　 私 & ワタシ
　 どちらも自然 　　※タグなし ※ 発音形に (?) ※「は」表記せず
脈 ウ)存在しない方 　私は & ワタシワ 私 & ワタシ









で／ (Fえ) 次に 　　… 「で」とフィラーの「え」で迷うµ ´
78 第 2章 転記テキスト
このような事例については以下のように対処する。「程」と「こと」で迷う場合を例に説明する。
A)音や前後の文脈から，
　 1. まず間違いなく「程」である場合 ⇒ 語を「程」とした上で，2.4.6.1節の基準に従って判断。
　 2. 多分「程」だが自信がない場合 ⇒ 語を「程」とした上で，2.4.6.1節の基準に従って判断。
　 ※基本形にも (?)を付与。タグ (W)を用いる場合は右項にも (?)付与。
　 3. どちらの語も十分あり得る場合 ⇒ 複数の候補を表記する。詳細は以下 B)参照。
B) 上記 A-3)の場合，実際の発音と候補語との関係によって対応が異なる。典型例を幾つか挙げる。
　 1. どちらの音にも聞こえる … (? 程,こと)　& (? ホド,コト)
　 2. 全く別の音に聞こえる … (? 程,こと)　& (Wコド;(? ホド,コト))
　 3. 全く何と言っているか分からない … (? 程,こと)　& (W (?);(? ホド,コト))
以上まとめると，おおよそ次のようになる。
基本形 発音形 例
A-1) 語がいずれかに確定 (?)なし (?)あり 程 & (? ホド)
A-2) 語はある程度確定するが自信なし (?)あり (?)あり (? 程)　 & (? ホド)
(? 程) & (W (? ゴド);(? ホド))
A-3) 語が不確定で複数候補 (?)複数候補 (?)複数候補
　　 ＊ どちらの音にも聞こえる (? 程,こと) & (? ホド,コト)
　　 ＊ 全く別の音に聞こえる (? 程,こと) & (Wコド;(? ホド,コト))



















(a) 当該語の読みの範囲で迷う場合（「ハ シ」か「ハ ジ」のどちらかで迷う場合），一律デフォルト（「ハ
シ」）に倒した上で，発音形にタグ (?)を付与する。¶ ³






る。タグ (W)内の表記については，以下 3で述べる。¶ ³
端に　 & 　 (Wアジ;ハジ)ニµ ´
3. 上記 2(b)では，タグ (W)の右項に丁寧に発音された場合に生じる（と予想される）音を記す必要があり，
どちらを採用するかで問題が生じる。ここでは以下のように対処する。
² 原則として，実際の発音により近い方を採用する。¶ ³
端に　　& 　 (Wアシ;ハシ)ニ 　…　「ハシ」の「シ」を発音










(Wヨッ;ユッ)タラ，　コー (Wウー;ユウ)ト，　ソー (Wリウ;イウ)µ ´









タグ タグの概要 使用例 付与対象 ¤1 範囲 ¤2
(F) フィラー，感情表出系感動詞，（応答表現 ¤3） (Fあの)，(Fうわ)，(Fうーん) 基・発 文・転 ¤4
(D) 言い直し・言い淀み等による語断片 (Dこ)これ，(Dチ)チーズ 基・発 －・－
(D2) 助詞・助動詞・接辞・数字の言い直し そこ (D2が)に，(D2不)不自然 基・発 －・－
(?) 聞き取りや語の判断に自信がない場合 (? タオングー)，(? 堆積,体積) 基・発 ¤5 文・－
(O) 外国語・古語・方言など (Oザッツファイン) 基・発 文・転 ¤7
(M) 音や言葉に関するメタ的な引用 助詞の (Mは)は (Mわ)と発音 基・発 文・転 ¤7
(R) 話者の名前・差別語・誹謗中傷など 国語研の (R××)です 基・発 文・転 ¤7
(X) 非朗読対象発話（朗読における言い間違い等） (X実際は)実際には， 基・発 ¤6 文・－ ¤8
(A) アルファベット・算用数字・記号の併記 (Aシーディーアール;ＣＤ－Ｒ) 基・－　 －・転
(K) 何らかの原因で漢字表記できなくなった場合 (Kたち (Fえ )ーばな;橘) 基・－　 －・－
(W) 転訛や発音の怠けなど，一時的な発音エラー (Wギーツ;ギジュツ) －・発 －・－
(B) 語の読みに関する知識レベルの言い間違い (Bシブタイ;ジュータイ) －・発 －・－
(笑) 笑いながら発話している箇所 (笑 ナニガ) －・発 文・－ ¤8
(泣) 泣きながら発話している箇所 (泣 ドンナニ) －・発 文・－ ¤8
(咳) 咳をしながら発話している箇所 シャ (咳 リン)ノ －・発 文・－ ¤8
(L) ささやき声や独り言などの小さな声 (Lアレコレナンダッケ) －・発 文・－ ¤8
● 転記単位Ａ（話者の言語音）に出現するタグ：音や事象自体を記号で表現するタイプ
<FV> ボーカルフライ等で母音が同定できない場合 だから<FV> & ダカラ<FV> 基・発
<VN>　 「うん/うーん/ふーん」の音の特定が困難な場合 (Fうん) & (F <VN>) －・発 ¤9
<H> 非語彙的な母音の引き延ばし ソレデ<H>，スゴ<H>イ －・発
<Q> 非語彙的な子音の引き延ばし カイ<Q>セキ，ス<Q>ゴイ －・発
<笑>　 言語音と独立に生じる話者の笑い ガクセー<笑>ノ －・発
<咳>　 言語音と独立に生じる話者の咳 ソレデ<咳> －・発
<息>　 言語音と独立に生じる話者の息 ツマリ<息> －・発
<P> 短単位の内部に生じる 0.2秒以上のポーズ オ<P:00453.373-00454.013>モイ －・発
*1 基／発：当該タグが基本形／発音形に出現。　*2 文／転：当該タグの括弧の範囲が複数の文節／転記単位を跨ぐことがある。























² 文字範囲を指定しその範囲の性質に言及するタイプのタグ（丸括弧を用いるタグ, 表 2.9参照）の場合，
記号の後に半角スペースを一つ入れる。それ以外の位置には一切スペースは入れない。
² 原則として，同種の現象が複数連続して生じても，一つの括弧にまとめることはしない。¶ ³




それでも & (笑 ソレデモ 　　　　　　… 括弧が複数の文節に跨がる場合の例
つまらない訳だから & ツマラナイワケダカラ)µ ´
² 文字範囲を指定するタイプのタグが，同一の文字範囲に対し複数種類付与されることがある。また文字
範囲を指定するタイプのタグの範囲内に，別のタグが内包されることもある（詳細は 2.5.21節参照）。¶ ³
同一の文字範囲： (笑 (Dコン))コンナ　　　別のタグが内包： (笑 (Dコン)コンナ)µ ´
² 複数のタグが交差して付与されることはない。複数の現象が交差する場合は，以下に示すように，後に
生じた現象のタグ（この例の場合は「笑い」）を分割する。¶ ³
(Lアレ (笑 ナンダッケ))(笑 ワスレチャッタ)　　…　×　 (Lアレ (笑 ナンダッケ)ワスレチャッタ)
||||||||||{　　　　　　　　　　　　　　　　 ||||||||||{　　　　|||||||||||||||{　　　　　　　　　　　|||||||||||||{µ ´


















































　上記基本表現　 ＋ 「～ですね（ー）」「～っすね（ー）」　 [例]あのですね，えーとっすねー
　＊印の基本表現 ＋ 「～ね（ー）」「～さ（ー）」 　 [例]まーねー，うーんとさー
※ 括弧内は任意　 [例] あの，あのー，あーの，あんのー，あーんのー，あのですね，あーのですねーµ ´
¦ 本タグは，語と機能の両条件を満たした場合に付与する。そのため以下の場合は本タグの対象とはならない。
² 上記以外の表現については，たとえ場繋ぎ機能を有していたとしても，本タグを付与することはしない。







フィラーの場合：　 (Fあの )ー　&　(Fアノ )ー





(Fあの )ー　 & 　 (F (Wアウノー;アノ )ー) 　，　 (Fま)(Fあの )ー　 & 　 (Wマノー;(Fマ)(Fアノ )ー)µ ´
¦ フィラーが複数連続して出現する場合，まとめることはせず，括弧は括り直す。¶ ³
(Fえっと)(Fあの)(Fん )ー　　× (Fえっとあのん )ーµ ´





0026 00056.170-00059.115 L: 　…　×　0026 00056.170-00056.617 L:
(Fえーっと )ー　&　(Fエーッ<P:00056.617-00058.549>ト )ー　 　(Fえ )ー & (Fエ )ー
0027 00061.432-00062.762 L: 　0027 00058.549-00059.115 L:
魚とか 　&　サカナトカ 　 　(Fと )ー & (Fト )ー




























































(Fはい)　&　(F (Wアイ;ハイ))　… × (Fあい)　&　(Fアイ)　　
(Fおお)　&　(Fオウ) 　… × (Fおう)　&　(Fオウ)　　※ 発音が「オウ」でも基本形は「おお」に統一µ ´





(Fいや) & (Fイヤ<H>) 　… × (Fいや )ー & (Fイヤ )ー











(Fああ) & (Fア )ー … 下降音調（アクセント核あり）で応答表現と解釈した場合


























独話 うん & ウ<H>ン (Fうーん) & (Fウーン) 機能に応じて「うん」「うーん」を使い分け
















基本形 発音形 機能 音調 特に迷うことの多い表現
うん ウン, <VN> 応答 下降調 うーん (ii)，ん・んー (i)
うーん ウーン, <VN> 応答／疑念・ためらい／感嘆 下降調 うん (ii)，ふーん (iii)，んー (i)
ふーん フーン, <VN> 感嘆 平坦調／上昇調 うーん (iii)






(Fうん)(Fうーん) & (F <VN>)(F <VN>)
(Fうん)(Fうん) & (F <VN>)(Fウン) … 二つ目の「うん」のみ母音カテゴリーが明瞭な場合
(Fふーん) & (F <VN>) 　µ ´
















スライド(Fえーと)プロジェクターで … × (Dスライド)(Fえーと)プロジェクターで
それ それについてその問題について … × (Dそれ) (Dそれについて)その問題について







(D喋っ)喋った　 (D見ん)見んな　 (D書い)書いた　 (Dはっ)八回　 (Dなん)何回　 (Dふな)船火事µ ´
{ 言い掛け部が，次の動詞の未然形，連用形の場合：１）カ変動詞「来る」，２）サ変動詞「する」，３）
語幹が 1モーラの上一段・下一段動詞（「見る」や「得る」など）。¶ ³




(D書 (? く))書き手　　& (Dカ (? ク))カキテµ ´
2.5 転記テキストで用いるタグ 89
¦ 以下の場合には，本タグではなく 2.5.11節で詳述するタグ (W)を付与する。
² 「ダイガ ノ カイギデワ（大学の会議では）」の「ダイガ」のように，語断片であっても，言い直されずに
そのまま発話された場合。¶ ³
大学の　　& (Wダイガ;ダイガク)ノ　　…　×　 (Dだいが)の　　& (Dダイガ)ノ
会議では　& カイギデワ　　　　　　　　　　　　会議では　　　　& カイギデワ　　　　　　　µ ´
² 「ブンシセキ（分し析）」のような短単位内部での言い淀みの場合。¶ ³
分析　& (Wブンシセキ;ブンセキ)　　　…　×　分 (Dし)析　　　& ブン (Dシ)セキµ ´
² 「そここから」や「ありますす それで」のように，短単位の末尾でその一部が繰り返される場合。¶ ³
あります　& アリ (Wマスス;マス)　　 …　×　あります (Dす)　& アリマス (Dス)µ ´
¦ 本タグの付与範囲に関して，以下の点に注意する必要がある。
² 言い掛け部が語断片以外の要素を含む場合，本タグは言い掛け部全体ではなく，語断片にのみ付与する。¶ ³
正解 (Dり)男性の 場合の 正解率を …　×　 (D正解り)男性の 場合の 正解率を
従来の (Dしゅひょ)であり 指標であり …　×　従来の (Dしゅひょであり) 指標でありµ ´






漢　字：　　 (D情)情報科学が　　　 (D市)市街地　　　　　　　　手話 (D通や)通訳の
片仮名：　　 (Dプ)プログラム　　　 (Dテニ)昨日のテニスは　　　 (Dテビレ)テレビを見ると
平仮名：　　 (Dす)すると　　　　　この (Dて)提案は　　　　　　 (Dし)つまりそのシステムではµ ´
² ただし漢字の表記については以下の制約がある。
{ 言い掛け部の末尾が音の転訛を伴う場合，当該箇所は平仮名で記す。¶ ³
(Dあま)雨傘　　 (Dなん)何回　　 (D洗たっ)洗濯機µ ´
{ 言い掛け部と訂正部の間に内容語（タグ (F), (D), (D2), (?)，および，<FV>, (笑)などの非言語音以
外）が挿入されている場合には，平仮名で記す。¶ ³
(Dてい)今回の提案は …　×　 (D提)今回の提案は　
史的 (D展)(Fえ )ー<FV>展開が …　×　史的 (Dてん)(Fえ )ー<FV>展開がµ ´





(Dほう)ほうきで　　　　& (Dホ )ーホーキデµ ´
¦ 片仮名語，および単なる言い淀みに伴う引き延ばしの場合は長音記号「ー」で表記。¶ ³
(Dデ )ーそのデーターを　& (Dデ )ーソノデーターオ，　　 (Dき )ー昨日は　& 　 (Dキ )ーキノーワµ ´
² 発音形における母音の引き延ばし：一律長音記号「ー」で記す。¶ ³
(Dわ )ー私　& (Dワ )ーワタシ　　　 　　　…　×　 (Dわ)私　& (Dワ<H>)ワタシµ ´
母音の引き延ばしが極めて長い場合，長音記号「ー」にタグ<H>を添えることはあるが，それ以外で本タ
グ内にタグ<H>を記すことはない。¶ ³
(Dわ )ー私　& (Dワー<H>)ワタシ　µ ´
² 子音の引き延ばし：基本形・発音形共に，一律「っ/ッ」で表記する。¶ ³
(Dさっ)作家　　& (Dサッ)サッカ　　　　　 (Dこっご)国語研　& (Dコッゴ)コクゴケン




オーバー (Dス)スローで & オーバー(Dス)スローデ　　　真っ (Dく)暗闇の & マッ(Dク)クラヤミノ
これ (Dま)までには　　 & コレ <H>(Dマ)マデニワ　　　ここ (Dか)から　 & ココ <Q>(Dカ)カラµ ´
ただし子音の引き延ばしについては，促音で始まる語（「っぽい」など）の断片であると判断される場
合，本タグ内の先頭に「っ／ッ」を記す。¶ ³
白 (Dっぽ)っぽい　& 　シロ (Dッポ)ッポイµ ´
2) 語断片終端位置の場合，本タグ内の末尾に「ー」「ッ」を記す。¶ ³
これ (Dま )ーまで & コレ (Dマ )ーマデ　　　　ここ (Dかっ)から & ココ (Dカッ)カラµ ´
ただし子音の引き延ばしについては，促音で始まる語，および引用の「と」が後続する場合，本タグの
直後に記す（2.3.5節参照）。¶ ³










1. 母音の引き延ばしがあるか否か：　ある ⇒ (F)　　ない ⇒ 以下 2.¶ ³
(Fあ )ーつまり，　　　 (Fん )ー女の人が，　　　 (Fう )ー一緒にµ ´
2. フィラーが後続し，かつそのフィラーの冒頭の音と同じか否か：　同じ ⇒ (F)　　違う ⇒ 以下 3.¶ ³
(Fあ)(Fあの )ーつまり，　　　 (Fえ)(Fえ )ー音楽が，　　　 (Fん)(Fん )ー昨日はµ ´
3. 後続する内容語あるいは語断片の冒頭の音と同じか否か：　同じ ⇒ (D)　　違う ⇒ 以下 4.¶ ³
(Dあ)あなたが，　　　 (Dい)一緒に，　　　 (Dえ)(D演)演奏がµ ´







行ってきて で なるたけ　　　　　　　　… 接続詞の「で」と解釈µ ´
² それ以外は語断片と見なし，本タグを付与する。¶ ³
それについては (Dで) なるたけ　　　 … 語断片と解釈µ ´
c) 上記以外で語断片か否かで迷う場合 　
上記以外で迷った場合には，原則として本タグを付与する。以下に典型的なケースを挙げる。








(D2), (?)，および，<FV>, (笑)などの非言語音以外）を挟まずに連続して出現した場合に付与する。¶ ³
評価値 (D2が)の数値が　　　　　　　　 　 事例 (Fい )ー(D2が)(Dしゅ)の収集が困難
桜 (D2だ)ですね　　　 　 明日 (D2ですので)ですから　　
(D2第)第一関門を　　　　　　　　　　 　 (D2御)(Dず)御承知の通り
懐疑 (D2的)的な　　　　　　　　　　　 　 西洋 (D2的)(Fえ )ー(Dふ)風な
二百 (D2五)五円 　 (A千 (D2八百)九百四十;１９４０)年　µ ´
¦ 本タグの付与対象は，タグ (D)とは異なり 1短単位あるいはその連鎖であるため，形態論情報は通常の枠組
みで付与される。短単位の断片でないにもかかわらずこれらにタグを付与するのは，機能語や数字内部の言
い淀みは転記テキストの可読性を著しく落とし，場合によっては誤解を招く恐れもあるためである。¶ ³
ここまで (D2に)は 　 … タグがないと「ここまでには」と誤解する可能性がある





長単位先頭：　　千六百 … タグ (D2)は不要
　　(A千六百三;１６０３)年に




数詞 (D2の)(Fえ )ーが問題は　　　分析 (D2は)(D2の)(Fえ)が (Fあ )ー観点からはµ ´
² タグ (D)の場合と同様，A を B で，B を C で言い直すといったように，言い直しが複数回連続して生
じた場合には，その都度，本タグを付与する。¶ ³
解析 (D2と)(D2を)はやりましたけれど　　 (D2非)(D2不)(D2非)非寛容なµ ´
ただし，「ここ までだ までです」のように，「までだ」という助詞・助動詞の連鎖が「までです」という助
詞・助動詞の連鎖で言い直されているといったような場合には，連鎖部をまとめて本タグの対象とする。¶ ³
これ (D2までだ)までです　　　あり (D2ますが)ますけれどもµ ´
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西海岸の 　　　　　　&　ニシカイガンノ　　　　 …　× 西海岸の 　&　ニシカイガンノ
ロスですね　　　　　　&　ロスデスネ 　　　　 ロス (D2ですね)に　&　ロス (D2デスネ)ニ
に 　　　　　　&　ニ 　　　　 行きました 　&　イキマシタ
行きました　　　　　　&　イキマシタ 　　　　µ ´
ただし，間投助詞の先行要素が本タグの対象である場合には，間投助詞を含めて本タグを付与する。¶ ³
西海岸の 　&　ニシカイガンノ …　× 西海岸の 　&　ニシカイガンノ
ロス (D2がですね)に　&　ロス (D2ガデスネ)ニ ロス (D2が)ですね　&　ロス (D2ガ)デスネ
行きました 　&　イキマシタ に 　&　ニ
　 　 行きました 　&　イキマシタµ ´
¦ 以下の場合には，本タグではなくタグ (D)を付与する。
² 被訂正部が助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞・数字の断片の場合：¶ ³
ここ (Dか)から　　　 　 × ここ (D2か)から
(A千 (D九)九百七十九;１９７９) 　 × (A千 (D2九)九百七十九;１９７９)　… 「＼九百＼」で１短単位µ ´
² 被訂正部が言い間違いを伴う場合：¶ ³
これ (Dにょ)の　& コレ (Dニョ)ノ　　　　 …　×　これ (D2の)の　 & コレ (D2 (Wニョ;ノ))ノµ ´
ただし，助詞「を」を「ウォ」と発音した場合に限り，タグ (W)で「オ」とした上で本タグを付与する。¶ ³
これ (D2を)を　 & コレ (D2 (Wウォ;オ))オ　…　×　これ (Dうぉ)を　& コレ (Dウォ)オµ ´
² 語の同定が曖昧な場合：¶ ³
×　 (D2 (? 御))御本人　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 基本形でタグ (D2)とタグ (?)は共起しない
○　 (D (? ご))御本人 　&　(D (? ゴ))ゴホンニン 　… 語が曖昧な場合はタグ (D)を用いる




ここ (D2です)ですね　& ココ (D2デス<H>)デスネ　　　　…　×　ココ (D2デス )ーデスネ
西洋 (D2的)風な　　　& セイヨー (D2テ<Q>キ)フーナ　　…　×　セイヨー (D2テッキ)フーナµ ´




タグ内の値が一つ（デフォルト） ： (? 字数)の & 　 (? ジスー)ノ
タグ内の値が複数（複数の候補が想定）： (? 次数,実数) & 　 (? ジス ,ージッスー)
タグ内の値なし（全く不明な場合） ： で & 　 (?)でµ ´
¦ 語や漢字の同定が曖昧なのか，それとも音の聞き取りが曖昧なのかにより，本タグを基本形と発音形のどち
ら（あるいは両方）に付与するかが決まる。幾つか例を挙げる。¶ ³
(? 字数)の 　&　(? ジスー)ノ … 音の聞き取りが曖昧で語も不確定。
それで 　&　(? ソレデ) … 音の聞き取りは曖昧だが文脈から語は確定。
(? せんさ)空間の　&　センサクーカンノ … 音は明瞭だが語が曖昧。候補があれば漢字，なければ平仮名。
(?)から 　&　(?)カラ … 音が全く聞き取れず語も不明。
(? 大賞,対象)の 　&　タイショーノ … 音は明瞭だが語が曖昧。複数の候補あり。
(? 権利,権威) 　&　(? ケンリ,ケンイ) … 音も語も曖昧。複数候補は基本形と発音形で対応付ける。µ ´
¦ 音の聞き取りが曖昧な場合，本タグとタグ (W)を用いて以下のように記すことがある。¶ ³
だから 　& (W (? ダカ);ダカラ) … 音の聞き取りは曖昧だが文脈から語は確定
それから 　& (W (?);ソレ)カラ … 音は全く聞き取れないが文脈から語は確定
(? 思い)ます　& (Wイー;(? オモイ))マス … 音は明瞭だが語が曖昧 ¤1
(? 思い)ます　& (W (? イー);(? オモイ))マス … 音も語も曖昧 ¤1
(? 絵,手) 　& (? エ,(Wエ;テ)) … 音は明瞭でＡと聞こえるが語が曖昧でＡかＢで迷う
(? 毛,手) 　& (Wエ;(? ケ,テ)) … 音は明瞭でＡと聞こえるが語が曖昧でＢかＣ（Ａ以外）で迷う¤1
本当に 　& (W (? ホト,ホノ);ホント )ー … 音の聞き取りに複数の可能性はあるが語は確定 ¤2
¤1 タグ (W)の右項にタグ (?)を付与した場合，基本形にも必ずタグ (?)を付与。





菊池さんが　& キクチサンガ　　…　× (? 菊池,菊地)さんが　& キクチサンガµ ´
² 口語表現か否かで迷う場合には，原則として口語の元の形に倒す（2.4.6.4節参照）。¶ ³
それで　& ソ (? レ)デ　　　　　…　× (? それで,そいで)　& (? ソレデ,ソンデ)µ ´
² タグ (F)や タグ (D)がかかわる言い淀み時は音が曖昧なことも多いが，無理に複数の候補を記すことは
せず，一番尤もらしい候補を一つ挙げた上で，基本形・発音形の両方に本タグを付与することとする。¶ ³





× ビリヤ(? ー)ド & ビリヤ(? ー)ド …　長音記号にのみタグ (?)を付与することはしない
○ ビリヤード & ビリヤード …　母音の引き延ばしの有無で迷う場合はタグなし




² タグ (D)：タグ (D)の付与対象はあくまで短単位の断片であるため，基本形のみ本タグが付与されるパ
ターン（音は明瞭だが語が曖昧）や，発音形のみ本タグが付与されるパターン（音は曖昧だが文脈から語
は確定）は認めない。必要があれば基本形と発音形の両方に本タグを付与する。¶ ³
○ (D (? わ))私が　　&　(D (? ワ))ワタシガ　　　… 必要があれば基本形と発音形の両方に本タグを付与
× (D (? わ))私が　　&　(Dワ)ワタシガ 　　　… 基本形のみ本タグを付与することはしない
× (Dわ)私が　　 　&　(D (? ワ))ワタシガ　　　… 発音形のみ本タグを付与することはしないµ ´
² タグ (D2)：語の同定が曖昧な場合には，タグ (D2)ではなくタグ (D)を用いる。そのため，基本形で タ
グ (D2)とタグ (?)が共起することはない。¶ ³
×　 (D2 (? 御))御本人　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 基本形でタグ (D2)とタグ (?)は共起しない
○　 (D (? ご))御本人 　&　(D (? ゴ))ゴホンニン 　… 語が曖昧な場合はタグ (D)を用いる

















(Oどないなっとんねん)と　　　　　　　　　　 　　　　(Oエックスハットケーバーケ )ーをµ ´
ただし，外来語やことわざ，慣用表現として，現代共通日本語に定着している語や表現，英語などの馴染
みのある言語の単語（複合語を含む），固有名詞などについては，本タグの対象外とする。¶ ³
アットホームな雰囲気が　　　　　　　 … × (Oアットホーム)な雰囲気が※ 外来語として定着
百聞は一見にしかずという　　　　　　 … × (O百聞は一見にしかず)という※ 慣用句として定着
















登録されたものと異なる発音の場合には，タグ<H>, タグ<Q>, タグ (W)を用いて登録された表記に一致させ
る。方言や古語を，タグ (W)を用いて現代共通日本語に直すということはしない。¶ ³
(Oイズイットトゥーレート)と　 & (O (Wイズィッ;イズイット)トゥー (Wレイトゥ;レート))




シカゴは (Oシカーゴ)と発音します　　　　 & シカゴワ (Oシカーゴ)トハツオンシマス















(Mい)の持続発声を記録しました 　　(M神じゃ)と濁らず (M神しゃ)となります ¤
(Aエイチ;Ｈ)は (Mエイチ)や (Mエッチ)と読み　　(Mか)と (Mお)の一字の違いでイメージが変わる
対象の (M象)は 　　(M小さいの国がある)という誤った形で













(Mいらっしゃる)が後続すると，　　　 (M低い)から (M高い)という風にµ ´
2. 引用部の始端が機能語，語の断片のもの¶ ³
(Mと考える)とあることで，(Mたら良い)とか (Mればいい)とか，
(M (Dそ)そんなことはないよ)などの (M (Dそ))はµ ´
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3. 引用部の終端が上記 1の要素のもの¶ ³




行ってきます (M丸)という部分に，そうです (Mスラッシュ)とある後にµ ´
原則として，メタ的引用の対象の内部に更にメタ的引用が認められたとしても，タグ (M)を二重に付与
することはしない。¶ ³
次の (M彼はを受ける述語)を御覧ください　　…　× (M (M彼は)を受ける述語)を御覧くださいµ ´
しかし，メタ的引用内部で記号がメタ的に引用された場合に限り，タグ (M)の二重付与を認める。その
場合，可読性を考慮し，内側のメタ的引用の前後で文節を区切る。¶ ³






















ただし，タグ (O)が付与されている場合は，例外的に (M)を付与しない。¶ ³
















伏せ字前：(R話し言葉の (Fえ )ーイントネーション)というタイトルで国語研の (R佐藤)が発表します
























(Fえ )ー & (Fエ )ー
(X見てて) & (Xミテテ) ← 朗読原稿にない余分な発話
見てみたんですが & ミテミタンデスガ 　（朗読における言い間違い等に起因して生じる）µ ´
¦ 本タグは再朗読に対してのみ付与される特殊なタグである。詳細については，2.7節を参照されたい。
2.5.9 タグ (A)






















日立　…　× (A日立;ＨＩＴＡＣＨＩ)， 　　　　ソニー　…　× (Aソニー;ＳＯＮＹ)µ ´
² 小数点を含むもの¶ ³







² 4桁以上の数字で，(1)下 4桁の中に飛んでいる位がある，あるいは，(2)下 4桁のうち 3桁以上が位取り
されているもの¶ ³
(1) (A千二十五;１０２５)， (A三千五;３００５)， (A七万二百十三;７０２１３)
(2) (A四千六百九十;４６９０)， (A二万八千九百七十五;２８９７５)， (A四万三千六十五;４３０６５)µ ´
² 西暦の年号¶ ³

















ミリ， センチ， メートル， キロメートル， マイル，グラム， リットル， ポンド， トン，ヘクタールµ ´
ただし，アルファベットの読み上げをする単位については，本タグを用いてアルファベットを併記。¶ ³
(A四百シーシー;４００ＣＣ)，　　 (A五ディービー;５ｄＢ)µ ´















(Kひ (Fい )ーだり;左)，　　　 (A三 (Kま<FV>る;○)四;３０４)µ ´
¦ (K)を付与する範囲は，原則として漢字一文字，あるいは記号一つであるが，「雑魚」や「田舎」等の熟字訓
については全体に付与する。¶ ³







共分散　　　& キョー (Wブサン;ブンサン)，　　　 左へ行って　& (Wミダリ;ヒダリ)エイッテ
手術すると　& (Wシジツ;シュジュツ)スルト，　　　けれども　　& (Wケード;ケレド)モ
走って　　　& (Wハルシッ;ハシッ)テ，　　　　　　そうすると　& (Wホ;ソ )ー(Wス;スル)ト　　　
場合に　　　& (Wバワイ;バアイ)ニ，　　　　　　　生活で　　　& (Wセーカズ;セーカツ)デµ ´
¦ 原則として発音の怠けなどで語断片が生じた場合，それが言い直されている場合にはタグ (D)を，言い直さ
れていない場合は本タグを付与する。¶ ³
共 (Dぶさん)分散について　& キョー (Dブサン)ブンサンニツイテ 　
共分散について 　& キョー (Wブサン;ブンサン)ニツイテ　µ ´
また，短単位の末尾でその一部が繰り返される場合，タグ (D)ではなく本タグの対象とする。¶ ³
あります　& アリ (Wマスス;マス)　　 …　×　あります (Dす)　& アリマス (Dス)µ ´
¦ 以下の場合は本タグの対象外とする。
² 世界知識や文法のレベルで間違っている，あるいは適格でないもの。¶ ³
フランスの 　&　フランスノ …　×　ドイツの 　&　(Wフランス;ドイツ)ノ
シュレーダー首相　&　シュレーダーシュショー 　　　　シュレーダー首相　&　シュレーダーシュショー
　
中間的の 　&　チューカンテキノ …　×　中間的な 　&　チューカンテキ (Wノ;ナ)




泊まる 　　&　(Wトマッ;トマル)　　　　　 　…　×　泊まっ 　　&　トマッ




本当は & ホントワ … 「ホント」は口語表現として認められているためタグ (W)は不要
先生は & (Wセンセ;センセ )ーワ … 「センセ」は口語表現として認められていないためタグ (W)が必要µ ´
¦ 本タグの付与範囲は短単位を原則とし（外来語に関する例外あり。詳細は 2.5.2節参照），その範囲でタグを
括り直す。¶ ³
○　室内環境　 & 　 (Wシンナイ;シツナイ)(Wカキョー;カンキョ )ー　　… 短単位：「\\室内\\環境\\」に分割
×　室内環境　 & 　 (Wシンナイカキョー;シツナイカンキョ )ー
×　室内環境　 & 　 (Wシン;シツ)ナイ (Wカ;カン)キョーµ ´
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例外１ 語の融合などが生じて切り離しが難しい場合には，複数の短単位を跨いでタグを付与する。¶ ³
今度は　　 & 　 (Wコンダ;コンドワ)，　　　　 　それは　　　& 　 (Wスーラ;ソレワ)　　
話しか　　 & 　 (Wハナシカ;ハナシシカ)，　　 　ありがとう　& 　 (Wヤトー;アリガトウ)




行こうよ　　　 & 　 (Wミコー;イコウ)ヨ　　　　　…　×　 (Wミコ;イコ)ーヨ
このように　　 & 　 (Wコノー;コノヨ )ーニ　　　　…　×　コノ (Wー;ヨ )ーニ
何て言ったら　 & 　ナン (Wテッ;テイッ)タラ　　　…　×　ナンテ (Wッ;イッ)タラ







² 本タグの左項（実際の発音）・右項（丁寧に発音した場合に生じると予想される音）共に，タグ <H>, タグ
<Q> は用いず，「ー」と「ッ」で記す。¶ ³
戦術は　　& 　 (Wセーンジッツ;センジュツ)ワ　　　… × (Wセ<H>ンジ<Q>ツ;センジュツ)ワµ ´
ただし本タグの左項については，母音の引き延ばしが極めて長い場合，長音記号「ー」にタグ<H>を添え
ることがある。¶ ³
















斎場　 & (Bサイバ;サイジョ )ー　　，　悪乗り　 & (Bアクノリ;ワルノリ)








例 1) 和語に接続する複合語構成要素は，原則として訓読みになる（語種による規則）。¶ ³
ショウガ湯　 & ショーガ (Bトー;ユ)µ ´
例 2) 漢語・外来語と接続する複合語構成要素は，原則として音読みになる（語種による規則）*11。¶ ³
生活音　 & 　セーカツ (Bオト;オン)　　　エンジン音　 & 　エンジン (Bオト;オン)µ ´
例 3) 動植物の分類上の区分の意では「目」は「モク」と読む（意味による規則）。¶ ³
スズキ目　　 & スズキ (Bメ;モク)µ ´
¦ 本タグの付与範囲は短単位（3章参照）とし，その範囲でタグを括り直す。¶ ³
当麻寺　 & (Bトーマ;タイマ)(Bジ;デラ)　… × (Bトーマジ;タイマデラ)　 … 短単位は「＼当麻＼寺＼」に分割µ ´
¦ 以下のものは，発話された形が必ずしも「読み誤り」とは断定できないため，本タグは付与しない。
² 専門的な慣用読み，および意味の明確化等の理由で辞書上の読みと異なる読みが慣用化している場合。¶ ³
両耳で　 & リョージデ　　　… × (Bリョージ;リョーミミ)デ
裏面が　 & ウラメンガ　　　… × (Bウラメン;リメン)ガµ ´
*11 例外も幾つかある。例外については，以下に例示するように，適宜，語ごとに規則をまとめる。
[例] 　外来語＋「油」 … 音読みだけでなく訓読みも許容（サラダ油，オリーブ油 など）
[例] 「大」＋漢語 … (a)訓読みのみ許容：大＋番頭, 御所, 人数, 怪我, 喧嘩, 所帯, 火事, 掃除, 騒動, 道具, 入道, 袈裟, 一番, 時代
　　　　　　　　 　 (b)音読みと訓読み共に許容：大＋地震, 舞台
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² (a)人名における連濁の有無・音転・読み入れ換え (b)行政区画名の「町」における音訓入れ替え，(c)「日
本」における「ニホン」「ニッポン」の入れ替え。¶ ³
谷川俊太郎　　　& タニガワトシタロー　　　　　… × (Wタニガワ;タニカワ)(Bトシタロー;シュンタロ )ー
大日本帝国憲法　& ダイニホンテーコクケンポー　… ×ダイ (Bニホン;ニッポン)テーコクケンポー























悪化　　 & (Wアクカ;アッカ)　　　　　　… × (Bアクカ;アッカ)　　　　　※ 母音 /u/ の挿入
洗濯機　 & (Wセンタッ;センタク)キ　　　… × (Bセンタッ;センタク)キ　　※ 母音 /u/ の脱落µ ´
※ 辞書にない語や複合語については，原則として短単位の境界を跨ぐ促音化をタグ (W)の対象とした（上例「洗濯機」参照）。ただ
し以下については，例外的に促音化したもの，しないものを共に認め，タグ (W)の対象としない。
　「－角形，－学科，－学校，－学会，－学界，－国旗」：　 [例] ＼文学＼界＼ & ○ブンガクカイ，○ブンガッカイ
　　「実－，別－」： [例] ＼実＼体験＼ & ○ジッタイケン，○ジツタイケン
［撥音化に関する誤り］　¶ ³




無人　 & (Wブジン;ムジン)　　　　… × (Bブジン;ムジン)　　　※ 子音 /m/ → /b/ の交替




　 [例] \老\若\男\女\ & ロージャクナンニョ　　… × (Wロージャク;ローニャク) ナンニョ
［「お」と「御（ゴ）」の交替］　¶ ³









半ば　& (Bハ<H>ンバ;ナカバ)　　　　　　　　　… × (Bハーンバ;ナカバ)
脱力　& (B (Wタツリキ;ダツリキ);ダツリョク)　… × (Bタツリキ;ダツリョク)µ ´











ないということに &　　(笑 ナイトユーコトニ ←
なりまして &　　ナリマシテ)
0391 00880.718-00881.484 L:<笑> ←
0392 00881.484-00882.901 L:
当たり前の &　　(笑 アタリマエノ) ←µ ´
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2.5.14 タグ (L)
¦ 本タグは，ささやき声や独り言など，前後の音声と比べてかなり小さな声で発話されている区間に付与する。¶ ³
0083 00181.409-00182.003 L: 　　　 0132 00329.342-00331.006 L:
お玉に & オタマニ 　　　 (Fあ) & (L (Fア)
半分ぐらい & ハンブングライ 　　　 これも & コレモ






























(Fうん)(Fうーん) & (F <VN>)(F <VN>)
(Fうん)(Fうん) & (F <VN>)(Fウン) … 二つ目の「うん」のみ母音カテゴリーが明瞭な場合









凄い　　　& 　スゴ<H>イ　　　　　　　　 … × 凄ーい & スゴーイ
私は　　　& 　ワタシワ<H>　　　　　　　 … × 私はー & ワタシワーµ ´
母音の引き延ばしが極めて長い場合については，長音記号に追加する形で本タグを用いることがある。¶ ³
相当　　 & ソー<H>トー<H>
(Fえ )ー & (Fえー<H>)µ ´
¦ タグ (D)の付与対象である言い淀み等に起因する語断片，タグ (W)の付与対象である発音の怠け（タグの
左項），タグ (F)の付与対象である感情表出感動詞については，原則として実際の発音を発音形にそのまま
記すという方針をとったため，母音の引き延ばしは本タグではなく長音記号「ー」で表現する。¶ ³
(Dざーつ)雑音の & (Dザーツ)ザツオンノ 　 … × (D雑)雑音の & (Dザ<H>ツ)ザツオンノ
解析が & (Wガイセーキ;カイセキ)ガ … × 解析が & (Wガイセ<H>キ;カイセキ)ガ
(Fうわわっわ )ー & (Fウワワッワ )ー … × (Fうわわわ) & (Fウワワ<Q>ワ<H>)µ ´
ただし，長音記号との併用に限り，これらのタグ内でも本タグを用いることができる。¶ ³


















¦ タグ (F)，タグ (D)，タグ (W)内では，子音の引き延ばしは本タグではなく「っ」で表現する。理由につい
ては，2.5.17節を参照されたい。¶ ³
(Fうわわわっ)　 & (Fウワワワッ)　　 … × (Fうわわわ) & (Fウワワワ<Q>)
(Dざっつ)雑音の & (Dザッツ)ザツオンノ … × (D雑)雑音の & (Dザ<Q>ツ)ザツオンノ









0124 00335.025-00335.170 L:µ ´




¦ 本タグについては，2.2.1.2節 33頁の脚注，および 2.2.1.5節の「タグ<P>に関する例外」も参照されたい。
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2.5.20 タグ<笑>, タグ<咳>, タグ<息>
¦ 本タグは，話者の笑い，咳，息が，言語音とは独立に生じる場合に付与する。¶ ³
こちらが　　　　　 　& 　コチラガ<咳> 　　








(D (? かわ))，　　 (M (Aエス;Ｓ)), 　　 (Wトノ;(? ソノ,アノ))µ ´
【入れ子】あるタグの付与範囲の一部に別のタグが付与される場合：¶ ³








(? (O寺や),寺屋) & テラヤ
(? 国保,国庫) & (? (Wコッコ;コクホ),コッコ)µ ´
² (O)・(W)であることは確かだが，その中で複数の候補が想定される場合，(O)・(W)が外，(?)が内。¶ ³
(O (? イムニダ,イムニカ)) & (O (? イムニダ,イムニカ))
(? 国保,国庫) & (Wコフコ;(? コクホ,コッコ))
国保　 & (W (? コクコ,コフコ);コクホ)µ ´
¦ 同一範囲，入れ子のいずれの条件においても，(?)の複数候補が外に来るケースを概ね許容（○）している
が，基本的に (?)の複数候補はあまり多用せず，できる範囲で候補を一意に同定する。




A 　 - 　 - 　 × 　 × 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　○　○　 - 　 - 　○
K 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　○　 - 　 - 　○
?単 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　△　○　○　○　○　○　○　 -
W 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　×　△　○　○　○　○　○　○　○
B 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　○　○　○　○
Fフ 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
F感 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
F応 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
D 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×　○　○　○　○　○
D2 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×　○　○　○　○　○
R 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○　○　△
O 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○　○
M 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○
X 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○
L 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×
笑 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×
?複 　 × 　 × 　 × 　 ○ 　 - 　 ○ 　 ○ 　 × 　 × 　 △ 　 △ 　 △ 　×　×　○　○　○　○　○　○　 -
(?) 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○　×　○　○　 -
<FV> 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○　×　○　○　×
<VN> 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 △ 　×　×　×　×　△　△　△　△　△
<笑> 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×　×　○　×　×
<H> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
<Q> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
<P> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
　　【Fフ】 タグ F・フィラー　　【F感】 タグ F・感情表出系感動詞　　【F応】 タグ F・応答表現（対話の場合のみ）
　　【(?)】 値なし (?)　　　　　【?単】 値が一つ (?○○)　 【?複】 値が複数 (?○○,△△)
　　【<笑>】 <息>, <咳>を含む　　【左・右】 (A), (K), (W), (B)の左項・右項（例：(A左項;右項)）¶ ³




A 　 - 　 - 　 × 　 × 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　○　○　 - 　 - 　○
K 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　 - 　 - 　○
?単 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 - 　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　△　○　○　○　○　○　○　 -
W 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 × 　 × 　 △ 　 × 　 × 　×　△　○　○　○　○　○　○　○
B 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 × 　 × 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
Fフ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
F感 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
F応 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
D 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　×　○　○　○　○　○　○　○
D2 　 △ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　 - 　○　○　○　○　○　○　○
R 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　 - 　○　○　○　○　○　△
O 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　 - 　○　○　○　○　○
M 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　△　○　○　○　○
X 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 ○ 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　 - 　○　○　○
L 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　 - 　○　○
笑 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　 - 　○
?複 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　 × 　 △ 　 × 　 × 　 △ 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　○　○　 -
(?) 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 - 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　 -
<FV> 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　○
<VN> 　 - 　 - 　 - 　 - 　△　 △ 　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　△　△　△　△　△　△　△
<笑> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　○
<H> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 △ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 △ 　 ○ 　△　○　○　○　○　○　○　○　○
<Q> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 × 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　×　○　○　○　○　○　○　○　○
<P> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　×　○　○　○　○　○　○　○　×
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表 2.13, 2.14に，条件付きで共起可の場合（△）の使用条件，および, 共起不可の場合（×）の補足説明を記す。
表 2.13 【同一範囲】 条件付きで共起可の場合（△）の使用条件。共起不可の場合（×）の補足説明
外 内 許容条件・補足説明・転記例
△ F ?複 音が曖昧な場合 (F (?う ,ーえー))のように複数候補も十分あり得るが，多用せずできる限り候補を一つに絞る。
△ F応 VN 対話の応答表現のうち，基本形が (Fうん)，(Fうーん)，(Fふーん)の場合に限定。
△ F応以外 VN <VN>は必ず (F)と共起して出現する。<VN>とそれ以外のタグとの関係は (F)応と他のタグとの関係に依存する。
△ D2 ?単 (D2)中の (?)は発音形の場合のみ。語が曖昧な場合は (D2)でなく (D)対処：(D (?ご))御本人
△ D2 W 助詞の「を」を「ウォ（ー）」と発音した場合のみ：コレ (D2 (Wウォ;オ))オ
△ ?複 R (? (R××),砂糖) のように (R)を複数候補の一つにのみ付与すると伏せ字の意味をなさないため原則認めない。
× AK左 ?複 (A (?エヌ,エム);(?Ｎ,Ｍ))とはせず，(?)を外に出し (? (Aエヌ;Ｎ),(Aエム;Ｍ))とする。
× A右 ?複 (Aスリーエヌ;(?３Ｎ,ＮＮＮ)) など理論上あり得るが，(A)内ではどちらかの候補に倒し複数候補とはしない。
× ?単複 FV,VN <FV>, <VN>は，元々音が曖昧な場合に使用するタグのため，(?)と併用しない。
× ?単複 笑 <笑>等のボーカル音は，そもそも存在が曖昧な場合には表記しない。
× B右 ?単 右項に自信がない場合には (B)は用いない。
× F感 W 感情表出系感動詞は聞こえた通り記すため (W)は用いない。
× D ?複 (D (?のぼ,のご))などの複数候補は理論上あり得るが，ここまでせず (D (?のぼ))のように単一候補とする。
× ?複 L,笑 同一範囲の (L), (笑)は (?)複数候補の外に出す：(? (Lソレ),(Lコレ))→ (L (?ソレ,コレ))
× D A (D (Aシー;Ｃ))(Aシーディー;ＣＤ)など，理論的にはあり得るが，(D)内では (A)は用いない。
× D K (D (K か<FV>い;回))回復など，理論的にはあり得るが，(D)内では (K)は用いない。
× D W,B (D)は発話された音をそのまま表記するため，(D記)記事 & (D (Wシ;キ))キジ のように (W), (B)は用いない。
表 2.14 【入れ子】条件付きで共起可の場合（△）の使用条件。共起不可の場合（×）の補足説明
外 内 許容条件・補足説明・転記例
△ A左 D2 数字内の数字の言い直しに限定：(A千 (D2八百)九百四十;１９４０)
△ W左,F,D H 母音延伸が極めて長い場合に長音記号に追加した形でのみ使用：(Wスー<H>;スル),(Fウワー<H>)
△ W右 ?,F,D2,O,M,X 複数の語が融合して一つの (W)にまとめられた場合に限定：(Wコキャラ;ココ (D2カラ))マデ
△ Fフ W (Fあのですね)のように (F)が複数の短単位（例：あの/です/ね）から構成される場合のみ。
△ Fフ ?複 (F (?あの,その)ですね)のように複数候補も十分あり得るが，できだけ候補を一つに絞る。
△ D2 ?単 (D2)中の (?)は発音形の場合のみ許容。語が曖昧な場合は (D2)でなく (D)。
△ D2 W 助詞の「を」を「ウォ（ー）」と発音した場合のみ：ナニ (D2カ (Wウォ;オ))カガ
△ M M 括弧や句読点などメタ記号の読み上げに限定：平仮名で (Mこっかい (M中括弧閉じる)では)で
△ ?複 R (R)を複数候補の一つに付与すると伏せ字化の意味をなさない場合もあるため，原則認めない。
△ { VN <VN>は必ず (F)と共起して出現するため，<VN>との関係は，(F)応と他のタグとの関係に依存。
× A左 ?複 (A (?エヌ,エム)三;(?Ｎ,Ｍ)３)とはせず，(? (Aエヌ三;Ｎ３),(Aエム三;Ｍ３))とする。
× A右 ?単 理論上あり得るが，右項に自信がない場合には (A)表記としない。
× W左 D (Wカイ(Dセ)セキュ;カイセキ)のように (D)は使用せず，(Wカイセセキュ;カイセキ)とする。
× W左 ?複 (Wホ (?ト,ド);ホント )ーのように，(W)の左項の一部に (?)を付与するのではなく，
(W (?ホト,ホド);ホント )ーのように，(W)の左項全体に (?)を付与する。
× B左 D (B)の左項では，(Bシブ (Dタ)タイ;ジュータイ)のように (D)を使用する代わりに，(B)の左
項全体を (B (Wシブタタイ;シブタイ);ジュータイ) のように (W)で対処する。
× B右 ?単 右項に自信がない場合には (B)は用いない。
× W左,F感,D Q 聞こえた通り表記するため，<Q> は使用せずに「っ」で表記：(Dこっ)話し言葉
× W右 R 右項の一部が (R)の対象であっても (R)は (W)全体に付与：(W×;(R×)×)→ (R (W×;××))
× O A,M この組み合わせは理論上あり得るが，タグ (O)を付与した時点で (A)や (M)は付与しない。











タグは，話者内で整合的に付与される。例えば図 2.6では，タグ (R)が転記単位 0023から 0025にかけて
付与されているが，途中の相手話者の転記単位 0024はタグ (R)の付与範囲とは見なさない。また以下の転記
単位 0335の「(D2 が)」のタグは，同一話者の次の転記単位 0338の助詞「を」を受けて付与されたものであ
り，相手話者の転記単位 0336, 0337 はこのタグの付与に一切関係しない。
0335 00514.697-00516.926 R:
(Fえーと )ー & (Fエート )ー
会議の & カイギノ
議事録なんか (D2が) & ギジロクナンカ (D2ガ) 　　　←　 0338 の「を」を受けて (D2)付与
0336 00516.421-00516.727 L:
(Fうん) & (F <VN>)
0337 00516.781-00517.183 L:
(Fうーん) & (F <VN>)
0338 00517.173-00517.378 R:




0212 00251.164-00252.195 R: 0300 00273.682-00274.986 L:
北野 & (Lキタノ) 　　　　 吉村 (D作) & ヨシムラ (Dサク)
0213 00253.762-00254.620 L: 0301 00275.252-00276.041 R:
大さん & マサルサン 　　　　 (D治)ですかね & (Dジ)デスカネ
　　　　
［共話例Ｃ］ 　　　　 ［共話例Ｄ］
0132 00208.957-00210.710 L: 0483 00572.810-00573.463 R:
(Dエイチ) & (Dエイチ) 　　　　 食堂に & ショクドーニ
0133 00211.929-00212.580 R: 0484 00573.358-00574.506 L:
(Dエムエム)ですか & (Dエムエム)デスカ　　　　 に & ニ




















(Fええ) & (Fエ )ー 　← 応答表現「ええ」にもタグ (F)付与
0023 00028.979-00030.610 R:
(Fえーと )ー & (Fエート )ー
(R×××× & (R××× 　← タグ (R)が話者 Lの「はい」を狭み





(Fはい) & (Fハ<H>イ) 　← 応答表現「はい」にもタグ (F)付与
0027 00033.312-00033.837 R: 　　　
でしょう & デショー
0028 00034.008-00034.573 L:
(Fうーん) & (F <VN>) 　 ← 応答表現「うーん」認める。
0029 00034.520-00036.565 R: 　 　 発音形にタグ<VN>使用
それから & (W (? ホ);ソレ)(Wカ;カラ) 　　





人 & ヒ (? ト)
誰だっけ & ダレダッケ
0032 00039.707-00042.703 R:







(Fはい)(Fはい)(Fはい)(Fはい) & (Fハイ)(Fハイ)(Fハイ)(Fハイ)　← 一つの応答表現ごとに括り直す
0034 00043.636-00044.010 R:
(Fうーん) & (F <VN>)
図 2.6 対話の転記テキストの例























　　　　 0237 00531.325-00533.003 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート) ← 読み間違い
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ ← 読み間違い
　　　　 0238 00533.377-00533.858 L:
　　　　 赤を & アカオ ← 読み間違い
　　　　 0239 00535.294-00535.918 L:
　　　　 すみません & スミマセン ← 読み間違い
　　　　 0240 00536.512-00537.084 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート)
　　　　 0241 00537.335-00541.137 L:
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ
　　　　 赤を & アカオ
　　　　 示して & シメシテ
　　　　 赤で & アカデ




　　　　 0237 00531.325-00533.003 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0238 00533.377-00533.858 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0239 00535.294-00535.918 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0240 00536.512-00537.084 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート)
　　　　 0241 00537.335-00541.137 L:
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ
　　　　 赤を & アカオ
　　　　 示して & シメシテ
　　　　 赤で & アカデ





　　　　 0414 01172.918-01176.613 L:
　　　　 (Fま) & (Fマ) 　　　　
　　　　 そういったものを & ソーイッタモノオ 　　　　
　　　　 色々 & イロイロ 　　　　
　　　　 (Fえ )ー & (Fエ )ー 　　　　
　　　　 (X見てて) & (Xミテテ) 　　　　← 転記単位の一部の読み間違い
　　　　 見てみたんですが & ミテミタンデスガ 　　　　
　　　　 0090 00382.480-00384.785 L:
　　　　 (X (D (? つ))) & (X (D (? ツ))) 　　　　← オリジナル原稿にないタグ (D)
　　　　 全ての & スベテノ 　　　　
　　　　 0360 00788.358-00792.626 L:
　　　　 バリエーションが & バリエーションガ 　　　　
　　　　 少ない & スクナイ 　　　　
　　　　 為に & タメニ 　　　　
　　　　 (X (Fえ )ー & (X (Fエ )ー 　　　　← 転記単位の一部の読み間違い
　　　　 関西に比べて & カンサイニクラベテ 　　　　
　　　　 回答 (Dげ)) & カイトー (Dゲ)) 　　　　
　　　　 0361 00793.262-00796.283 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0362 00796.763-00797.614 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0363 00799.184-00799.758 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0364 00800.032-00800.486 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0365 00801.043-00806.870 L:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 (Fえ )ー & (Fエ )ー 　　　　
　　　　 関西に比べて & カンサイニクラベテ 　　　　
　　　　 回答 (Dげ)語形の & カイトー (Dゲ)ゴケーノ　　　　
　　　　 異なりというのは<FV> & コトナリトユーノワ <FV>　　　　← タグ<FV>に関しては，仮に余分なも
　　　　 少なく & スクナク 　　　　　 のであってもタグ (X)の付与は不要




　　　　 0168 00392.749-00395.306 L:
　　　　 引き続き & ヒキツズキ
　　　　 百四ページの & ヒャクヨンページノ
　　　　 %TYPE=O ERR 朗読間違い 原稿では「百四」ではなく「百十四」。 　　← コメントを付与　　　　
　　　　 グラフ一から & グラフイチカラ
　　　　 0120 00289.467-00291.674 L:
　　　　 仕事を　　　 & シゴトオ
　　　　 持っている　 & モッテイル
　　　　 方にのみ　　 & カタニノミ
　　　　 %TYPE=O ERR 朗読間違い 原稿では「方にのみ」ではなく「方のみに」 　　← コメントを付与
























　　　　　　 0367 01314.557-01315.379 L:
　　　　┌　古代ギリシャ &　　 コダイギリシャ
1文節　┤　 0368 01315.650-01317.468 L:
　　　　└　劇を &　　 ゲキオ
　　　　　　 (Fお) &　　 (Fオ)
　　　　┌　復活させようと &　　 フッカツサセヨート
1文節　┤　 0369 01317.919-01321.891 L:




















｜私共では｜ (Fあの )ー｜ (Aエヌエイチケー;ＮＨＫ)の｜ ニュースを｜ 音声を｜ データーベース化すると-











｜私の｜お腹の｜中の｜子供が｜あんまり｜ 育たなく｜ なりまして｜　　｜先日｜ 整体に｜行ったんですね｜





｜基本的には｜あまり｜高い｜ 建物が｜ない｜ ことを｜　　｜この｜ 国家と-いう｜ 壁は｜µ ´
4) 中止法・終止法・命令法
¦ 用言の中止法・終止法・命令法の後で切る。¶ ³
｜川も｜あり｜ 森も｜あり｜ とても｜大自然の｜中に｜　　｜で｜ (Fあの)｜頑張れ｜ 池田高校ナイン｜
｜裏切られたとしか｜言いようが｜ありません｜ あんなに｜µ ´
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5) 接続詞
¦ 接続詞の前後で切る。¶ ³
｜夏は｜プール｜ そして｜ 夜空を｜彩る｜花火大会｜µ ´
6) 感動詞
¦ 感動詞の後で切る。¶ ³
｜はい｜ そうです｜月曜日ですっていう｜　　｜おい｜ おい｜ こんなに｜取っていいのかと｜µ ´
※ 感動詞のうち，タグ (F)で囲まれた要素については，細則 C{1に従って処理する。
7) 独立格
¦ 体言の独立格の後で切る。¶ ³































｜先行研究に｜ (Fえ)｜定延｜ 田窪や｜田窪｜ 金水などが｜あります｜µ ´
※ 人名が英語接続詞「アンド」によって並立された場合についても，当規則を適用する。¶ ³












｜への｜字｜ 型と｜なる｜区間を｜　　｜馬の｜耳に｜念仏｜ 状態で｜　｜各｜ 日本語の｜文章｜µ ´
¦ これに関連し，体言を結び付ける働きを持った「たい対」が，二文節以上からなる形式全体を結び付けている場
合は，その前後で切り離す。¶ ³




























































｜ (Aディー;Ｄ)｜ イコール｜ ゼロの｜時｜　　｜縦｜ 掛ける｜ 横が｜
｜ (Aエックス;Ｘ)｜ プラス｜ (Aワイ;Ｙ)という｜領域は｜
　 cf.｜どの｜時間にも｜プラス-一を｜付けました｜µ ´
¦ 分数「x 分の y」，累乗「x の y 乗」は全体を一続きのものとする。¶ ³
｜後続単語種類数分の=先行単語頻度 (Dんな)の｜関数に｜なっています｜
｜それは｜五分の=一から｜六分の=一に｜なるらしいんですけれど｜µ ´
※ ただし，x, y にあたる要素の両方，またはいずれかが 2文節以上である場合，「の」の後で切る。¶ ³
｜標本化周波数分の｜ 帯域幅｜ (Aパイ;π)｜µ ´






















² 「｛お/御｝ +｛動詞連用形/名詞｝ +｛する/できる/くださる/いただく/なさる/いたす/願う/申し上げ
る/あそばす｝」¶ ³
｜いちいちの｜用例について｜御説明=申し上げられませんが｜µ ´
² 「｛お/御｝ + ｛動詞連用形/名詞｝ + になる」¶ ³
｜数字を｜見ると｜お分かりに=なりますように｜µ ´















｜いつ=いつ｜ ｜ごく=ごく｜ ｜さて=さて｜ ｜ただ=ただ｜ ｜なお=なお｜ ｜何=々｜ ｜まず=まず｜


































｜日本語の｜勉強｜ するんです｜　　 cf.｜日本語を｜勉強-するんです｜µ ´
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¦ 指示代名詞「あれ」「これ」「それ」「どれ」およびこれらの複合（細則 A{7）に「する」「できる」「なさる」
「いたす」が直接続く場合，代名詞と用言を切り離す。¶ ³











































a. 語の一部のみを述べた直後に語全体を言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜益岡・田窪氏の｜基本日本語｜ 基礎日本語文法 (D2の)での｜
｜昭和十六年｜ (Fえ )ー｜太平洋開戦｜ 太平洋戦争開戦の｜年に｜発表した｜µ ´
b. 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜先程｜申し上げました｜ (Fあ )ー｜阪倉篤義さん｜ 篤義先生の｜
｜語幹と｜活用 (Dろ)語尾とに｜切って (Dい)おく｜ おく｜方が｜
｜群れで｜生活する｜ してる｜動物ですから｜µ ´
c. 前に述べた語全体を言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜長野県の｜ (Fえ )ー｜高原農家｜ 高原野菜農家で｜働いている｜
｜向こうで｜教育機関｜ 教育事業｜始めたいという｜ことで｜
｜この｜場所における｜ においては｜µ ´
d. 一つの語の内部に言い直しがある場合 → 切り離さない¶ ³
｜国立=日本語=国語研究所｜µ ´




※ 言い差しのうち，タグ (D)が付与された要素については，細則 C{7に従って処理する。





　 cf. ｜車で｜出入口まで｜約-三分ぐらい-の｜場所に｜あります｜µ ´
4) 文末形式・節末形式の介在
¦ 体言とそれを受ける助詞・助動詞の間に文末形式・節末形式が介在する場合，その形式の後で切る。¶ ³



















｜助動詞｜ (Mれる)｜ (Mられる)｜µ ´
b. (M)の値に対して上記までの規則を適用し，内部の文節を認定する。¶ ³
｜こういった｜ (M五回｜中日は｜二死｜一・二塁から)という｜文章を｜µ ´
¦ (M)の内部に別の (M)が含まれる場合，内側の (M)の前後でも文節を切る。¶ ³




¦ タグ (W),(?)の内部では，他の規則で切ることになっていても切らない。¶ ³













¦ タグ (A)の内部では切らない。¶ ³
×　｜ (Aビーシー五百六十六;ＢＣ５６６)年から｜ (A四百八十六;４８６)年まで｜
×　｜ (Aビーシー｜五百六十六;ＢＣ５６６)年から｜ (A四百八十六;４８６)年まで｜




¦ 1文節となるべきものの中に割り込んだ (D2)の連続は，その文節に含める。¶ ³
｜住まい=(D2を)=は｜どこに｜あるかって｜
｜有名に｜限らず｜私立=(D2小)=(Dがっ)中学校に｜入りたいという｜µ ´
¦ 上記の規則に該当しない (D2)の連続については，各々の前後で切る。¶ ³
｜そのまま｜ (D2お)｜ お見せしますけども｜
｜その｜ (D2長)｜ (D2長)｜ 長母音｜ (Fえ )ー｜促音などの｜特殊拍の｜µ ´
7) タグ (F)(D)








｜村の｜住人の｜ (Dディーエヌ)=鑑定｜ (Aディーエヌエー;ＤＮＡ)鑑定を｜µ ´
130 第 2章 転記テキスト
¦ 上記の規則に該当しない (F)(D)の連続については，同種のものの連続の前後で切る。¶ ³
｜そういう｜ことが｜ (Fえーっと)｜ (D都み)｜ 都民なら｜誰でも｜
｜いつも｜ (Fあの )ー｜ (Dう)=(Dつ)｜ 凄く｜たくさんの｜自転車が｜



































異形態連用形 異形態丁寧形 連体修飾普通形 連体修飾丁寧形
1 でもって
2 にあたって にあたり にあたりまして
3 にあって にあり にありまして
4 に至って に至り に至りまして に至る に至ります
に至った に至りました
5 において におき におきまして における におけます
6 に応じて に応じ に応じまして に応じる に応じます
に応じた に応じました
7 に関して に関し に関しまして に関する に関します
に関した に関しました
8 に比べて に比べ に比べまして
9 に際して に際し に際しまして
10 に従って に従い に従いまして に従う に従います
に従った に従いました
11 に対して に対し に対しまして に対する に対します
に対した に対しました
12 について につき につきまして
13 につれて につれ につれまして
14 にとって にとり にとりまして
15 に伴って に伴い に伴いまして に伴う に伴います
に伴った に伴いました
16 に基づいて に基づき に基づきまして に基づく に基づきます
に基づいた に基づきました
17 によって により によりまして による によります
によった によりました




20 を通じて を通じ を通じまして
21 を通して を通し を通しまして
22 をもって をもち をもちまして
23 を元にして を元にし を元にしまして を元にする を元にします
を元に を元にいたしまして を元にした を元にしました
24 をめぐって をめぐり をめぐりまして をめぐる をめぐります
をめぐった をめぐりました
25 という という といいます
ていう ていいます
っていう っていいます






































































































































*2 単位の概略・切り方の例については，林 (1982:582-583)，中野 (1998:171-172) を基にした。
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(2) 短い単位の系列：主として言語の形態的な側面に着目して考えた単位。
○ β単位 原則として，現代語において意味を持つ最小の単位 (最小単位と呼ぶ。)二つが，文節の
範囲内で 1回結合したものを 1単位とする。
○ Ｍ単位 β単位と同様に最小単位を基にした単位。漢語は，β単位と同様に二つの最小単位が文


































































【Ａ学会】 音声言語　 音声言語概念　 各言語　 各言語モデル　 各種言語モデル　 確率的言語モデル
言語重み　 言語音　 言語音カテゴリー判断　 言語音モード　 言語音声　 言語解析
言語学的　 言語カテゴリー　 言語間　 言語形成期　 言語圏　 言語刺激　 言語習得時
言語情報　 言語情報処理　 言語条件　 言語スコア　 言語制約　 言語生活　 言語的
言語的規則　 言語的情報　言語伝達　 言語特有　 言語非依存　 言語非言語刺激
言語モデル　 第二言語学習者　 聴覚運動性言語野　 聴覚性言語野　 聴覚的言語判断
統計的言語情報　 特異性言語障害者　 パラ言語情報　 パラ言語的　 パラ言語的意味
非言語　 非言語音　 非言語音モード　 非言語刺激　 非言語情報　 文字言語
融合言語モデル
【Ｂ学会】 一言語体系　 音声言語　 音声言語重視　 各言語　 簡易言語
基本的言語単位　 言語外　 言語学　 言語研究者　 言語現象
言語作品　言語社会　 言語習得　 言語政策的　 言語体系　 言語的研究























































固有名： 西が=丘　 国立少年自然の=家　 蛤御門の=変
動植物名： タツノ=オトシゴ　 サキシマスオウノ=キ
「―の～」の体言句のうち，以下に挙げるもの： 麻の=葉　 味の=素　 ありの=まま　 絵の=具　 男の=子
　 思いの=丈　 思いの=外　 女の=子　 髪の=毛　 上の=句　 気の=毒　 木の=芽　 木の=下
　 下の=句　 茶の=間　 念の=為　 日の=出　 目の=当たり　 身の=上　 身の=程　 身の=回り
　 目の=敵　 山の=手　 世の=中
「―が～」の体言句のうち，以下に挙げるもの： 万が=一










































































































































(5) 外来語の最小単位 2個の 1次結合体が 11拍以上になる場合の各最小単位。¶ ³
｜インサーション｜ペナルティー｜　　｜スペクトル｜パラメーター｜µ ´










































(3) フィラー：転記テキストでタグ (F)を付けられたもの。¶ ³
(Fえ )ー　　 (Fあのね)　　 (Fんーと)µ ´
(4) 語断片：言い直し等に伴って語が断片化したもの。転記テキストでは，タグ (D)が付けられている。¶ ³
(Dす)すると　　 (Dテニ)昨日のテニスは　　 (D情)情報がµ ´
(5) 助詞・助動詞等にかかわる言い直し：転記テキストでタグ (D2)が付けられたもの。¶ ³
評価値 (D2が)の数値が　　桜 (D2です)(Dか)ですから　　 (D2第)第一関門を　　懐疑 (D2的)的な　　
(A一．(D2五)五六;１．５６)キロµ ´





























短単位　：　｜ (Fあの｜です｜ね)｜　　｜ (Fあの｜ね)｜µ ´
またフィラーが，単位の中に現れる場合がある。例えば，以下のような例である。¶ ³
味わうことが (Fえ )ーできま (Fえ )ーせん　　ここでもメタ (Fあ)言語行動表現てものを手掛かりにµ ´
「ま (F え )ーせ」は，長単位・短単位いずれにおいても 1単位となる助動詞「ます」の未然形の中にフィラー



















つまり，「ま (F え )ーせ」については，助動詞「ます」の中に現れたフィラーを 1長単位・1短単位と認め
ることをせず，「┃ま (F え )ーせ┃」全体で 1長単位・1短単位として認定するということである。別の言い
方をすると，「ま (F え )ーせ」全体を助動詞「ます」の未然形の異形態と考えて処理するということでもある。
「メタ (F あ)言語行動表現」についても同様で，「メタ言語行動表現」の中に現れたフィラーを 1長単位と認
めることをせず，「メタ (F あ)言語行動表現」を「メタ言語行動表現」の異形態として扱うこととし，「┃メタ
(F あ)言語行動表現┃」全体で 1長単位として認定する。




語断片は，単独で 1長単位又は 1短単位とする。例えば，次のように単位認定される。¶ ³








つまり，「ノン (D プロ)ポライト」については，「ノンポライト」の中に現れた語断片を 1長単位・1短単位
と認めることをせず，「┃ノン (D プロ)ポライト┃」全体で 1長単位・1短単位として認定するということで
ある。別の言い方をすると，「ノン (D プロ)ポライト」全体を「ノンポライト」の異形態として処理するとい
うことでもある。「利用 (D す)する」についても同様の考え方によって単位を認定する。







長単位　： ┃実験三┃ (D2の)┃として┃は┃　　┃国内┃ (D2で┃も)┃の┃選手┃も┃
┃ (D2未)┃未観測┃だっ┃た┃
短単位　： ｜六十｜ (D2二)｜二｜パーセント｜の｜　　｜実験｜三｜ (D2の)｜と｜し｜て｜は｜
｜国内｜ (D2で｜も)｜の｜選手｜も｜　　｜ (D2未)｜未｜観測｜だっ｜た｜µ ´
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また，長単位については，1単位内にタグ (D2)を付けられた要素が出現する場合がある。¶ ³




つまり，「六十 (D2 二)二パーセント」については，「六十二パーセント」の中に現れた (D2 二)を 1長単位
と認めず，「┃六十 (D2 二)二パーセント┃」全体で 1長単位として認定するということである。「懐疑 (D2 的)
的な」についても同様である。
















































































【タグ (F)・タグ (D)・タグ (D2)・タグ (M)・タグ (O)・タグ (X)】タグ (F)・(D)・(D2)・(M)・(O)・(X)が
付けられた範囲については，以下のような手順で単位認定を行う。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。
3.1 長単位・短単位 151¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　その後 (F えー )そのエコーによって
　 (F あのねー )何かこの眼鏡を
　これは (D ん )キー押しの場合には
　融合バイグラム (D2 が )の提案手法のが
　後半の (M 彼にあげた )の部分では
　英語の日常会話に現われる (O アイシンク )が















｜その後｜ (F えー )｜その｜エコー｜に｜よっ｜て｜
｜ (F あの｜ねー )｜何｜か｜この｜眼鏡｜を｜
｜これ｜は｜ (D ん )｜キー押し｜の｜場合｜に｜は｜
｜融合｜バイグラム｜ (D2 が )｜の｜提案｜手法｜の｜が｜
｜後半｜の｜ (M 彼｜に｜あげ｜た )｜の｜部分｜で｜は｜
｜英語｜の｜日常｜会話｜に｜現われる｜ (O アイ｜シンク )｜が｜
｜色々｜ (F えー )｜ (X 見｜て｜て )｜見｜て｜み｜た｜ん｜です｜が｜µ ´




　音圧は大体 (A 零．四五 ;０．４５)から (A 二．二四 ;２．２４)パスカルで












【タグ (K)】タグ (K)の扱いも基本的にタグ (A)と同様である。ただし，以下に示すように，タグ (K)の中に
あるタグ (F)等を外すという手順が加わる。
(1) 転記テキスト基本形からタグ (K)を取り外した後，さらにタグ (F)とフィラーを取り外して，単位認定
を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。タグ (K)，その中のタグ (F)及びフィラーを外す。
　そんなお (K かん (Fあー)が ;考)えを申し上げました
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜そんな｜お｜かんがえ｜を｜申し上げ｜まし｜た｜µ ´
(2) タグ (K)及びタグ (F)・フィラーを元の位置に戻す。¶ ³



















｜真剣｜に｜ (? やれ ,なれ)｜なかっ｜た｜こと｜の｜一｜つ｜が｜µ ´
《値なしの場合》 タグ (?)を 1単位として切り出す。ただし語の同定ができないため，品詞等の情報は付
与されない。¶ ³
｜飛行｜経路｜を｜ (?)｜限定｜さ｜せ｜µ ´





　　 (F (? あ))すいません談話に含まれる段落








｜ (F (? あ))｜すい｜ませ｜ん｜談話｜に｜含ま｜れる｜段落｜
｜今｜の｜ (D よっ(? つ))｜ (F あのー)｜今｜説明｜し｜た｜µ ´










｜国語｜研究｜所｜の｜ (R 小椋｜秀樹)｜です｜µ ´
以上，3.1.2～3.1.5節では長短 2種類の単位の認定基準等について述べた。その規定により長単位・短単位
を認定した例を次に示す。¶ ³
〔長単位〕 ┃ (Fえ )ー┃パラ言語情報┃という┃こと┃な┃んです┃が┃ (Fあ)┃簡単┃に┃最初┃
に┃ (Fえ )ー ┃復習┃を┃し┃ておき┃たい┃と┃思い┃ます┃ (Fま) ┃ (Fあの )ー ┃
こう┃やっ┃て┃ (Dあっ)┃話し┃ており┃ます┃と┃それ┃は┃勿論┃ (Fあの)┃言語
的情報┃を┃伝える┃という┃こと┃が┃
〔短単位〕 ｜ (Fえ )ー｜パラ｜言語｜情報｜と｜いう｜こと｜な｜ん｜です｜が｜ (Fあ)｜簡単｜に
｜最初｜に｜ (Fえ )ー ｜復習｜を｜し｜て｜おき｜たい｜と｜思い｜ます｜ (Fま) ｜ (F


















































































　続く 　　　ツズク 　　　ツヅクµ ´
(2) 発音形にタグが付けられている場合は，以下のようにタグを取り除く。¶ ³
［基本形］　　［発音形］ 　　 　　 　　［代表形］
　時刻 　　　ジコ<H>ク 　　→　　ジコク 　　　ジコク
　 (Fえ )ー　　　 (Fエ )ー 　　→　　エー 　　　エー※






［発音形］ 　　 　　 　　 　　［代表形］
　 (Wアリーワ;アルイワ) 　　→　　アルイワ 　　→　　　アルイハ
　 (Bカボン;ゲボン) 　　→　　ゲボン 　　→　　　ゲボン
　 (? サイシュ ,ーサイシュ)　　→　　サイシュー　　→　　　サイシュウµ ´
複数のタグが付けられている場合は，次のようにタグを内側から順次取り除き，代表形を決定する。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　 　　 　　 　　［代表形］
　 (? 対峙,対置)　　　 (? (Wタイチ;タイジ),タイチ)　　→　　(? タイジ)タイチ　　→　　　タイジµ ´
［２］ 活用語は，終止形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］





　動き (が)　　　ウゴキ 　　　ウゴキµ ´
［３］ 連濁した語は，清音の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (衣装)箱 　　　バコ 　　　ハコ
　 (条件)付け 　　　ズケ 　　　ツケ
　 (沈ん)だ 　　　ダ 　　　タ
　 (八)本 　　　ポン 　　　ホン




　 (活用)型　　　ガタ 　　　カタ 　　※名詞
　 (連続)型　　　ガタ 　　　ガタ 　　※接尾辞µ ´




　 (合成)側　　　ガワ 　　　ガワµ ´
［４］ 語頭音が清音化した語は，元の形（濁音形）を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (そんなこっ)たろ (う)　　　タロ 　　　ダ
　右っ側 (ミギッカワ) 　　　カワ 　　　ガワµ ´
［５］ 上記［３］［４］以外の転訛形・省略形で，意味変化が生じていない場合は，元の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (言わん)こっ (ちゃない)　　　コッ 　　　コト
　こっ (から) 　　　コッ 　　　ココ
　そん (で) 　　　ソン 　　　ソレ
　そい (から) 　　　ソイ 　　　ソレ
　もん 　　　モン 　　　モノ
　 (山)ん (中) 　　　ン 　　　ノ
　 (見)や (しない) 　　　ヤ 　　　ハ
　おっ (さん) 　　　オッ 　　　オジ
　おんなじ 　　　オンナジ　　　オナジ
　おっきい 　　　オッキー　　　オオキイ
　何 (だ) 　　　ナン 　　　ナニ※
　何 (本) 　　　ナン 　　　ナン※












一 二 三 四 五 六 七 八 九 十
代表形 音の系列 イチ ニ サン シ ゴ ロク シチ ハチ キュウ，ク ジュウ
訓の系列 ヒト フタ ミ ヨン イツ ム ナナ ヤ ココノ トオ
3.2 代表形・代表表記 159¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］
　 (十)一 (日) 　　　イチ 　　　イチ
　一 (回) 　　　イッ 　　　イチ
　一 (つ) 　　　ヒト 　　　ヒト
　四 (人) 　　　ヨ 　　　ヨン
　六 (日) 　　　ムイ 　　　ム
　八 (本) 　　　ハッ 　　　ハチ
　九 (回) 　　　キュー 　　　キュウ
　 (四十)九 (日)　　　ク 　　　ク


























































































　 (Aケー;Ｋ) 　　　ケー 　　　Ｋ
　 (Aニスト;ＮＩＳＴ) 　　　ニスト 　　　ＮＩＳＴ
　 (Aエスアイドット;Ｓｉ．)　　　エスアイドット　　　Ｓｉ．
　ラージ (Aラムダ;λ) 　　　ラージラムダ 　　　ラージλ
　ラージ (Aシー;Ｃ) 　　　ラージシー 　　　ラージＣµ ´
アルファベット 1文字が 1短単位となる場合，タグ (A)の右項に小文字で表記されていても，代表表記は大
文字にする。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］
　 (Aエス 　　　エス 　　　Ｓ
　アイ;Ｓｉ)　　　アイ 　　　Ｉµ ´











［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　面白きゃ 　　　オモシロキャ　　　オモシロイ　　　面白い
　 (行か)なきゃ 　　　ナキャ 　　　ナイ 　　　ない
　 (加味さ)れりゃ　　　レリャ 　　　レル 　　　れる
　じゃ 　　　ジャ 　　　ダ 　　　だµ ´
［２］ 非活用語の融合は，元の単語連続の形を代表形として付与する。代表表記についても同様とする。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］　　［代表表記］
　こた 　　　コタ 　　　コトハ 　　　事は
　こら 　　　コラ 　　　コレハ 　　　此れは
　そりゃ 　　　ソリャ 　　　ソレハ 　　　其れは
　ちゃ 　　　チャ 　　　テハ 　　　ては





　 (どう)す (んだ)　　　スル 　　　為る






















長単位で 1単位となる助詞・助動詞を含むフィラー (例：(F あのですね)，(F あのね))は，まず助詞・助動
詞以外の部分について，表 3.4として示した一覧表に基づいて代表形・代表表記を定めた上で，それに助詞・
助動詞の代表形・代表表記を結合させるという手順で，代表形・代表表記を定める。例を以下に示す。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　 (Fあのですね)　　　 (Fアノデスネ)　　　アノデスネ　　　あのですね
　 (Fあのね) 　　　 (Fアノネ) 　　　アノネ 　　　あのねµ ´
1長単位又は 1短単位の中に出現するフィラーについては，単位認定の際に，¶ ³
┃味わう┃こと┃が┃ (Fえ )ー┃でき┃ま (Fえ )ーせ┃ん┃
┃ここ┃で┃も┃メタ (Fあ)言語行動表現┃て┃もの┃を┃µ ´




　ま (Fえ )ーせ 　　　マ (Fエ )ーセ
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はならない。長単位認定基準・短単位認定基準では，¶ ³
長単位 ： ┃処理速度┃や┃ (Dお)┃その┃大きさ┃など┃
短単位 ： ｜処理｜速度｜や｜ (Dお)｜その｜大き｜さ｜など｜µ ´
のように語断片を 1単位として認定するが，同語異語判別の対象外ということから，代表形・代表表記は与え
ない。




という例の「利用 (D す)する」や「ノン (D プロ)ポライト」は，語断片を含まない「利用する」「ノンポライ
ト」と同様に，次のように代表形と代表表記を付与する。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　利用 (Dす)する 　　　リヨー (Dス)スル 　　　リヨウスル 　　　利用する






　 (D2の)　　　 (D2ノ)　　　ノ 　　　の
　 (D2未)　　　 (D2ミ)　　　ミ 　　　未




























　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　阪倉篤義さん　　　サカクラアツヨシサン　　　阪倉篤義さん
　篤義先生 　　　アツヨシセンセイ 　　　篤義先生
　　 　　　について 　　　ニツイテ 　　　について
　つき 　　　ツク 　　　就く
　まし 　　　マス 　　　ます
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次に示す表 3.7 は，国立国語研究所 (1955) における品詞比率の調査結果を基に，日常談話とニュース・
170 第 3章 形態論情報
ニュース解説の品詞比率を表にまとめたものである。
表 3.7 日常談話・ニュース解説・ニュースの品詞比率
　 　 　日常談話　 　ニュース　 　ニュース　
　 解　　説　
　　名　詞 　　　　 17.9% 　　　　 27.6% 　　　　 35.9%
　　代名詞 　 　　 　 2.6% 　 　　 　 0.9% 　 　　 　 0.5%
　　形容動詞 　 　　 　 1.2% 　 　　 　 1.5% 　 　　 　 0.9%
　　連体詞 　 　　 　 0.8% 　 　　 　 1.2% 　 　　 　 1.6%
　　副　詞 　 　　 　 6.1% 　 　　 　 2.5% 　 　　 　 1.3%
　　接続詞 　 　　 　 1.9% 　 　　 　 2.6% 　 　　 　 1.0%
　　感動詞 　 　　 　 4.7% 　 　　 　 0.3% 　 　　 　 0.0%
　　動　詞 　　　　 12.2% 　　　　 16.0% 　　　　 14.9%
　　形容詞 　 　　 　 2.7% 　 　　 　 0.9% 　 　　 　 0.4%
　　助　詞 　　　　 34.7% 　　　　 34.3% 　　　　 33.0%
　　助動詞 　　　　 12.9% 　　　　 12.3% 　　　　 10.6%











































































　 (嬉し)がる 　　　ガル 　　　がる 　　　接尾辞　　　ラ行五段
　 (認め)難い 　　　ガタイ 　　　難い 　　　接尾辞　　　形容詞型






　見出し　 　未然形　 　連用形　 　終止形　 　連体形　 　仮定形　 　命令形　
ずる じ じ じる じる じれ じよ







































その他の情報 3には，転記でタグ (M) を付けられたものに付けるメタ，転記でタグ (D2) を付けられたもの
に付ける言いよどみ，長単位で認定される複合辞に付ける連語がある。言うなれば，その他の情報 1及びその
他の情報 2に分類できない情報が，その他の情報 3として扱われているのである。






［基本形］ 　　［代表形］ 　　［品詞］　　［活用形］　　［その他 2］
　面白きゃ 　　　オモシロイ　　　形容詞　　　仮定形 　　　融合
　 (行か)なきゃ 　　　ナイ 　　　助動詞　　　仮定形 　　　融合
　 (加味さ)れりゃ　　　レル 　　　助動詞　　　仮定形 　　　融合










　 (走っ)てる 　　　テル 　　　てる 　　　助動詞　　　終止形





　こた 　　　コトハ 　　　名詞 　　 　　　融合
　こら 　　　コレハ 　　　代名詞　　 　　　融合
　そりゃ 　　　ソレハ 　　　代名詞　　 　　　融合
　ちゃ 　　　テハ 　　　助詞 　　　接続助詞 　　　融合
　じゃ 　　　デハ 　　　助詞 　　　格助詞 　　　融合µ ´
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表 3.9 「てる」「てく」の活用表
　見出し　 　未然形　 　連用形　 　終止形　 　連体形　 　仮定形　 　命令形　
てる て て てる てる てれ てろ















┃味わう┃こと┃が┃ (F え )ー┃でき┃ま (F え )ーせ┃ん┃
┃ここ┃で┃も┃メタ (F あ)言語行動表現┃て┃もの┃を┃
という例の「ま (F え )ー せ」「メタ (F あ) 言語行動表現」には，次のように代表形・代表表記が与えられて
いる。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　ま (Fえ )ーせ 　　　マス 　　　ます
　メタ (Fあ)言語行動表現　　　メタゲンゴコウドウヒョウゲン　　　メタ言語行動表現µ ´











す)する」「ノン (D プロ)ポライト」には，次のように代表形・代表表記が与えられている。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］










　 (D2の)　　　 (D2ノ)　　　の 　　　助詞 　　　言いよどみ
　 (D2未)　　　 (D2ミ)　　　未 　　　接頭辞　　　言いよどみ























　　 　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］ 　　［品詞］




　　 　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］ 　　［品詞］
　阪倉篤義さん　　　サカクラアツヨシサン　　　阪倉篤義さん　　　名詞
　篤義先生 　　　アツヨシセンセイ 　　　篤義先生 　　　名詞
　　 　　 　　　　について 　　　ニツイテ 　　　について 　　　助詞
　つき 　　　ツク 　　　就く 　　　動詞
　まし 　　　マス 　　　ます 　　　助動詞
　て 　　　テ 　　　て 　　　助詞µ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
┃向こう┃で┃教育機関┃教育事業┃始め┃たい┃という┃こと┃で┃
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(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
┃国立=日本語=国語研究所┃で┃




















































ケーキ屋はやはり女子大とか多いせいかですね (F え )ーお洒落なお店が












*9 β単位の規則では，外来語の最小単位どうしの結合では 7拍，その他の結合では 6拍を超える場合，最小単位を結合させずに単独
で 1短単位とするように定めている。なお，活用語の場合，動詞は連用形，形容詞は語幹で拍数を数えることとしている (国立国語
研究所 1962：12-13)。








































　 　 普 通 形 　 　 連 用 形 　　 　　丁 寧 形 　 　連　体　修　飾　型





　において 　におきまして 　における 　におけます
　に応じて 　に応じまして 　に応じた










　に基づいて 　に基づき 　に基づきまして 　に基づく
　 　に基づいた
　によると 　によりますと
　によって 　により 　によりまして 　による 　によります
　によっては
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　［付録 3.2］　助動詞相当句
種　類 　 普　通　形 　　丁　寧　形
　である
　でございます


























































































































































































186 第 3章 形態論情報
［付録 3.5］　品詞情報一覧
品　詞 　　活用の種類 　　　　 活　　用　　形 　　　　　その他の情報
　 1 　 2 　 3






















形容詞型 仮定形・命令形・語幹 ○音便Ａ メタ
形容詞 融合
文語形容詞型 1 未然形・連用形・終止形・連体形・





















○行上一段 未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便Ａ 言いよどみ




形容詞型 仮定形・命令形・語幹 ○音便Ａ メタ
融合
文語形容詞型 1 未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便 言いよどみ


























































































































































































































select * from unit where ID='00000011'µ ´
² 前接する短単位を検索する場合¶ ³
select * from unit where 後続 ID='00000010'µ ´




2 後続 ID 後続する短単位の ID（後続する短単位が存在しない場合は，00000000）
3 講演 ID 当該短単位が収録されている転記テキストの講演 ID
4 転記情報 当該短単位を含む転記単位のタイムスタンプなど
5 前文脈 当該単位に先行する文脈（最長 15短単位）
6 出現形 当該短単位の転記テキスト（基本形）における出現語形












18 後続 ID [長] 後続する短単位の ID（後続する短単位が存在しない場合は，00000000）
19 品詞 [長] 長単位の品詞
20 活用の種類 [長] 長単位の活用の種類
21 活用形 [長] 長単位の活用形
22 その他の情報１ [長] 長単位のその他の情報１
23 その他の情報２ [長] 長単位のその他の情報２
24 その他の情報３ [長] 長単位のその他の情報３
25 代表形 [長] 長単位の代表形














発話 ID タイムスタンプ 短単位位置情報µ ´












従来の　 & ジューライノµ ´
図 4.2 転記情報の例（転記テキスト）¶ ³
0017 00051.048-00056.945 L:-001-001 日本
0017 00051.048-00056.945 L:-001-005 語
0017 00051.048-00056.945 L:-001-007 の
0017 00051.048-00056.945 L:-002-001 文法
0017 00051.048-00056.945 L:-002-005 は
0018 00057.439-00061.747 L:-001-001 従来
0018 00057.439-00061.747 L:-001-005 のµ ´
図 4.3 転記情報の例（単位データ）
*3 文字数でなく，バイト数を使ったのは，4.3 節で示す単位データベース修正ツールの実装に利用したMicrosoft Excel のマクロ言
語が文字列をバイト列で表現していたためである。
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これらの図に示したとおり，各短単位（レコード）には，発話 IDとタイムスタンプが付与され，コロン (:)
の後に，当該短単位の転記テキストの位置を示す数値が付与される。例えば，短単位「語」の転記情報は，¶ ³
0017 00051.048-00056.945 L:-001-005µ ´
である。これは，発話 IDが \0017"，タイムスタンプが \00051.048-00056.945 L:"である*4ことを表す。






















非言語音タグの例として，転記テキストと単位データを対応づけて，図 4.4，4.5に示す。図 4.4の発話 ID











図 4.6では，長単位「音響モデル」が複数の短単位（ID が 00000010と 00000011）から構成されている。長
単位「音響モデル」に対する形態論情報は，IDが 00000010のレコードに付与され，00000011のレコードの
長単位関連のフィールドは空欄になる。ただし，後続する長単位の IDを示す「後続 ID [長]」フィールドは，






内容は & ナイヨーワµ ´
図 4.4 非言語音タグの例（転記テキスト）
¶ ³
転記情報 出現形 発音形 品詞 その他の情報１
0202 00500.324-00501.003 L:-001-001 コーパス コーパス 名詞
0202 00500.324-00501.003 L:-001-009 の ノ 助詞 格助詞
0203 00501.163-00502.587 L:-001-001 <雑音> <雑音>
0204 00503.031-00503.812 L:-001-001 内容 ナイヨー 名詞
0204 00503.031-00503.812 L:-001-005 は ワ 助詞 係助詞µ ´
図 4.5 非言語音タグの例（単位データ）
¶ ³
ID 後続 ID 出現形 品詞 代表表記 [長] 品詞 [長] 後続 ID [長]
00000010 00000011 音響 名詞 音響モデル 名詞 00000012
00000011 00000012 モデル 名詞 00000012
00000012 00000013 の 助詞 の 助詞 00000013
00000013 00000014 研究 名詞 研究 名詞 00000014


























































0202 00500.324-00501.003 L:-001-001µ ´
で，出現形の長さが 2文字（4バイト）の場合，同一転記文節内で後続する短単位の転記情報フィール
ドは，次のようにならなければならない。¶ ³
0202 00500.324-00501.003 L:-001-005µ ´































































































































































² (F えー)からタグ (F)を除去し，「えー」を解析対象にすること




タイプ 1 ... タグ (F)： フィーラーは，発話文中に挿入される要素であり，フィラーを取り除いてから形
態素解析を行うことが好ましい。ただし，フィラーの中にも複数の短単位からなるものが存在する。そ
こで，フィラーと残りの文字列をそれぞれ独立に形態素解析する。それぞれの形態素解析結果は，(3)
で統合される。上の例のタグ (F)の場合，(F えー)の contentsである「えー」と，(F えー)抽出後
の残りの文字列（この例の場合は，空文字列となるが）をそれぞれ独立に形態素解析する。
タイプ 2 ... タグ (A)，(D2)，(K)，(M)，(O)，(R)，(W)，(?)： これらの転記テキスト中のタグの
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² 出現形 ... 短単位の基本形である（ただし，(1)で述べたように，タグは除去されている）。
² 品詞 ... 短単位の品詞の初期値として利用する。
² 活用型 ... 短単位の「活用の種類」の初期値として利用する。
² 活用形 ... 短単位の活用形の初期値として利用する。
² 読み ... 短単位の代表形の初期値として利用する。また，転記テキストの基本形と発音形とを
マッチングさせるための基礎情報として利用する。









² 「えー」と「千二十四」から除去されたタグ (F)とタグ (A)を復元する。「千二十四」については複数の
短単位から構成されるが，先頭と末尾の短単位の基本形にタグが復元され，それぞれ「(A 千」と「四;
１０２４)」となる。






































「茶筌」（品詞） 「茶筌」（活用型） 短単位（品詞） 短単位（活用の種類） その他の情報 2
動詞-自立 カ変・クル 動詞 カ行変格
動詞-自立 五段・カ行イ音便 カ行五段 イ音便















































に含める。例えば，図 4.11では，タグ (W)と付随する属性である「(W ユ;」の部分は，後接する「ユ」
に含める。












² 終止・連体形の区別 ... 194 (44%)
² 一段動詞の活用の種類の区別 ... 49 (11%)
² 未知語 ... 43 (10%)
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非終端記号 1 --> 非終端記号 2, 非終端記号 3 ...













次に規則適用の過程を少し詳しく見てみる。例えば，図 4.13のノード Aでは，規則 1が適用される。規則
















名詞句 (名詞句 (A+B),B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,A5+B5,A6+B6) -->
接頭辞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6),
名詞句 (B,B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,B5,B6). ..... 規則 1
名詞句 (名詞句 (A+B),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5+B5,A6+B6) -->
名詞句 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6), ..... 規則 2
接尾辞 (B,B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,B5,B6).
名詞句 (名詞句 (A+B),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5+B5,A6+B6) -->
名詞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6), ..... 規則 3
長単位 (長単位 (A),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6) -->
名詞句 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6). ..... 規則 4
長単位 (長単位 (A),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6) -->
助詞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6). ..... 規則 5
助詞 (助詞 (Z0+Z1),助詞,_,_,格助詞,_,連語,トイウ,という) -->
助詞 (Z0,助詞,_,_,格助詞,_,_,ト,と),
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いていない。そのため，長単位内部の構造に曖昧性があるが，多くの場合，長単位に付与される情報に違いが
ないことが多い。例えば，「御客さん」の場合，上記の長単位構成規則で解析を行うと，構造上，[[御 客] さ



































































































*22 なお，表 4.1 と異なり，管理情報のフィールドが二つの部分に分かれている。これは，管理情報のうち，最終更新者と最終更新時
間は修正作業を行う上でよく参照される（例えば，修正作業をしているとき，修正管理者の編集した単位データが参考になる）と
いうこともあるが，単位データベースを短単位，長単位の順で拡張していった経緯にもよる。


























4.3.5.1 方法 1: GUIを用いた方法
まず，方法 1 は，図 4.16 に示した GUI を介して検索した結果を修正ツールに読み込む方法である。この














例 1: フィールド値が「国語」で始まらないもの¶ ³
not like '国語 %'µ ´
















図 4.17 前後のレコードを指定した検索 (「外国/語」の例)




た SQL文を SQL文の指定欄に読み込むためのものである。なお，記述できる SQL文は，使用している関係
データベース管理システムに依存する。¶ ³
µ ´































*25 修正ツールは Excelのマクロとして実現されているが，Excelのシートの最大読み込み数は 65536行である。













































































































































実行例を図 4.23に示す。図中の I欄が発音形である。左図の 1行目にまとまっている「ガイコクゴダイガ





























































































































の誤りを指摘し，修正管理者がそれに答えている。例 2 は，ニュースグループ tenkiに投稿されたメッセージ
で，転記テキストの表記の誤りを指摘した例である。














*34 Microsoft Outlookや Netscape Communicatorがよく用いられていた。
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² 一般の修正者は誤りを発見しても修正はせず，当該単位の予備 3 フィールドに修正内容を記入する。次
に，修正管理者が予備 3 フィールドが記入されている単位データを検索し，誤りであることを確認した
*35 人手短解析単位データは約 100万短単位だが，おおむね 2回に分けて実施した。







































































































<前文脈>いう こと は (F あ) もう 特に 考え て 今後 は もう 本当 に 自分 の</前文脈>
<転記基本形>愛車</転記基本形>


















<前文脈>貨幣 も 拒み 昔 ながら の 伝統 を 守り ながら 暮らし て いる 人々 に</前文脈>
<転記基本形>会える</転記基本形>





























<前文脈>今 で も (D つ) 付き合っ て ます です から 友達 って の は 何 人</前文脈>
<転記基本形>いりゃ</転記基本形>













² 属性 release dateは，短単位辞書のリリース年月日を表す。
² 属性 nameは，短単位辞書の名前を表す。
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² 「基本形」「代表形」「代表表記」「品詞」「活用型」「活用形」「その他の情報 1」「その他の情報 2」「用例
集」要素を含む。
² 「活用型」は，活用語だけに付与される。
² 「活用形」要素，「その他の情報 2」要素は，個別辞書項目のみに付与される。¶ ³
<!ELEMENT 辞書項目 (基本形, 代表形, 代表表記,
品詞, 活用型?, 活用形?,












<!ELEMENT 代表形 (#PCDATA)>µ ´
■「代表表記」要素
² 形態論情報の「代表表記」を格納する。代表表記についての詳細は，3.3節を参照のこと。




<!ELEMENT 代表表記 (#PCDATA)>µ ´
■「品詞」要素
² 形態論情報の「品詞」を格納する。品詞についての詳細は，3.3節を参照のこと。¶ ³














































































































{ 活用語形中に語幹に相当する部分が存在する場合は，その部分を base タグでマークアップする。
例えば，表 4.6中のナ行上一段動詞「にる」の「に」は base要素となる。
{ f itemの sound change属性は，音便の種類を記述する。











つの語例を示した。複数の語例を示すことを考慮し，実際の語例は e item要素として列挙する。¶ ³
<!ELEMENT example (e_item)+>
<!ELEMENT e_item (#PCDATA)*>µ ´





















































五段 カ行１ か こ か か き い [イ音便] く く け け 書く，動く
カ行２ か こ か か き っ [促音便] く く け け 行く
ガ行 が ご が が ぎ い [イ音便] ぐ ぐ げ げ 漕ぐ，騒ぐ
サ行 さ そ さ さ し し す す せ せ 探す，渡す
タ行 た と た た ち っ [促音便] つ つ て て 立つ，勝つ
ナ行 な の な な に ん [撥音便] ぬ ぬ ね ね 死ぬ
バ行 ば ぼ ば ば び ん [撥音便] ぶ ぶ べ べ 飛ぶ，及ぶ
マ行 ま も ま ま み ん [撥音便] む む め め 沈む，頼む
ラ行１ ら ろ ら ら り っ [促音便] る る れ れ 取る，凍る
ラ行２ ら ろ ら ら い っ [促音便] る る れ い いらっしゃる
なさる
ワア行 わ お わ わ い っ [促音便] う う え え 言う，思う


























ガ行 ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎる ぎる ぎれ ぎろ
ぎよ
過ぎる
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終止形 連体形 仮定形 命令形 語例
































ダ行１ (で) (で) (で) (で) (で) (で) (で)る (で)る (で)れ (で)ろ
(で)よ
出る












ハ行 (へ) (へ) (へ) (へ) (へ) (へ) (へ)る (へ)る (へ)れ (へ)ろ
(へ)よ
経る












ラ行２ れ れ れ れ れ れ れる れる れれ れ，れろ
れよ
呉れる
変格 カ行 (こ) (こ) (こ) (こ) (き) (き) (く)る (く)る (く)れ (こ)い 来る
サ行 (し) (し) (さ) (せ) (し) (し) (す)る (す)る (す)れ (し)ろ
(せ)よ
為る
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表 4.8 文語動詞
活用型 活用行 未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形 語例
四段 カ行 か き く く け け 書く，行く
ガ行 が ぎ ぐ ぐ げ げ 漕ぐ，騒ぐ
サ行 さ し す す せ せ 探す，渡す
タ行 た ち つ つ て て 立つ，勝つ
ハ行 わ い う う え え 言う，給う
バ行 ば び ぶ ぶ べ べ 呼ぶ，忍ぶ
マ行 ま み む む め め 沈む，頼む
ラ行 ら り る る れ れ 取る，遣る
上一段 ア行 (い) (い) (い)る (い)る (い)れ (い)よ 居る，射る
カ行 (き) (き) (き)る (き)る (き)れ (き)よ 着る
ナ行 (に) (に) (に)る (に)る (に)れ (に)よ 似る，煮る
ハ行 (ひ) (ひ) (ひ)る (ひ)る (ひ)れ (ひ)よ 干る
マ行 (み) (み) (み)る (み)る (み)れ (み)よ 見る
上二段 カ行 き き く くる くれ きよ 起く，尽く
ガ行 ぎ ぎ ぐ ぐる ぐれ ぎよ 過ぐ
タ行 ち ち つ つる つれ ちよ 落つ
ダ行 じ じ ず ずる ずれ じよ 閉ず，恥ず
ハ行 い い う うる うれ いよ 強う
バ行 び び ぶ ぶる ぶれ びよ 伸ぶ，詫ぶ
マ行 み み む むる むれ みよ 沁む，恨む
ヤ行 い い ゆ ゆる ゆれ いよ 悔ゆ，報ゆ
ラ行 り り る るる るれ りよ 降る，借る
下一段 カ行 (け) (け) (け)る (け)る (け)れ (け)よ 蹴る
下二段 ア行 (え) (え) (う) (う)る (う)れ (え)よ 得
カ行 け け く くる くれ けよ 受く，付く
ガ行 げ げ ぐ ぐる ぐれ げよ 挙ぐ，遂ぐ
サ行 せ せ す する すれ せよ 見す，任す
ザ行 ぜ ぜ ず ずる ずれ ぜよ 混ず，爆ず
タ行 て て つ つる つれ てよ 捨つ，立つ
ダ行 で で ず ずる ずれ でよ 出ず，撫ず
ナ行１ (ね) (ね) (ぬ) (ぬ)る (ぬ)れ (ね)よ 寝
ナ行２ ね ね ぬ ぬる ぬれ ねよ 重ぬ，跳ぬ
ハ行１ (へ) (へ) (ふ) (ふ)る (ふ)れ (へ)よ 経
ハ行２ え え う うる うれ えよ 与う，仕う
バ行 べ べ ぶ ぶる ぶれ べよ 食ぶ，述ぶ
マ行 め め む むる むれ めよ 極む，止む
ヤ行 え え ゆ ゆる ゆれ えよ 消ゆ，見ゆ
ラ行 れ れ る るる るれ れよ 恐る，崩る
ワ行 え え う うる うれ えよ 植う，据う
変格 カ行 (こ) (き) (く) (く)る (く)れ (こ) 来
サ行 (せ) (し) (す) (す)る (す)れ (せ)，(せ)よ 為
ザ行 ぜ じ ず ずる ずれ ぜよ 禁ず，存ず
ナ行 な に ぬ ぬる ぬれ ね 死ぬ，去ぬ






















活用型 未然形 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形 語例
形容詞型 かろ く かっ [促音便] い い けれ | 無い，良い，正しい
表 4.10 形容詞（文語）
活用型 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 已然形 命令形 語例
文語形容詞型１ から く く かり し き けれ かれ 無し
良し
文語形容詞型２ しから しく しく しかり し しき しけれ しかれ 悪し
正し
文語形容詞型３ から く く かり し
かり














































見出し語 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形
せる せ，さ せ せ，し せ，し せる せる せれ せろ
せよ
させる させ させ させ，さし させ，さし させる させる させれ させろ
させよ
しめる しめ しめ しめ しめ しめる しめる しめれ しめよ
す | | | | す す | |
さす | | | | さす さす | |
れる れ れ れ れ れる れる れれ れろ
れよ
られる られ られ られ られ られる られる られれ られろ
られよ
たがる たがら たがろ たがり たがっ [促音便] たがる たがる たがれ |






んす んせ んしょ | んし んす んす んすれ んし
んせ
じゃ | じゃろ | じゃっ [促音便] じゃ | | |
だ | だろ で，に だっ [促音便] だ な なら |
です | でしょ | でし です です | |
どす | | | どし どす | | |
やす やせ やしょ | やし やす | | やす
はる はら | はり はっ [促音便] はる はる | はれ
ざます | | | ざまし ざます | | |
や や やろ | やっ [促音便] や | | |
ねん | | | | ねん | | |





| | た，だ た，だ たら，だら |
う | | | | う う | |
よう | | | | よう | | |
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表 4.12 助動詞（口語動詞型）[2/2]









































































































たげる たげ たげ たげ たげ たげる たげる たげれ たげろ
たる たら たろ | たっ [促音便] たる たる たれ たれ
たり
ちゃる | ちゃろ | | ちゃる ちゃる ちゃれ ちゃれ

































見出し語 未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形
む | | む，ん む，ん め |
らむ | | らむ，らん らむ，らん らめ |
うず | | うず うずる うずれ |
めり | | めり める めれ |
べらなり | | べらなり べらなる べらなれ |
き せ | き し しか |
けり | | けり ける けれ |
つ て て つ つる つれ てよ
ぬ な に ぬ ぬる ぬれ ね
り | | り る れ |
なり なら に，なり なり なる なれ なれ
たり たら と，たり たり たる たれ たれ
る れ れ る るる るれ れよ
らる られ られ らる らるる らるれ られよ
しむ しめ しめ しむ しむる しむれ しめよ
表 4.14 助動詞（口語形容詞型）
見出し語 未然形 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形
たい たかろ たく
とう [ウ音便]
たかっ [促音便] たい たい たけれ |
ない なかろ なく なかっ [促音便] ない ない なけれ |
らしい らしかろ らしく
らしゅう [ウ音便]
らしかっ [促音便] らしい らしい らしけれ |
まい | | | まい まい | |
表 4.15 助動詞（文語形容詞型）
見出し語 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 已然形 命令形
たし たから たく たく たかり たし たき たけれ |
べし べから | べく べかり べし べき べけれ |
ごとし | | ごとく | ごとし ごとき | |
らし らしから | | | らし らしき | |
まじ | | まじく | まじ まじき まじけれ |
じ | | | | じ じ じ |
ず ざら ず ず ざり ず ざる ざれ，ね |

































































































































































(2) 今から八年前の jp十二月に jp私は jp友人と二人で jpオーランドのディズニーワールドに行ってき
ました jp八泊十日とちょっと長めだったのですがお金を頑張って溜めて jp行きました jpここは昔か
ら jpテレビで何度も見て一度でもいいから行ってみたいと強く思っていたところです jp東京ディズ















(4) 帯状疱疹というのは jp(F あの )ーjp水ぼうそうのウイルスによって起こる病気で jp(F え )ーjp大概小
さい頃に水ぼうそうをやった人は必ず (F あの) 体の中に jp 体の中のどこかに jp 水ぼうそうのウイ
ルスというのが残っていて jpで (F え)ストレスだとか後凄い極度の疲れとかによって jp突然 (F そ
の )ー水ぼうそうのウイルスがまた暴れ出して jp(F あの )ー jp発病するというものなんですが jp水
ぼうそうの時にできる (F あの )ー水疱 jpを伴ったぶつぶつ jpじんま疹みたいなぶつぶつが jp(F え
) 突然できるんですけれども jp(F え )ー jp 私の場合はですね jp(F え )ーjp(F あの) jp 首の後ろの脊
椎 jpに jp(F え)ウイルスが残っていて jpちょうど首の jpこの jp部分に jpここから jp(F え )ー(D な
)首胸の上から顔の顔までの間に出る jpということで jp(F え )ーjp体のですね大体片側 jpの限られ
た部分に jp(F え )ー jpその発疹が jp出る jp 病気です jpで (F え )ー(F その)神経に沿って (F え )ー










(5) その jp 泊まった部屋っていうのが jp(D な )ーjp 何畳ぐらいかな (D けっ)jp 何畳ぐらいになるのか
な jp(F ん)(?)もう jp(F ん )ーjp八畳 jp八畳は狭いですかね (D なん)何だろうとにかく凄く広くて
jp(F えと )ーjp船旅なのに jp普通船旅とかって jp二等とかでしか行ったことないからあたしにとっ
ては衝撃だったんですが jpもうとにかく部屋にベッドが二つあってソファーもあって jpでクロゼッ
トとかも全部付いててバルコニーが付いていて jpでしかも何か (F その) jp(F ま)お風呂とかバスト























































² 係り受け構造情報 | 文節間の係り受け関係に関する情報
² 要約・重要文情報 | 講演内容の重要な部分を選択した情報
































(7) 三十一日のニューヨーク外国為替市場は、/主題ハ/ ロンドン市場で円高が進んだ/連体節/ 流れを引



















































(10) テーマ jp 今まで人生を振り返って jp 印象に残ったこと jp タイトルは長男の嫁として jp 長男に嫁
いだのが jp 二十四歳の時でした jp 夫も二十四歳 jp 母 (F あの )ー おしゅうとめさんが四十八歳二
回り上の jpで jp(F (?うーん))jp(D おし) (D う)しゅうとが jp五十一歳です jpそれでとても封建的
な jp時代 (D (?つ))jpだったのでとても苦労しました jp(F あーの )ーjpjp母 (D (?お))(F あの )ーjpお
しゅうとめさんはとても血圧が高い人で jp 朝から jp ずっと寝てました jpjp 食事も全部嫁 jp 洗濯も
嫁 jp(F あの) おしゅうとさんが jp(F あの) 会社に行くのも jp 嫁の私が全部食事の支度をして jp. . .
(S05F1517)µ ´
*8 CBAPが検出対象とする節境界は 144種類，CBAP-csjが検出対象とする節境界は 49種類である。





3. それで<接続詞 L>とても封建的な時代だったので<理由節ノデ>とても苦労しました [文末]
4. 母おしゅうとめさんはとても血圧が高い人で<並列節デ>朝からずっと寝てました [文末]
5. 食事も全部嫁洗濯も嫁おしゅうとさんが会社に行くのも嫁の私が全部食事の支度をして










(12) 1. テーマ - ; 体言止
2. 今まで人生を振り返って<テ節>印象に残ったこと - ; 体言止
3. タイトルは長男の嫁として<テ節> - ; 体言止
4. 長男に嫁いだのが二十四歳の時でした [文末]
5. 夫も二十四歳 - ; 体言止
6. 母おしゅうとめさんが四十八歳 ¿二回り上のÀ - ; 倒置-後切り
7. で<接続詞>しゅうとが五十一歳です [文末]
8. それで<接続詞 L>とても封建的な時代だったので<理由節ノデ>とても苦労しました [文末]
9. 母おしゅうとめさんはとても血圧が高い人で<並列節デ>朝からずっと寝てました [文末]
10. 食事も全部嫁 - ; 体言止
11. 洗濯も嫁 - ; 体言止






































² \C-Unit（Communication Unit）" (Loban 1966)
² \TCU（Turn Constructional Unit）" (Sacks et.al. 1974)
² \Intonation Unit" (Chafe 1987)
² \Utterance" (Crookes 1990)
² \AS-Unit（The Analysis of Speech Unit）" (Foster et.al. 2000)
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A類: つつ，て（様態），ながら（継続），連用形反復. . .
B類: て（理由，原因），と，ながら（逆接），ので，連用形. . .
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(13) 今 名詞 から 助詞-格助詞 八 名詞-数詞 年 接尾辞 前 名詞 の 助詞-格助詞 十 名詞-数詞
二 名詞-数詞 月 接尾辞 に 助詞-格助詞 私 代名詞 は 助詞-係助詞 友人 名詞 と 助詞-格助
詞 二人 名詞 で 助詞-格助詞 オーランド 名詞-固有名詞 の 助詞-格助詞 ディズニー 名詞-
固有名詞 ワールド 名詞 に 助詞-格助詞 行っ 動詞 カ行五段 連用形 て 助詞-接続助詞 き 動
詞 カ行変格 連用形 まし 助動詞 連用形 た 助動詞 終止形 八 名詞-数詞 泊 接尾辞 十 名詞-数
詞 日 接尾辞 と 助詞-格助詞 ちょっと 副詞 長 形容詞 形容詞型 語幹 め 接尾辞 だっ 助動
詞 連用形 た 助動詞 連体形 の 助詞-準体助詞 です 助動詞 終止形 が 助詞-接続助詞 . . .µ ´
入力されたMOR形式は，節境界検出ルール内の形態素列パタンと照合される。もし入力中に形態素列パタ
ンにマッチする表現があると，節境界検出ルールが定める当該の箇所に節境界ラベルが挿入される。1個の節




IN: (が 助詞-接続助詞 ) ;
OUT: $1 /並列節ガ/ ;
IN: ((たら jだら) 助動詞 仮定形) ;
OUT: $1 <条件節タラ> ;µ ´
図 5.4 /並列節ガ/，<条件節タラ> を付与するための節境界検出ルール
図 5.4の上段のルールでは，入力されたMOR形式中に「が 助詞-接続助詞 」という 1形態素からなる形
態素列パタンを発見したらその直後に /並列節ガ/ という節境界ラベルを挿入することが指定されている。下
段では，「たら 助動詞 仮定形」もしくは「だら 助動詞 仮定形」という 1形態素からなる形態素列パタンを
発見したらその直後に <条件節タラ> という節境界ラベルを挿入することが指定されている。
(13)から節境界の検出を行った結果を以下に示す。下線部は，形態素列パタンにマッチした部分を示す。¶ ³
(14) 今 名詞 から 助詞-格助詞 八 名詞-数詞 年 接尾辞 前 名詞 の 助詞-格助詞 十 名詞-数詞
二 名詞-数詞 月 接尾辞 に 助詞-格助詞 私 代名詞 は 助詞-係助詞 友人 名詞 と 助詞-格
助詞 二人 名詞 で 助詞-格助詞 オーランド 名詞-固有名詞 の 助詞-格助詞 ディズニー 名
詞-固有名詞 ワールド 名詞 に 助詞-格助詞 行っ 動詞 カ行五段 連用形 て 助詞-接続助詞 き
動詞 カ行変格 連用形 まし 助動詞 連用形 た 助動詞 終止形 [文末] 八 名詞-数詞 泊 接尾辞
十 名詞-数詞 日 接尾辞 と 助詞-格助詞 ちょっと 副詞 長 形容詞 形容詞型 語幹 め 接尾辞
だっ 助動詞 連用形 た 助動詞 連体形 の 助詞-準体助詞 です 助動詞 終止形 が 助詞-接続助詞







² 絶対境界 (Absolute Boundary)
² 強境界 (Strong Boundary)
² 弱境界 (Weak Boundary)
絶対境界とはいわゆる文末表現に相当する境界であり，その直後には発話の完全な切れ目があると見なされ




















<接続詞 C>，<接続詞 L>，<接続詞 CL>，<接続詞M>
図 5.5 CBAP-csjで検出される 49種類の節境界ラベル









IN: <(.*?)> ((.*?)_接続詞__) ;





(15) 1. で<接続詞>耳鼻科の有名な病院を紹介してもらいました [文末]
2. で<接続詞>そこに診察に行って<テ節>子供の頃からの状況とか後聴力の検査をして/テ節/
3. で<接続詞>手術をすれば<条件節レバ>回復の見込みがありますよという<トイウ節>ことを伝




IN: ((て jで) 助詞-接続助詞 ) ;
OUT: $1 <テ節> ;
IN: ((でし jまし) 助動詞 連用形 て 助詞-接続助詞 ) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
IN: (ませ 助動詞 未然形 ん 助動詞 終止形 で 助詞-接続助詞 ) <テ節> ;






図 5.7の上段のルールにより，全ての「て 助詞-接続助詞 」または「で 助詞-接続助詞 」の直後に<テ節>
というラベルが挿入される。その上で，もしその述語句が「でし 助動詞 連用形 て 助詞-接続助詞 」「まし







OUT: $1 <条件節ト> ;
IN: ((です|ます)_助動詞__終止形 と_助詞-接続助詞__) <条件節ト> ;





2. 父は極力動かないようになって<テ節>なってきました [文末] (S06M0895)µ ´
5.2.4 コアに含まれる学会講演・模擬講演の節境界ラベル検出結果





絶対境界 5,744 (28.15%) 4,839 (18.93%)
強境界 2,829 (13.86%) 4,644 (18.16%)
弱境界 11,835 (57.99%) 16,086 (62.91%)
合計 20,408 (100%) 25,569 (100%)
表 5.2，表 5.3 の節境界ラベルの分布を見ると，絶対境界の割合が学会講演では 28.15%，模擬講演では
18.93% と，大きな開きがあることが分かる。このうち，[文末] の割合は学会講演で 25.91%，模擬講演で
15.86%となっており，文末表現が学会講演では現れやすく，模擬講演ではなかなか現れないという傾向がう
かがえる。その他，検出された節境界ラベルを用いることにより，さまざまな分析が可能になると考えられる。
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(17) 簡単に最初に復習をしておきたいと<引用節>思います [文末] (A01M0074)
(18) で<接続詞>それぞれ十六名の有効データーを得ました [文末] (A01F0055)
(19) あたしニワトリ歩いてるのって見たことが今までなかったんですね [文末] (S03F0062)
(20) まず左側の方を御覧ください [文末] (A01M0048)µ ´
以下の例において，「十三人」「大変」の直後は [文末]に相当する箇所として分割されるべき位置であるが，
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形式的に明示的でないために CBAP-csj の検出対象とはなり得ない。このような例は，人手修正の対象とな




の人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末] (S03F0062)µ ´
5.3.1.2 [文末候補]
パタン：
IN: (終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)|命令形) (.*?)_助詞-終助詞__) ;







(23) 一番左が最初千文書を取得した段階での初期検索の精度ですね [文末候補] (A03M0045)
(24) 犬を飼っている方は多分犬を全般的に好きな方が多いですよね [文末候補] (S00F0031)




り，文末表現とは認められないため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。（参照 → 5.5.5.1節）¶ ³
(26) 1. 那覇に到着した後ですね [文末候補]
2. 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットをキャンセルしていました [文末] (S02M0011)µ ´
また，以下の例において，「うちの主人も」は「離れ難かった」に係っており，「何て言うんですか」は発話
中に挿入された部分であると認められるため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。¶ ³
(27) 1. で<接続詞>結局うちの主人も何て言うんですか [文末候補]




IN: (と_助詞-格助詞__) <引用節> ((.*?)_(感動詞|接続詞)__) ;
OUT: $1 [と文末] $2 ;
形式： いわゆる文末表現に格助詞「と」が後接して発話が完結している場合。
意味： 「～と」という形を取る，叙述の完結点。演説調の発話スタイルの中でよく見られる。





3. で<接続詞>後は音素ごとにエイチエムエムを学習しまして/テ節/. . . (A01M0007)
(29) 1. で<接続詞>総論では賛成なんだけれども/並列節ケレドモ/
2. 少し煮詰める必要があるんではないだろうかと [と文末]
















2. まず絶対音感群の結果から見ていきたいと<引用節>思います [文末] (A01F0067)
(32) 1. まず一つ目の検証方法ですが/並列節ガ/




（参照 → 5.5.2.2節）¶ ³
(33) 1. 色んなパターンをここに書いてある数字は頻度ですが/並列節ガ/
2. たくさん集めてみました [文末] (A01M0021)
(34) 1. 僕は小学校一年生になる時に昔は僕は足立区に住んでいたんですが/並列節ガ/
2. 今住んでる文京区に引っ越しまして/テ節/. . . (S02M0161)µ ´
5.3.2.2 /並列節ケレドモ/ /並列節ケレド/ /並列節ケドモ/ /並列節ケド/
パタン：
IN: (けれど_助詞-接続助詞__ も_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケレドモ/ ;
IN: (けれど_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケレド/ ;
IN: (けど_助詞-接続助詞__ も_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケドモ/ ;
IN: (けど_助詞-接続助詞__) ;
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(35) 1. 女性の場合でもやはり同様な傾向だったんですけれども/並列節ケレドモ/
2. 男性の場合の時に見られたような逆転現象が有意な程には見られていません [文末] (A01M0096)
(36) 1. まずその教室の様子ですけれども/並列節ケレドモ/
2. 教室の名前は俳句文法教室と言います [文末] (S04F1495)
(37) 1. 今からグラフお見せしますけれども/並列節ケレドモ/
2. 縦軸と横軸の説明だけ先にしときます [文末] (A01M0096)µ ´
以下の例において，「合計四個の」は「電流双極子」に，「早速」は「チェックしました」にそれぞれ係って
おり，「この緑の部分なんですけれども」「夜着いたんですけども」は発話中に挿入された部分であると認めら
れるため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。（参照 → 5.5.2.2節）¶ ³
(38) 1. この例では左右に二個ずつの合計四個のこの緑の部分なんですけれども/並列節ケレドモ/
2. 電流双極子を必要としました [文末] (A01M0025)
(39) 1. ホテルの部屋の中も早速夜着いたんですけども/並列節ケドモ/








2. から<接続詞>デュレーションにも非常に大きな違いが観察されます [文末] (A01M0074)
(41) 1. だから<接続詞 L>飼い主なりあるいは<接続詞>隣近所の人が日本語で言えば<条件節レバ>
ちゃんと座るし/並列節シ/
2. 来いと<引用節>言えば<条件節レバ>来る [文末] (S02M1698)
(42) 1. で<接続詞>その豪華な船に乗れたっていう<トイウ節>体験もできたし/並列節シ/
2. 楽しかったと<引用節>思っています [文末] (S01F0183)µ ´
276 第 5章 節単位情報
5.3.2.4 /ヨウニ節/
パタン：
IN: (ます_助動詞__連体形 よう_形状詞__ に_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 /ヨウニ節/ ;
IN: (まし_助動詞__連用形 た_助動詞__連体形 よう_形状詞__ に_助動詞__連用形) ;







2. 条件付き確率の式はこのように異なっています [文末] (A03M0010)
(44) 1. よく知られますように/ヨウニ節/





OUT: $1 <条件節タラ> ;
IN: <条件節タラ> (ば_助詞-接続助詞__) ;
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(45) 学部の成績で選ばれたら<条件節タラ>多分落ちていたと<引用節>思うんですけれども










OUT: $1 <条件節ト> ;
IN: ((です|ます)_助動詞__終止形 と_助詞-接続助詞__) <条件節ト> ;








(50) 翌日朝食を済ませると<条件節ト>私達は旅行代理店へ向かいました [文末] (S00F0173)
(51) 1. 以上をまとめますと/条件節ト/
2. 我々は本研究におきまして<テ節>周波数伸縮を用いた話者正規化法の種々の年齢層話者に対す
る効果これを検証いたしました [文末] (A01M0115)µ ´
5.3.3.3 <条件節ナラ> <条件節ナラバ>
パタン：
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IN: ((終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)) なら_助動詞__仮定形) ;
OUT: $1 <条件節ナラ> ;
IN: <条件節ナラ> (ば_助詞-接続助詞__) <条件節レバ> ;
OUT: $1 <条件節ナラバ> ;
IN: (連体形 (の|ん)_助詞-準体助詞__ なら_助動詞__仮定形) ;






















のですが/並列節ガ/. . . (A01M0030)
(57) で<接続詞>ついでにこれもいい日本語に替えてくれれば<条件節レバ>いいなと<引用節>そんな気











い有効な結果が出ていると<引用節>考えられます [文末] (A03M0059)µ ´
5.3.3.6 <理由節カラニハ>
パタン：
IN: <理由節カラ> (に_助詞-格助詞__ は_助詞-係助詞__) ;







ない訳です [文末] (S06M0373)µ ´
5.3.3.7 <理由節カラ-助詞>
パタン：
IN: <理由節カラ> ((.*?)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 <理由節カラ-助詞> ;
形式： 「からこそ」などのように，<理由節カラ>に係助詞または副助詞が後接したもの。
意味： 「からこそ」の場合，前件で示される内容が唯一の理由になって後件が引き起こされたことを表す。





ないんですね [文末] (S03F0224)µ ´
5.3.3.8 <理由節ノデ>
パタン：
IN: (連体形 (の|ん)_助詞-準体助詞__ で_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 <理由節ノデ> ;
形式： 用言の連体形 +準体助詞「の」「ん」+助動詞の連用形「で」で導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の原因・理由や，推論の根拠となっていることを表す。¶ ³
(64) 縮むことがないので<理由節ノデ>安心して<テ節>何度でも洗います [文末] (S04F0013)
(65) 御飯一に対して<テ節>イクラ一の割合で三杯ぐらい食べちゃったんで<理由節ノデ>多分それが原
因かなと<引用節>思います [文末] (S00M0025)µ ´
5.3.3.9 <タリ節> <タリ節-助詞>
パタン：
IN: (連用形 (たり|だり)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <タリ節> ;
IN: <タリ節> ((は|も)_助詞-(係|副)助詞__) ;





<タリ節>大きくなったり<タリ節>する訳ですけども/並列節ケドモ/. . . (A03M0005)
(67) 多義を判定する場合というのは非常に主観が入ってしまったり<タリ節>するので<理由節ノデ>あ
まり無理やり分けないという<トイウ節>こと方針にいたしました [文末] (A03F0109)





OUT: $1 <テ節> ;
IN: ((でし|まし)_助動詞__連用形 て_助詞-接続助詞__) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
IN: (ませ_助動詞__未然形 ん_助動詞__終止形 で_助詞-接続助詞__) <テ節> ;






(69) で<接続詞>自分達でレンタカー車を飛ばして<テ節>行きました [文末] (S00F0014)
(70) 1. で<接続詞>当日は四時に起きまして/テ節/
2. で<接続詞>最少のスタッフで現場に直行いたしました [文末] (S01M0227)






(74) 脳磁図測定によって<テ節>得られた代表的な結果を示します [文末] (A01M0025)µ ´
5.3.3.11 <テハ節>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (は_助詞-係助詞__) ;
OUT: $3 <テハ節> ;
IN: ((連用形|連用形-促音便) ちゃ_助詞-接続助詞__融合) ;
OUT: $1 <テハ節> ;
形式： <テ節> /テ節/ に係助詞「は」が後接したもの。
意味： 繰り返す動作を表す。「に関しては」「については」「によっては」「に対しては」などの形は，ある種












<テハ節>いけない [文末] (S03F0072)µ ´
5.3.3.12 <テモ節>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (も_助詞-係助詞__) ;
OUT: $3 <テモ節> ;








(81) リコールと呼んでも<テモ節>いいんですけども/並列節ケドモ/. . . (A03M0005)µ ´
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5.3.3.13 <テカラ節> <テカラ節-助詞> <テ節-助詞>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (から_助詞-格助詞__) ;
OUT: $3 <テカラ節> ;
IN: <(テ|テカラ)節> ((.*?)_助詞-(.*?)__) ;






(83) 寝たきりになってからは<テカラ節-助詞>どんどんと衰弱していきました [文末] (S02F0180)
(84) この群においてのみ<テ節-助詞>原型への選好が有意に認められました [文末] (A01F0055)µ ´
5.3.3.14 <トカ節> <トカ節-助詞>
パタン：
IN: (終止形 と_助詞-格助詞__ か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <トカ節> ;
IN: <トカ節> (.*?)_助詞-(.*?)助詞__) ;








<トカ節-助詞>なる訳ですけど/並列節ケド/. . . (S02M0161)µ ´
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5.3.3.15 <ノニ節>
パタン：
IN: (連体形 の_助詞-準体助詞__ に_助詞-格助詞__) ;













OUT: $1 <連用節> ;
IN: (で_助動詞__連用形) <連用節> (ある_動詞_ラ行五段_終止形) ;
OUT: $1 $2 ;
IN: <連用節> ((始め|始める)_動詞_マ行下一段_(.*?)) ;
OUT: $1 ;




























と行列のできる店になってるくらい少し周りの情景が変わってます [文末] (S03F1477)µ ´
5.3.3.17 <引用節> <引用節-助詞> <引用節トノ>
パタン：
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) と_助詞-格助詞___) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) (って|て|っと|なんて)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) など_助詞-副助詞__ と_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: <引用節> ((は|も)_助詞-係助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: <引用節> ((さえ|すら|しか|まで|も)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <引用節-助詞> ;
IN: <引用節> (の_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <引用節トノ> ;













(101) だから<接続詞>凄い自立が遅くなってるなとは<引用節>思うんですね [文末] (S06F0167)





IN: <引用節> (いう_動詞_ワア行五段_連体形) ;
OUT: $1 <トイウ節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) っちゅう_助動詞__連体形) ;













るんじゃないかと<引用節>一つ考えてみたいと<引用節>思います [文末] (S05M1505)µ ´
5.3.3.19 <間接疑問節> <間接疑問節-助詞>
パタン：
IN: ((終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)) か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: (連体形 の_助詞-準体助詞__ か_助詞-(終|副)助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: <間接疑問節> (どう_副詞__ か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: (何_代名詞__ だ_助動詞__終止形 か_助詞-副助詞__) <間接疑問節> ;
OUT: $1 ;
IN: <間接疑問節> ((.*?)_助詞-(格|係|副)助詞__) ;














(111) どのモデルが良いかは<間接疑問節-助詞>講演によって<テ節>異なります [文末] (A11M0369)
(112) この大成誠太のせいの部分に短縮が起きているかどうかを<間接疑問節-助詞>先程のインタビュー
の場合と同様に二人で聞いて<テ節>判断しました [文末] (A05M0068)µ ´
5.3.3.20 <連体節テノ>
パタン：
IN: (<テ節> の_助詞-格助詞__) ;









ストレーションを行ないたいと<引用節>思います [文末] (A03M0138)µ ´
5.3.3.21 <並列節ダノ>
パタン：
IN: (終止形 だ_助動詞__終止形 の_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <並列節ダノ> ;
形式： 用言の終止形に助動詞「だ」+格助詞「の」が後接した形式。
意味： 「～だの～だの」という形で，並列する動作や事態を表す。例示の意味で単独でも用いられる。
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(116) で<接続詞>そこに行くのにはやはり日本人て凄く幼く見られるので<理由節ノデ>もう入り口から
パスポート見せろだの<並列節ダノ>身分証を見せろとか<トカ節>凄くうるさかったんですけれど




OUT: $1 <並列節デ> ;
IN: <並列節デ> ((あっ|あら|あり|ある|あれ|あろ)_動詞_ラ行五段_(.*?)) ;
OUT: $1 ;
IN: <並列節デ> (ない_助動詞__終止形) ;
OUT: $1 ;










随分響いてるんじゃないかなと<引用節>思いましたよね [文末候補] (S06F1034)µ ´
5.3.3.23 <並列節ナリ>
パタン：
IN: (終止形 なり_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <並列節ナリ> ;
形式： 用言の終止形に副助詞「なり」が後接した形式。
意味： 「～なり～なり」などの形で，並列する動作や事態を表す。例示の意味でも用いられる。
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(120) 結局そっから自分で達で道を聞くなり<並列節ナリ>何なりして<テ節>うまく帰ったり<タリ節>し
たんですけれども/並列節ケレドモ/. . . (S00F0033)µ ´
5.3.3.24 <フィラー文>
パタン：
IN: (そう_副詞__ です_助動詞__終止形 ね_助詞-終助詞__) [文末候補] ;





(121) 歩いて<テ節>そうですね<フィラー文>十分ぐらいでしょうか [文末候補] (S03M0317)
(122) それから<接続詞>そうですね<フィラー文>これは<感動詞>このことはそうですね<フィラー文>












5.3 節境界ラベルの一覧 291¶ ³
(123) 補償のことはって言いましたら<条件節タラ>いや<感動詞>それは考えてないっていう<トイウ節>
風にあの方も正直な方っていう風に新聞には出てますけど/並列節ケド/. . . (S06F1566)
(124) 1. はい/感動詞/
2. それでは<接続詞 L>始めさせていただきます [文末] (A06F0075)
(125) なぜかうん<感動詞>面白かった気がします [文末] (S03M0089)
(126) よいしょ<感動詞>続いて<テ節>ワンパストライグラムデコーダーにおける探索パスのマージにつ
いて<テ節>説明します [文末] (A01M0030)µ ´
5.3.3.26 <接続詞> <接続詞 C> <接続詞 L> <接続詞 CL> <接続詞M>
パタン：
IN: ((.*?)_接続詞__) ;
OUT: $1 <接続詞> ;
IN: ((.*?)_接続詞__) <接続詞> ((は|も|こそ)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 $3 <接続詞 C> ;
IN: ((.*?)_接続詞 L__) ;
OUT: $1 <接続詞 L> ;
IN: ((.*?)_接続詞 L__) <接続詞 L> ((は|も|こそ)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 $3 <接続詞 CL> ;
IN: (/(.*?)/) (って_助詞-副助詞__ 言う_動詞_ワア行五段_終止形 か_助詞-終助詞__) ;
OUT: $1 $2 <接続詞 M> ;







注意点： 短単位では複数の単位だが長単位では 1単位になる「接続詞 L」は，CBAP-csjに入力されるMOR
形式の段階ですでに 1単位になっているものとする。





(129) だから<接続詞 L>そういう意味では歴史のある町なんですね [文末] (S03M0046)
(130) だからこそ<接続詞 CL>今そういう状況なってるのかもしれないけれども/並列節ケレドモ/. . .
(S03M0046)
(131) 1. ちょっとこれ汚い川なんですが/並列節ガ/






















4. それは宗教と民族であると<引用節>言っていますが/並列節ガ/. . . (S02M0068)µ ´
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(133) 国際政治家の多くの方々は f 今現在国際社会は国家という枠組みを基礎にして<テ節>出来上がって
いるが/並列節ガ/ : ;引用節構造 この国家という壁はいずれなくなり<連用節>越えられるであろう
[文末] : ; 引用節構造 しかし<接続詞>どうしても越えられないものが二つある [文末] : ; 引用節構
造 それは宗教と民族である g と<引用節>言っていますが/並列節ガ/. . . (S02M0068)µ ´
引用節に含まれる絶対境界・強境界の直後で分割されていた箇所には「:」をマークし，分割された箇所を
結合する。また，そのように操作した理由を「 ; 」以下に記述する。さらに，引用されている範囲を f g
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¶ ³
1. 大局的な文法構造に関するもの → 大局的な文法構造に起因する不適切な分割結果
2. 非流暢性に関するもの → 非流暢性に起因する不適切な分割結果
3. 係り受け構造に関するもの → 係り受け構造情報の付与にとって不適切な分割結果
4. 談話構造上の問題に関するもの → 談話構造に関わる不適切な分割結果









1-1 体言止 674 (359：315)
1-2 引用節構造 513 (255：258)
1-3 連体節構造 45 (28：17)
2. 非流暢性に関するもの
2-1 倒置 223 (32：191)
2-2 挿入節 606 (222：384)
2-3 挿入文 82 (39：43)
2-4 フィラー文 94 (14：80)
2-5 言いさし 391 (155：236)
2-6 言い直しマーカー 128 (56：72)
2-7 述語の言い直し 131 (69：62)
3. 係り受け構造に関するもの
3-1 主題の共有 471 (192：279)
3-2 主題の飛び越し 121 (56：65)
3-3 格要素の飛び越し 48 (19：29)
5-1 連体形 37 (23：14)
4. 談話構造上の問題に関するもの
4-1 話題導入表現 536 (247：289)
4-2 直後がまとめ表現 341 (103：238)
4-3 話題の転換点 92 (23：69)
4-4 大きい切れ目 483 (76：407)
5. 不適切な節境界ラベルに関するもの
5-1 と文末 203 (92：111)
5-2 間投助詞 135 (27：108)
5-3 例文など 34 (32：2)
5-4 格助詞相当表現 10 (10：0)
5-5 強→弱 206 (133：73)
5-6 文末候補 165 (73：92)
5-7 非文末 63 (28：35)





























の人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末] (S03F0062)µ ´
そこで，単独の名詞によって発話が完了していると判断された箇所には，「体言止」を認定する。当該箇所の
直後に「 - 」をマークして発話を切断した上で，「 ; 体言止」を義務的コメントとして残す。
*13 ここでは見やすさを考慮して，義務的コメントを「 ;体言止」のような形で記述するが，実際の XML文書中には「 ; 」の記号
は付与されていない。
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(136) 1. 被験者は全部で十三人 - ; 体言止
2. で<接続詞>システムが何か聞いては<テハ節>答えるっていうのの繰り返しですね [文末候補]
(A01M0021)
(137) 1. 金曜日の夜の終電中央林間行きとか乗っちゃうと<条件節ト>もう凄い大変 - ;体言止
2. もうそれぐらいたくさんの人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末]
(S03F0062)
(138) 1. 赤い線が音響尤度のみによる検証 - ; 体言止
2. それに加えまして<テ節>その青いラインが母音列を用いた検証 - ; 体言止
3. 緑色のラインが誤認識傾向に基づく検証です [文末] (A01M0103)µ ´
また，発話冒頭に「はい」「ええ」のような<感動詞>が現れている場合，そこだけが単独の発話を構成する
部分と見なす。この場合にも「体言止」を認定し，当該箇所を切断する。¶ ³
(139) 1. はい<感動詞> - ; 体言止
2. タイトルは不運続きで<並列節デ>忍耐の一年だったっていう<トイウ節>ことで話したいと
<引用節>思います [文末] (S02F0121)µ ´
さらに，タイトルなどが単独で発話されている場合や，箇条書きの記号や例文番号を読み上げている場合に
も，「体言止」を認定して発話を切断する。¶ ³
(140) 1. テーマ - ; 体言止
2. 今まで人生を振り返って<テ節>印象に残ったこと - ; 体言止
3. タイトルは長男の嫁として<テ節> - ; 体言止
4. 長男に嫁いだのが二十四歳の時でした [文末] (S05F1517)
(141) 1. 四 - ; 体言止
2. 太郎がゆっくり歩いている [文末]
3. 五 - ; 体言止






5.5 人手修正規則の一覧 297¶ ³
(142) 1. うちに遊びに来る友人達にはスリーエスと言われていて<テ節>寒い [文末]
2. 狭い [文末]
3. 寂しいという<トイウ節>風に言われています [文末] (S00F0177)µ ´
そこで，引用されている範囲全体を「f g」で囲み，不適切に分割された箇所には「:」をマークして発話を
結合する。また，「 ; 引用節構造」を義務的コメントとして記述する。なお，「f g」で囲む引用の範囲は，音
声および文脈に基づいて判断する。¶ ³
(143) うちに遊びに来る友人達にはスリーエスと言われていて<テ節> f 寒い [文末] : ; 引用節構造 狭い
[文末] : ; 引用節構造 寂しい g という<トイウ節>風に言われています [文末] (S00F0177)
(144) 母音の場合には f 強母音が弱化して<テ節>弱母音になって/テ節/ : ; 引用節構造 で<接続詞>
更に<接続詞>それが落ちる g という<トイウ節>ことはかなり頻繁にあるんですけれども
/並列節ケレドモ/. . . (A05F0154)
(145) 看護婦さんで<並列節デ>優しい声で f おめでとうございます [文末] : ; 引用節構造 女の子です
[文末] : ; 引用節構造 お母さんも元気ですよ g って<引用節>言って/テ節/. . . (S01M0706)µ ´
絶対境界・強境界以外の位置で分割されるべき点が引用節の内部に入り込んでいる場合，これらの直後に
「 - 」をマークして一旦発話を切断し，さらに「:」をマークして発話を再度結合する。この場合，「 ; 引用節
構造-内部切断」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(146) 私最初これを見た時に f 一体どういうことなのかな<文末候補> - : ; 引用節構造-内部切断 何か
アルバイトでもしてほしいという<トイウ節>ことなのかな g という<トイウ節>風に思いました
[文末] (S06M0894)
(147) イントネーションについて f日本語のイントネーションどうあるべきなのか<間接疑問節> - : ;引
用節構造-内部切断 特に外国人教える場合どうなのか/間接疑問節/ : ;引用節構造 あるいは<接続詞>
日本人同士の正しい喋り方はどうなのか g と<引用節>いった場合のイントネーション論については
殆ど言及がないんですね [文末] (A05M0002)µ ´
引用節中に「体言止」に相当する切れ目がある場合は「 ;引用節構造-内部切断-体言止」，また，[と文末]に相
当する切れ目がある場合は「 ; 引用節構造-内部切断-と文末」を，それぞれ義務的コメントとして記述する。
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(148) で<接続詞>このように分かりにくさを記述する為の情報として<テ節> f 分かる為にどういう情報
が必要かという<トイウ節>観点 - : ; 引用節構造-内部切断-体言止 それから<接続詞 L>問題の所
在がどこにあるか [文末候補] : ; 引用節構造 それから<接続詞 L>分かりにくさの程度がどういうも
のがあるか g と<引用節>いったような幾つか観点が必要になってくるという<トイウ節>ことが分
かってきました [文末] (A03F0108)
(149) で<接続詞> f この部分がこういった形で出血すると<条件節ト>右半身不随と - : ;引用節構造-内
部切断-と文末 後左脳だったもんで<並列節デ>（ 左左脳には言語中枢があるんですよ [文末] ） + ;
挿入文-その他 で<接続詞>言語中枢のところで失語症になる可能性がある [文末] : ; 引用節構造 で
<接続詞>言葉も結局うまく喋れないようになる [文末] : ; 引用節構造 で<接続詞>最悪車椅子の生
活を強いられる g っていう<トイウ節>ことを聞いたんですね [文末] (S02F0189)µ ´
引用された部分の末尾に絶対境界があり，発話が不適切に分割されている場合，引用部分を「f g」で囲む。
ただし，引用内部の要素同士を結合するわけではないので，「:」ではなく「 + 」で結合する。この場合には，
「 ; 引用節構造-末尾境界」を義務的コメントとして残す。¶ ³
(150) それで<接続詞 L> f もうこのエーさんとは終わったんだな [文末候補] g + ; 引用節構造-末尾
境界 っつって/引用節/で<接続詞>振り返ってみたら<条件節タラ>今言ってるように妄想とか単
なる憧れ恋愛に対する憧れみたいの高一まで持っていた男の子みたいな感じなんですけれども


















(153) つまり f 文の日本語らしさを維持しており/連用節/ : ; 連体節構造 かつ<接続詞>意味的重要部分
を残した g 要約文を生成することができます [文末] (A03M0004)
(154) で<接続詞> f いいえとか違いますしか答えない [文末] : ; 連体節構造 それ以外何も言わない g
人っていうのは大体四分の一しかいませんでして/テ節/. . . (A01M0021)µ ´
絶対境界・強境界以外の位置で分割されるべき点が連体節の内部に入り込んでいる場合，これらの直後に
「 - 」をマークして一旦発話を切断し，さらに「:」をマークして発話を再度結合する。「 ; 連体節構造-内部切
断」を義務的コメントとして残す。¶ ³
(155) 私が行った先というのは f お父さんお母さん - : ; 連体節構造-内部切断 お父さんは先生なんです
が/並列節ガ/ : ; 連体節構造 お母さんは専業主婦で/並列節デ/ : ; 連体節構造 で<接続詞>子供が








3. 待ってる人と で<接続詞>凄いプレッシャー掛けてくるような気がするんですよね [文末]
(S05F1600)µ ´
倒置の構造が発生している場合，係り受け関係を結ぶはずの要素間が分断されるという不適切な結果が生じ
る。そこで，倒置された要素を「¿ À」で囲んだ上で，その直後を「 - 」で切断し，直前の絶対境界・強境
界の切れ目を「 + 」で結合する。切断した点と結合した点のそれぞれに，「 ; 倒置-つなぎ切り」を義務的コメ
ントとして記述する。なお，「¿ À」で囲む倒置要素の範囲は，音声および文脈に基づいて判定する。
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(157) 1. んで<接続詞>落ち着いて<テ節>したんですけど/並列節ケド/
2. そしたらですね<条件節タラ>目が合うんですよ [文末] + ; 倒置-つなぎ切り ¿待ってる人とÀ
- ; 倒置-つなぎ切り
3. で<接続詞>凄いプレッシャー掛けてくるような気がするんですよね [文末] (S05F1600)
(158) 1. 一軒家の借家を借りてくれまして/テ節/ + ; 倒置-つなぎ切り ¿あたしの父親がÀ - ; 倒置-
つなぎ切り
2. で<接続詞>そこで半年ぐらい住んでまして/テ節/. . . (S05F1517)µ ´
弱境界の直後の要素が直前の節の用言に係り，かつその要素の直後で発話が分割されるのが自然であると判
断される場合，倒置された要素を「¿ À」で囲み，直後を「 - 」で切断する。義務的コメントとして，「 ;倒
置-後切り」を記述する。¶ ³
(159) 1. 外車ですからね<理由節カラ> ¿何せÀ - ; 倒置-後切り
2. ですんで<接続詞 L>もう何せよく分かんないことになってるんですよ [文末] (S01M0227)
(160) 1. 後はもう一度カード会社に連絡をして<テ節>伝票を取り寄せて<テ節> ¿一切公開しないとい
う<トイウ節>約束でÀ - ; 倒置-後切り
2. んで<接続詞>その伝票と筆跡を合わせていったんですね [文末] (S02F0121)µ ´
節境界ではないが発話の切れ目となる箇所の直後の要素が直前の節の用言に係り，かつその要素の直後で発
話が分割されるのが自然であると判断される場合にも，倒置された要素を「¿ À」で囲み，直後を「 - 」で
切断する。「 ;倒置-後切り」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(161) 1. 母おしゅうとめさんが四十八歳 ¿二回り上のÀ - ; 倒置-後切り













れた箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントしては，「 ; 挿入節」を記述する。「（ ）」
で囲む挿入節の範囲は，音声および文脈に基づいて判断する。¶ ³
(163) 色んなパターンを（ ここに書いてある数字は頻度ですが/並列節ガ/ ） + ;挿入節 たくさん集めて
みました [文末] (A01M0021)
(164) 成城やら久我山の方から多くの買い物客 （普通にスーパーにお買い物するお客さんなんですけれど
も/並列節ケレドモ/ ） + ;挿入節 そういった方が凄く集まって<テ節>集客する場所らしいんです
ね [文末] (S03F0224)
(165) 高校に入りましたら<条件節タラ>（中学でもやっておったんですけれども/並列節ケレドモ/） + ;
挿入節 野球をそのまま続けまして/テ節/. . . (S02M0092)
(166) 上海って （ 多分皆さん御存じだと<引用節>思うんですけど/並列節ケド/ ） + ; 挿入節 凄くもう








(167) 1. 彼はですね中森明菜当時の松田聖子さんと双肩結構双璧をなすアイドルですね [文末候補]
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(168) 彼はですね中森明菜 （ 当時の松田聖子さんと双肩結構双璧をなすアイドルですね [文末候補] + ;
挿入文-判定詞 ） で<接続詞>こちらの追っ掛けをやっておりました [文末] (S02M0092)
(169) で<接続詞>こちら訓練の一回目 （ こちらですね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 では五十パーセ
ントから八十三パーセントぐらいの弁別率の範囲だったんですが/並列節ガ/. . .
(170) そいで<接続詞 L>やはり妻との対話も （ うちの母親ですね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 対話




2. まず音源とマイクロホンとの距離が音響モデルの学習時とその音声の認識時で同じ場合 （ これ
をマッチドエイチエムエムと呼びます [文末] ） + ;挿入文-その他 そして<接続詞>最大尤度基
準に基づき<連用節>空間音響特性依存エイチエムエムを選択して<テ節>認識した場合 （ これ
をライクリーフッドセレクションと呼びます [文末] ） + ;挿入文-その他 そして<接続詞>まず
音響特性を学習していないエイチエムエムで認識した場合アイピーエーエイチエムエムの三種
類の認識率で比較します [文末] (A01M0151)µ ´
さらに，発話の途中で逡巡している場合に挿入される発話に対しても，「挿入文」を認定する。¶ ³
(172) テニスコートも （ 何面ですかね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 かなりの面はあります [文末]
(S03M0003)
(173) ところがですね<接続詞 L>まもなく （ あれはどこどの辺だったでしょうか [文末候補] ） + ; 挿
入文-判定詞 （ 静岡沖辺りを通過した辺りからでしょうか [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 船が揺







(174) 1. で<接続詞>結局うちの主人も何て言うんですか [文末候補]
2. 離れ難かったのかもしれませんけどね/並列節ケド/ (S03F0314)µ ´
このような分割結果によって係り受け関係が分断される場合に限り，挿入された部分を「（ ）」で囲み，不
5.5 人手修正規則の一覧 303
適切に分割された箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとしては「 ; フィラー文」を記
述する。¶ ³
(175) で<接続詞>結局うちの主人も （ 何て言うんですか [文末候補] ） + ; フィラー文 離れ難かったの
かもしれませんけどね/並列節ケド/. . . (S03F0314)
(176) その先にボンアートというちょっとややいかがわしいですね<文末候補>（ 何でしょうか [文末候補]
） + ; フィラー文 画材屋さんのようなのがあります [文末] (S03M0141)
(177) 自分はどれだけ悪い回収をしてたんだという<トイウ節>ことを （ そうっすね [文末候補] ） + ;
フィラー文 初めて気が付きました [文末] (S00M0221)
(178) で<接続詞>これら語頭の子音クラスター内のアールエルの調音についての<連体節テノ> （ すいま





(179) 1. 強さ条件でもピッチパターンの効果は有意でした [文末]




された要素の直後を「 - 」で切断し，「 ; 言いさし-係り先なし」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(180) 1. 強さ条件でもピッチパターンの効果は有意でした [文末]
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(181) 1. こちらは論文の方にも掲載さしていただいておりますけれども/並列節ケレドモ/
2. 集団エーというのが - ;言いさし-言い直しあり
3. これ一番下になりますけれども/並列節ケレドモ/
4. 集団エーというのがですね本システムを利用した集団です [文末] (A04M0026)






2. シュノーケルで - ; 言いさし-言い直しあり
3. 海の中とそっくりに作られた大きいプールがありまして/テ節/












<トイウ節>話をしてたんですが/並列節ガ/. . . (A01M0157)µ ´
このような言い直し表現の前後で発話が不自然に分割されてしまっている場合，当該箇所を「 + 」で結合
し，義務的コメント「 ; 言い直しマーカー」を記述する。
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(186) で<接続詞>前回の発表で単純にパート・オブ・スピーチって言いますか [文末候補] + ; 言い直し
マーカー 品詞的な情報を使うよりはもう少しこう用法的な情報を使うと<条件節ト>うまく行くとい
う<トイウ節>話をしてたんですが/並列節ガ/. . . (A01M0157)
(187) ある何かのセグメントって言うんですかね [文末候補] + ; 言い直しマーカー まとまりに対して
<テ節>以下のステップを行ないます [文末] (A01M0070)
(188) で<接続詞>これをビデオと言うんでしょうか [文末候補] + ;言い直しマーカー 映像と音声の形で将
来的には公開いたしますので<理由節ノデ>是非御研究の何かの参考にしていただければと<引用節>






(189) 1. 後は話がちょっと外れます [文末]
2. 飛びますが/並列節ガ/. . . (S03M0003)µ ´
そこで，述語句の言い直しによって発話が不適切に分割されている場合，「述語の言い直し」を認定する。該
当箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，義務的コメントして「 ; 述語の言い直し」を記述する。当該の表
現が述語句の言い直しになっているかどうかは，音声および文脈に基づいて判定する。¶ ³
(190) 後は話がちょっと外れます [文末] + ; 述語の言い直し 飛びますが/並列節ガ/. . . (S03M0003)
(191) この結果を次にします [文末] + ; 述語の言い直し 示します [文末] (A01F0145)
(192) 調査調査アンケート調査の概要については資料集の方を御覧ください [文末] + ; 述語の言い直し 予
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(193) 1. このような場合聴取者は注目した一方の音声を正確に聞き取り/連用節/
2. また<接続詞>確実に内容を理解しなければ<条件節レバ>なりません [文末] (A01M0110)µ ´
そこで，分割された前後において主題要素が共有されていると判断された場合，強境界で分割された箇所に
「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ;主題の共有」を記述する。¶ ³
(194) このような場合聴取者は注目した一方の音声を正確に聞き取り/連用節/ + ; 主題の共有 また
<接続詞>確実に内容を理解しなければ<条件節レバ>なりません [文末] (A01M0110)
(195) 実音の確定というのは本当にさまざまな解釈がございまして/テ節/ + ;主題の共有 大変難しゅうご
ざいます [文末] (A02F0116)
(196) で<接続詞>この尤度の上がりも大きいとこもあるし/並列節シ/ + ; 主題の共有 こう小さいところ
もあると [と文末] (A01M0070)
(197) 富士山を見ながらの生活というのはこれまでも経験もありませんし/並列節シ/ + ;主題の共有 想像






2. 東京都東村山市秋津町です [文末] (S03M0201)µ ´
このように，主題要素が強境界を飛び越して係り先を持っていると判断された場合，強境界で分割された箇
所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ;主題の飛び越し」を記述する。¶ ³
(199) こちらの町は所在地で言いますと/条件節ト/ + ; 主題の飛び越し 東京都東村山市秋津町です [文末]
(S03M0201)
(200) で<接続詞>セット内の刺激提示の順序は順序効果を考慮しまして/テ節/ + ; 主題の飛び越し ラン
ダムといたしました [文末] (A05M0031)
(201) 今日は簡単ですが/並列節ガ/ + ; 主題の飛び越し コソボ問題について<テ節>述べさせていただき
ました [文末] (S00M0199)
(202) で<接続詞>ここは毎晩十二時になりますと/条件節ト/ + ; 主題の飛び越し カウントダウンショー







2. 出力されるという<トイウ節>ことになっています [文末] (A11M0846)µ ´
このように，格要素が強境界を飛び越して係り先を持っていると判断された場合，強境界で分割された箇所
に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ; 格要素の飛び越し」を記述する。また，格
助詞「の」でマークされる連体句や，副詞のような格助詞を伴わない連用修飾句が強境界を飛び越して係り先
を持つ場合にも，同様の修正を行う。¶ ³
(204) で<接続詞>システム側の音声が被験者のヘッドホンに音声合成を使いまして/テ節/ + ; 格要素の
飛び越し 出力されるという<トイウ節>ことになっています [文末] (A11M0846)
(205) この確率付き項構造を利用した曖昧性解消の小規模ですが/並列節ガ/ + ; 格要素の飛び越し
予備実験を行ないましたので<理由節ノデ>その結果を報告したいと<引用節>思います [文末]
(A03M0061)
(206) やっぱりとても坂道もないし/並列節シ/ + ; 格要素の飛び越し 住み易いところなんだと<引用節>







(207) 1. で<接続詞>わりとその拝島駅の北側の真上を飛行機が通る [文末]
2. 何て言うか<文末候補>道道空の道が飛行機が通る道になってるんで<理由節ノデ>もう飛行機
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構造を考えた時にその分割が望ましくないと判断された場合に限り，人手で「連体形」を認定する。終止形の
直後で分割された箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，義務的コメントとして「 ;連体形」を記述する。¶ ³




ら出たり<タリ節>左から出たりと<引用節>いう [文末] + ; 連体形 （ 半分ずつ出るんですけれど
も/並列節ケレドモ/ ） + ;挿入節 その左右の順は全て被験時間それから<接続詞 L>月齢間でカウ


















表現の直後を「 - 」で切断し，「 ;話題導入表現」を義務的コメントとして記述する。
5.5 人手修正規則の一覧 309¶ ³
(211) 1. 当時小学校六年生の時に一学期に隣りの席のワイ君のことが好きになったんですが/並列節ガ/






<トイウ節>感じで/並列節デ/. . . (S02F0094)µ ´
話題導入表現として認定される箇所は，上記のような<条件節ト>だけでなく，<並列節デ>，<テ節>，主題
要素などの場合もある。¶ ³










たことは目的の意味から考えて<テ節>大変意義深いと<引用節>. . . (A01M0110)
(214) 1. うちに来た経緯というのは - ; 話題導入表現
2. その獣医さんの紹介なんですけれども/並列節ケレドモ/
3. 捨て犬を保護してくれというのがその獣医さんのところに来まして/テ節/
4. その獣医さんが (R ××) さんちでどうですか<文末候補>みたいな話をしたんですけれども
/並列節ケレドモ/











3. で<接続詞>安くありましたから<理由節カラ>もうとても便利でした [文末] (S03F1577)µ ´
話題のまとめ表現として働いている「もうとても便利でした」は，それ自体が独立した単位として切り離さ
れていた方が，談話境界情報の付与作業上，都合がよい。そこで，大域的な談話レベルの構造において，話題





3. で<接続詞>安くありましたから<理由節カラ> - ; 直後がまとめ表現
4. もうとても便利でした [文末] (S03F1577)µ ´
まとめ表現として認定されるのは，<テ節>，<並列節デ>，<理由節ノデ>などの直後が多い。¶ ³
(217) 1. 大きい丸い石が転がってきて<テ節>逃げ惑うスタントの人 - ; 体言止
2. そして<接続詞>プロペラ機が出てきて<テ節>プロペラ機が大爆発して<テ節>炎に包まれます
[文末]
3. で<接続詞>その炎がもうこっちに移りそうで<並列節デ>熱くて<テ節> - ; 直後がまとめ表現




もう何か本当にリゾートと言うか<文末候補>バカンスっていう感じで<並列節デ> - ; 直後が
まとめ表現
3. とてもいいところだったなという<トイウ節>印象でした [文末] (S00F0014)
(219) 1. やはり中には産地直送なんつって<テ節>八百屋さんなんかありますので/理由節ノデ/
2. で<接続詞>凄くもう新鮮だし/並列節シ/
3. 食べるものも野菜とか果物も新鮮で<並列節デ>安いので<理由節ノデ> - ;直後がまとめ表現















「 ; 話題の転換点」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(221) 1. 青山墓地の中は本当絶好の隠れん坊をする場所として<テ節>凄くみんなでよく隠れん坊をいた
しましたし/並列節シ/
2. 後は缶蹴りですとか<トカ節> - ; 話題の転換点
3. それから<接続詞 L>今もちょうど桜の時期ですけれども/並列節ケレドモ/
4. お花の木の下でおままごとをしたり<タリ節>ですとか<トカ節>. . . (S03F0108)
(222) 1. 告発して<テ節>暫くたってから<テカラ節>事件は全て一応解決したんだけど/並列節ケド/
2. やっぱりお財布とかに結構気を付けるようになったっていうのと - ; 話題の転換点
3. 後何かこうそれまでは人をあんまり疑うこととかはなかったのに<ノニ節>この人ってってやっ
ぱり一緒に仕事してても<テモ節>そういうことがある訳だから<理由節カラ>やっぱり考える























<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
4. そんな本出されても<テモ節>困るんだけどって<引用節>思うんですけど/並列節ケド/
5. なかなかそれなりの厚さのある小冊子で/並列節デ/
6. で<接続詞>坂の名前とか場所がずっと書いてあるっていうので/理由節ノデ/. . . (S03M0046)
(225) 1. また<接続詞>買っただけの同じ割合で両替えする時も戻ってくるっていう/トイウ節/
2. んで<接続詞>そこの常連さんなんかも一月五六十万擦るなんていうのはもうざらって感じで
<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
3. 僕自身も一か月で正直な話百五十万ぐらい擦ったことあんですけど/並列節ケド/






<理由節ノデ>何か私も自身も不安で<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
4. 何かだんだんだんだんこれから楽しみなことがあるのに<ノニ節>何かどうしたんだろうなって









3. ちゃんと耳が出るようにして<テ節> - ;大きい切れ目-係り先なし
4. そしたら<条件節タラ>思い切り嫌われて<テ節>頭を振って<テ節>取られてしまいました
[文末]




2. 父が製鉄所ですかに<間接疑問節-助詞>勤めていた関係で - ;大きい切れ目-係り先なし
3. 父父の出身は山形の酒田なんですけども/並列節ケドモ/





8. それで<接続詞 L>縁があって<テ節>製鉄所へ職工として<テ節>勤めてまして/テ節/. . .
(S03M0098)µ ´
さらに，上記の分類に該当しない場合でも，発話の進行上大きい切れ目となっていると判断された箇所には，





3. 町自体が凄くこう雰囲気もいいので<理由節ノデ> - ; 大きい切れ目-その他
4. できれば<条件節レバ>その近辺に住みたいなっていう<トイウ節>風に今思ってます [文末]
5. で<接続詞>ただ<接続詞>住みたいなと<引用節>思っても<テモ節>色々. . . (S03F0224)µ ´







(230) 1. 那覇に到着した後ですね [文末候補]
2. 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットをキャンセルしていました [文末] (S02M0011)µ ´
そこで，間投助詞として働いている要素に対して [文末候補]のラベルが付与され，それによって不適切な分
割結果が生じている場合，「間投助詞」を認定する。間投助詞の直後で不適切に分断された箇所を「 + 」で結
合し，「 ; 間投助詞」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(231) 那覇に到着した後ですね [文末候補] + ;間投助詞 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットを
キャンセルしていました [文末] (S02M0011)
(232) エヌがこのエヌベストのエヌが大きくなってしまえば<条件節レバ>殆ど同じですね [文末候補] + ;
間投助詞 認識率になってしまうんですが/並列節ガ/. . . (A01M0030)
(233) 一日を仕事をハードに終えて<テ節>床に就く時娘の寝顔を見る時ですね [文末候補] + ; 間投助詞
何物にも代えない凄い幸せってか幸福感を感じます [文末] (S01M0706)µ ´
「ですね」以外の形に対しても，「間投助詞」が認定される場合がある。¶ ³
(234) 恐らくですねタイタニック号ですか [文末候補] + ; 間投助詞 それ並みにですね揺れたんだと
<引用節>思います [文末] (S02M0011)
(235) これは日本の道百選て言うんでしょうかね [文末候補] + ; 間投助詞 そんなのにも確か載ってると





5.5 人手修正規則の一覧 315¶ ³
(236) 1. きちんと音を伝えるようにできてないと [と文末]
2. で<接続詞>手 術 を す れ ば<条件節レバ>治るんじゃないかと<引用節>そ う い う こ と で
<並列節デ>昨年の十一月に手術をした訳です [文末] (S00M0053)µ ´
このような場合，当該箇所に「 - 」をマークして発話を切断し，「 ;と文末」を義務的コメントとして残す。
なお，人手で「と文末」を認定する際には，音声および文脈に基づいて判定する。¶ ³
(237) 1. きちんと音を伝えるようにできてないと [と文末]
2. で<接続詞>手術をすれば<条件節レバ>治るんじゃないかと<引用節> - ; と文末
3. そういうことで<並列節デ>昨年の十一月に手術をした訳です [文末] (S00M0053)
(238) 1. 閉じれば<条件節レバ>低くなるし/並列節シ/
2. 開けば<条件節レバ>上がると<引用節> - ; と文末










4. 痩せるの四語だけでした [文末] (A02F0038)µ ´
そこで，例文として読み上げられている途中で不適切に分割された箇所には「例文など」を認定し，「 + 」を
マークして発話を結合する。また，「 ; 例文など」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(240) 特殊なアクセントになっているものは殆どが起伏式の語で<並列節デ>平板式の語は荒らす [文末]
+ ;例文など たたる [文末] + ;例文など 向く [文末] + ;例文など 痩せるの四語だけでした [文末]
(A02F0038)
(241) 五十パーセントのセンテンスが文末思考動詞と呼ばれている思うとか<トカ節>気がする [文末] + ;
例文など 感じるという<トイウ節>言葉で終わっております [文末] (A06F0075)
(242) ここでもし形式的にこの会話の中での他の相づちに習えば<条件節レバ>酷いね [文末候補] + ; 例
文など 程度の言い方も十分考えられますけれども/並列節ケレドモ/. . . (A06F0049)µ ´










うと<条件節ト>. . . (A01M0021)µ ´
そこで，格助詞相当表現の直後が強境界となり，不適切な分割結果が生じている場合に限り，「格助詞相当表
現」を認定し，当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。また，「 ;格助詞相当表現」を義務的コメント
として記述する。¶ ³
(244) で<接続詞>正しい確認に対して/テ節/ + ; 格助詞相当表現 あるいは<接続詞>間違った確認に対し
て<テ節>それぞれどんな特徴があったかと<引用節>言うと<条件節ト>. . . (A01M0021)
(245) こういったものを元にいたしまして/テ節/ + ; 格助詞相当表現 本発表で考える文段の連接のあり方








2. 分かるように幾つかのパターンが示されると<引用節>思います [文末] (A01F0067)µ ´
このようなメタ規則の過適用によって不適切な分割結果が生じている場合に限り，節境界ラベルのレベルを
強境界から弱境界に戻す操作を行う。当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，「 ; 強→弱」を義務的コ
メントとして記述する。
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(247) 御覧いただきまして/テ節/ + ; 強→弱 分かるように幾つかのパターンが示されると<引用節>思い
ます [文末] (A01F0067)
(248) そうしますと/条件節ト/ + ;強→弱 今度は文字が多過ぎて<テ節>読み切れないという<トイウ節>
ことがあります [文末] (A11M0469)
(249) 青山と言いますと/条件節ト/ + ;強→弱 御存じの方はやっぱりお洒落な町都会的な都内でもお洒落
な町ということで知られてるところかもしれないんですけれども/並列節ケレドモ/. . . (S03F0108)
(250) もうきちんとノートに書くようになってから<テカラ節>もう三年くらいたってるんで<理由節ノデ>










とほのぼのして<テ節>. . . (S03F0062)µ ´
また次の例では，音声を聞く限り「なぜか」の直後に明らかな切れ目が存在するが，やはり節境界ラベルは
付与されていない。¶ ³
(252) 1. ところが<接続詞 L>これまでのところ具体的自主的な検討は進んでおりません [文末]
2. なぜか主として<テ節>常任理事国が特権を手放したり/タリ節/
3. あるいは<接続詞>他の国に自分達と同様の特権を持たせるっていう<トイウ節>ことをこれ嫌っ
てる訳ですね [文末] (S06M0373)µ ´
そこで，[文末候補]に相当する発話の明らかな切れ目となっている箇所の直後を「 - 」で切断し，「 ; 文末
候補」を義務的コメントとして記述する。
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(253) 1. 畑がまだたくさんあるんで<理由節ノデ>その日取れた野菜とかをこう山積みにして/テ節/
2. で<接続詞>お金は缶の中に入れてください<文末候補>みたいな - ; 文末候補
3. だから<接続詞 L>入れてる人もいれば<条件節レバ>入れてない人もいるから<理由節カラ>ま
だそういうところがこうちょっとほのぼのして<テ節>. . . (S03F0062)
(254) 1. ところが<接続詞 L>これまでのところ具体的自主的な検討は進んでおりません [文末]
2. なぜか - ; 文末候補





2. 巣鴨とか池袋に出ないと<条件節ト>いけないっていう<トイウ節> - ; 文末候補
3. そんなようなのでもやっぱり営業できてるところがこの町の凄いところかもしれませんね
[文末候補] (S03M0046)
(256) 1. これから私の意見に入ります [文末]
2. 常任理事国入りと現行憲法の平和主義これをどう整合させるか<間接疑問節> - ; 文末候補
3. 二十世紀初頭の日本にとって<テ節>極めて悩ましい問題です [文末]





(257) 1. そのような訳で<並列節デ>殆どの行政にしろ [文末]
2. 色んな催し物にしろ [文末]
3. 八潮市っていうところは草加市の陰に甘んじていると言うか<文末候補>. . . (S03M0996)µ ´
そこで，CBAP-csjによって付与された絶対境界のラベルが不適切な分割結果が生じさせている場合，「非文
末」を認定する。当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，「 ;非文末」を義務的コメントとして記述する。
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(258) そのような訳で<並列節デ>殆どの行政にしろ [文末] + ; 非文末 色んな催し物にしろ [文末] + ;
非文末 八潮市っていうところは草加市の陰に甘んじていると言うか<文末候補>. . . (S03M0996)
(259) うちの犬がそういう音が嫌いで<並列節デ>大騒ぎして<テ節>植木は倒すわ [文末候補] + ; 非文末
網戸は破くわで<文末候補>大変です [文末] (S03F0119)
(260) スピッツとかチンとかコリーって見掛けないんで<理由節ノデ>どこ行ってしまったんだろうと
[と文末] + ; 非文末 ええ<感動詞>いうこと感じますね [文末候補] (S02M0191)
(261) 活用語尾と語幹また<接続詞>名詞動詞形容詞などでは変化に遅い [文末] + ; 非文末 速いがあるん
だろうかとか<トカ節>地の文と会話の文また<接続詞>位相差っていうようなもので何か表記にか






難しいし/並列節シ/ + ; タグミス-その他 メンテナンスも難しいんで<理由節ノデ> - ; 直後
がまとめ表現
2. 我々は方法論として<テ節>こういう方法論を今回提案します [文末] (A04M0047)
(263) ただ<接続詞>図の軸が違いますので<理由節ノデ>先程の (M あ) に比べますと/条件節ト/ + ; 強
→弱 非常に狭い範囲で/並列節デ/ + ;タグミス-その他 しかし<接続詞>コンシステントに差が出て
るという<トイウ節>ことであります [文末] (A01M0074)
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(265) 1. ここでは虫よけ対策のスプレーについての<連体節テノ>話をしています [文末]
2. この前ねあたしのいつも行き付けのねお花ねお花屋さんでね - ; タグミス-その他
3. おお<感動詞> - ; 体言止
4. レモンの香り - ; タグミス-その他
5. ああ<感動詞> - ; 体言止
6. レモンの香りのするスプレー売ってて<テ節> - ;タグミス-その他
7. ああ<感動詞> - ; 体言止
8. それは虫よけになりますって<引用節>言ったから<理由節カラ>何か - ; タグミス-その他
9. うん<感動詞> - ; 体言止
10. おんなじようなものなんじゃない [文末] + ; 倒置-つなぎ切り¿柑橘類のにおいってÀ - ; 倒
置-つなぎ切り
11. そうかな - ; 文末候補
12. うん - ; 体言止
13. うんうん<感動詞>らしいよ [文末候補]
14. 柑橘類のにおいが効くのかな/文末候補/
15. でも<接続詞 L>レモンはそうだった [文末]
16. そううん<感動詞>それは初耳だね [文末候補]
17. うん<感動詞> - ; 体言止
18. 例の三ではビーの相づちに注目してください [文末]













要素の属性として付与される。人手修正操作記号（CU OperationSign，CU PreBracket，CU PostBracket）
は，切断，結合，範囲確定などの人手修正操作を行った当該の位置にある SUW要素の属性として付与される。




ClauseUnitID 節単位 ID 全ての節単位に対して与えられる番号
ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル CBAP-csjにより付与される節境界ラベル
CU OperationSign 人手修正操作記号（切断・結合） 切断記号（ + ），結合記号（: - ）の 3種類
CU PreBracket 人手修正操作記号（範囲-開始点） 範囲記号の開始点（（ f <<）の 3種類
CU PostBracket 人手修正操作記号（範囲-終了点） 範囲記号の終了点（） g >>） の 3種類
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表 6.1 母音ラベル
　ラベル 　　　 対象 　ラベル 　　　 対象 　ラベル 　　　 対象
a ア aH アの長母音* A 無声化したア
i イ iH イの長母音* I 無声化したイ
u ウ uH ウの長母音* U 無声化したウ
e エ eH エの長母音* E 無声化したエ





















　 kw 　「クヮ」の子音，いわゆる合拗音，IPAならば [kw]
　 gw 　「グヮ」の子音，いわゆる合拗音，IPAならば [gw]
　 kj 　母音イの前で口蓋化した k：「キ」の子音
　 gj 　母音イの前で口蓋化した g：「ギ」の子音
　 sj 　母音イの前で口蓋化した s：「シ」の子音，IPAならば [S]
　 zj 　母音イの前で口蓋化した z：「ジ」の子音，IPAならば [Z]ないし [dZ]
　 cj 　母音イの前で口蓋化した c：「チ」の子音，IPAならば [tS]
　 nj 　母音イの前で口蓋化した n：「ニ」の子音，IPAならば [ñ]
　 hj 　母音イの前で口蓋化した h：「ヒ」の子音，IPAならば [»c]
　 ky 　カ行拗音の子音
　 gy 　ガ行 拗音の子音
　 sy 　サ行 拗音の子音
　 zy 　ザ行拗音の子音
　 cy 　タ行拗音の子音（「チャ」「チュ」「チョ」の子音）
　 ty 　「テャ」，「テュ」，「テョ」の子音，IPAならば [tj]
　 dy 　「デャ」，「デュ」，「デョ」の子音，IPAならば [dj]
　 ny 　ナ行拗音の子音
　 hy 　ハ行拗音の子音







　 G * 　ガ行子音（軟口蓋有声摩擦音）
　 Gj * 　母音イの前で口蓋化した G
　 Gy * 　ガ行拗音の子音（軟口蓋有声摩擦音）
　 @ * 　ガ行子音（軟口蓋鼻音）
　 @j * 　母音イの前で口蓋化した@




































分節音ファイルは xwaves のほかに，WaveSurfer (http://www.speech.kth.se/wavesurfer/), Praat
(http://www.fon.hum.uva.nl/praat/)等のソフトウェアでも利用できる。ソフトウェアの使用法については，
本章末尾の付録 6.2を参照されたい。
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　　signal S07M0833　　　　　　　 ← ヘッダー情報の始端 　　
　　type 0




　　#　　　　　　　　　　　　　　 ← ヘッダー情報の終端 　　
　　　 0.315932　 121 #,<cl>　　　 ← ラベル情報の始端，ラベルの融合　　
　　　 0.369405　 121 t 　　
　　　 0.453561　 121 eH 　　
　　　 0.557414　 121 m 　　
　　　 0.699691　 121 a 　　
　　　 1.121812　 121 #　　　　　　 ← 発話単位 (転記基本単位)の始端 　　
　　　 1.179131　 121 m 　　
　　　 1.234524　 121 u 　　
　　　 1.289000　 121 zj 　　
　　　 1.382435　 121 i 　　
　　　 1.446980　 121 N 　　
　　　 1.480697　 121 <cl> 　　
　　　 1.508634　 121 t 　　
　　　 1.624114　 121 oH 　　
　　　 1.669000　 121 nj 　　
　　　 1.717077　 121 i 　　
　　　 1.809000　 121 m 　　
　　　 1.867724　 121 o 　　
　　　 1.892772　 121 <sv> 　　
　　　 2.013311　 121 <cl> 　　
　　　 2.037185　 121 Q,t　　　　　 ← ラベルの融合 　　
　　　 2.059000　 121 e 　　
　　　 2.120001　 121 i 　　
　　　 2.142384　 121 <cl> 　　
　　　 2.173719　 121 k 　　
　　　 2.205756　 121 u 　　
　　　 2.279000　 121 m 　　
　　　 2.346767　 121 o 　　
　　　 2.389000　 121 n 　　
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図 6.3 接近音（ヤ行子音）「y」のラベリング例（女声による「そのような」）
「o」と「oH」を結ぶフォルマント遷移区間の中央にラベル「y」が付与されている。















































































































の子要素として Phone要素（分節音ラベル）が配置されている（詳細は 8 章参照）。この Phoneme要素は，
自動アラインメント作業のために転記テキストから自動生成した記号列のことであり，分節音ラベルから補助
ラベル類を除外したものにほぼ該当する。音韻論的に厳密な意味での phonemeではない。















単位）ラベル (.word)，分節音ラベル (.seg)，時間情報 (秒表示)，発話全体の音声波形の順に表示されている。
単語ラベル (.word)については 7章の付録 7.1を参照されたい。なお本節の図の表示にはWaveSurfer（本章
末尾の付録 6.2参照）を用いているが，表示フォントを拡大しているため左端のラベル項目の表記が一部見え
にくくなっている。
図 6.5 /g/の分節例 1（男声による「は学生」）。「<cl>」と「g」が分節されている。
6.7 分節音ラベリング上の問題点と CSJでの処理方法 333
図 6.6 /g/の分節例 2（男声による「(えら)く身勝手」）。/g/のバーストに先行して先行母音から継続する
声帯振動が認められるため融合ラベル「<cl>,g」が付与されている。また先行する/m/の影響でやや鼻音化
している。
図 6.7 /g/の分節例 3（男声による「自身も犬が」）。摩擦音化した/g/([G])の例。
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図 6.8 /g/の分節例 4（女声による「言語学」）。/geNgogaku/の３つの/g/のうち，第 1の/g/は破裂音で
あるが，第 2と第 3の/g/は摩擦音化している ([G]の例)。さらに第 2の/g/は先行する/N/の影響で鼻音
化している ([@]の例)。
図 6.9 /g/の分節例 5（男声による「協議が」）。/kyoHgji/の/gj/は鼻音化し/g/は摩擦音化している。




図 6.10 /k/の摩擦音化の例 1（女声による「なかった」）。/k/の破裂が明白でないため「<cl>,k」の融合
ラベルが付与されている。なお/k/に先行する母音/a/の終端部は声帯振動の停止後も母音フォルマントが
継続しているため「<uv>」が付与されている。
図 6.11 /k/の分節例 2（男声による「心が」）。/kokoro/の第 1の/k/は破裂音であるのに対し，第 2の/k/
は摩擦音化している。また/kokoro/の語頭の/ko/の/o/は無声化している。


















6.7 分節音ラベリング上の問題点と CSJでの処理方法 337
図 6.13 /N/＋有声破裂音の例 1（男声による「考えられる」）。「N,<cl>,g」の融合ラベルが付与された例。
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図 6.20 /N/＋鼻子音の例 1（男声による「そんな風に」）。/N/と/n/が分節できないため融合ラベルが付
与されている。
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以上，CSJ の分節音ラベリングに関わる問題点とそれらの CSJ における処理方法について記述した。摩
擦音化や鼻音化した/g/のラベリング方法 (6.7.1節)や，/N/に有声破裂音が後続する場合の<cl>の付与位置
(6.7.4節)など，CSJでは処理し切れなかった問題も残る。これらについては今後の検討が期待される。
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目のメニュー最上部の show Spectrum，show Pitch，show Intensity，show Formantにチェックを入れる
と各項目が波形の下部のウィンドウに表示される。
Praat では CSJ で採用した Xwaves 形式のアノテーション情報はそのままでは表示されないため，
TextGrid 形式に変換して用いる。TextGrid 形式への変換は，まず Praat object ウィンドウの Read －
Read from special tier ¯le－ Read Interval Tier from xwavesで必要なファイル，単語ラベル (.word)や
分節音ラベル (.seg)を読み込み，次にそれらを選択した状態で Into TextGrid ボタンを押すと，Text Grid
ファイルに変換された新ファイルが作られる。波形と Text Grid のファイルを Shift を押した状態で選択
し，右欄に表示される Editボタンを押すと，波形とアノテーション情報を同期させて表示できる。図 6.26
に Praat の表示例を示した。図の左上の objects ウィンドウには音声ファイル，単語ラベル（.word）の
TextGridファイル，分節音ラベル（.seg）の TextGridの各ファイル名が表示されている。右上の TextGrid








図 6.26 Praat を用いた表示例（女声による「えーそこで」）。左上の objects ウィンドウにファイル名，
Infoパネルに母音/o/のフォルマント情報（F1～F4），右上の TextGrid gridウィンドウに音声波形，スペ
















に発表した ToBI(Tones and Break Indices)をあげることができる (Silverman et al. 1992)。
ToBIではイントネーションの物理的関連量として音声基本周波数 (F0)を考え，F0形状は時間軸の要所要
所に配置された音韻論的なトーン (tone) － Lや H－を直線補間することによって必要十分な精度で近似でき
ると考える。発話のどこにトーンを配置するかを決定する要素としては，発話を構成する語彙の韻律特徴とな
らんで，発話の韻律境界を考慮する。
ToBI は英語を対象とした体系であったが，Venditti は，日本語東京方言の音韻分析 (Pierrehumbert &
Beckman 1988)に基づいて，日本語東京方言のラベリング用に ToBIを改変した J ToBIを提案した (Venditti
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表 7.1 J ToBI ラベル
層 　　 表現する情報 　　　　 ラベル 　　　　
Word層 　　 形態論情報 　　　　 　　　　
Tone層 　　 音韻論的 tone 　　　　 %L, %wL, L%, wL%, H%,HL%, H{, H*+L　　　　
BI層 　　 韻律境界の強さ 　　　　 0,1,2,3 (補助記号として m, {, p) 　　　　
Finality層 　　 発話の終了 (¯nality)　　　　 ¯nal 　　　　































*4 J ToBI が立脚している音韻分析である Pierrehumbert & Beckman (1988) ではアクセント句より階層的に上位の単位として
「中間句 (intermediate phrase)」と「発話 (utterance)」の 2 つが認められているが，J ToBI における「イントネーション句」
は，これらを融合させた単位となっている。
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7.1.2 J ToBIの問題点と X{JToBI
既に述べたように J ToBI は日本語の音韻論的分析をもとに構築された体系であるから，日本語を母語と





























以上のような J ToBI固有の問題の解消の他に，X{JToBIを提案した動機には，前述のように，J ToBIを
自発音声に適用できるようにする必要性が含まれている。J ToBIが立脚している音韻分析 (Pierrehumbert &
Beckman 1988)は，専ら朗読音声の分析から帰納されたものであるため，以下に挙げるような自発性の高い
話し言葉に特徴的な現象を，この体系を用いて記述することは困難あるいは不可能である。
J ToBI が対処困難な現象としてまず挙げられるのは，自発音声で頻繁に遭遇するフィラー (¯lled pause)





















最後に X{JToBIにおける各層とラベルの一部を表 7.2に示す。表 7.1と比較すると，ふたつの層が新設さ




表 7.2 X{JToBI ラベル層 　　 表現する情報 　　　　 ラベル
単語層 　　 形態論情報 　　　　 CSJでは短単位の音形
分節音層 　　 分節音情報 　　　　 p, t, k, a, i, u, e, o, <pz>, <sv>, etc.
トーン層 　　 音韻論的トーン　　　　 %L,L%,H%,HL%,LH%,H{,A,>,pH,pL,FL,FH, etc.
BI層 　　 韻律境界の強さ　　　　 1,1+p,2,2+p,2+b,2+bp,3,P,<D,<F,PB etc.
プロミネンス層　　 トーンの変異 　　　　 PNLP, FR, HR, EUAP
注釈層 　　 備考情報 　　　　 AYOR etc.





一覧を表 7.4に示す。表 7.4中のラベルは何らかの原因で表 7.3中のラベルの付与に困難が生じた際に利用す
る。表 7.3中の各ラベルについては 7.1.3.1節以下で概説し，さらに 7.2節においてラベリング作業の諸原則を
示す。表 7.4中のラベルの付与作業については 7.2.1.13～7.2.1.15の各節で説明している。
表 7.3 X{JToBIのトーンラベル
ラベル　　 分類 　　　　　　 出現位置 　　　　　
A 　　 語彙アクセント（アクセント核）　　　　　　 　　　　　
H{ 　　 句頭音調 　　　　　　 アクセント句頭からアクセントまでの位置 　　　　　
%L 　　 句頭境界音調 　　　　　　 アクセント句頭 　　　　　
(H%) 　　 仮想的句末境界音調 　　　　　　 例外的に高いピッチで始まるアクセント句の冒頭　　　　　
L% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末 　　　　　
H% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
HL% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
LH% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
HLH%　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
pH 　　 ポインター 　　　　　　 HL%ないし HLH%の前 　　　　　
pL 　　 ポインター 　　　　　　 LH%ないし HLH%の前 　　　　　
> 　　 エクステンダー 　　　　　　 　　　　　
FH 　　 フィラー音調 　　　　　　 フィラー区間 　　　　　
FL 　　 フィラー音調 　　　　　　 フィラー区間 　　　　　
表 7.4 X{JToBIのトーン層補助記号
記号　　 使用例 　　　　 意味 　　　　
x 　　 Ax, L%x 等　　　　 トーン時刻の F0情報が存在しない，もしくは信頼できない 　　　　
? 　　 A?, HL%? 　　　　 要素の存在（あるかないか）ないし選択（どれか）に自信がない　　　　





















































































る場合である。前者を単純境界音調，後者を複合境界音調 (boundary pitch movement; BPM)と呼ぶ。BPM
の第１要素は必ず「L%」である。7.1.3.3節で述べた理由により，J ToBIにおける「wL%」は廃止した。
表 7.5 句末境界音調のラベリングに使用されるラベル
ラベル　　 使用するラベル列 　　　　 特徴 　　　　
L% 　　 L% 　　　　 下降調（単純境界音調） 　　　　
H% 　　 L%, H% 　　　　 上昇調 1（BPM） 　　　　
LH% 　　 L%, pL, LH% 　　　　 上昇調 2（BPM） 　　　　
HL% 　　 L%, pH, HL% 　　　　 上昇下降調（BPM） 　　　　
HLH%　　 L%, pH, pL, HLH%　　　　 上昇下降上昇調（BPM） 　　　　
pH 　　 HL%,HLH%参照 　　　　 BPMにおける上昇のピーク　　　　
pL 　　 LH%,HLH%参照 　　　　 BPMにおける上昇の開始点　　　　
A 単純境界音調 　
「L%」（下降調）：句末に BPMが生じていなければ（すなわち下降調であれば），アクセント句末に「L%」
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7.1.3.7 フィラーのトーンラベル
フィラー（¯lled pause）にはフィラー専用のトーンラベル「FH 」と「FL 」を付与している。それぞれ
¯ller-high, ¯ller-lowの意である。フィラー (¯lled pause)について声の高さを指定することに言語学上の意味
があるか，またその指定は H, Lの 2段階で大丈夫かなどは慎重な検討を要する問題である。しかし，データ
不足と時間の制約から十分な検討をくわえることができなかったので，2段階でのラベリングが可能であるこ
とを前提として，ラベリング作業を実施することにした。
¤ 作業原則については 7.2.1.12節及び 7.3節参照。
7.1.4 BI層










表 7.6に BI層のラベリングに用いられるラベルのうち従来の BIラベルと中間値ラベルの一覧を示す。






2+b アクセント句境界に BPMが存在するが， ピッチレンジがリセットされていれば３
ピッチレンジのリセットがない













¤ 中間値を伴う BIラベルの作業原則については 7.2.2.4{7.2.2.10節参照。
7.1.4.2 非流暢性
表 7.7も X{JToBIにおいて拡張された BIラベルである。これらのラベルは表 7.6のラベルと違ってその強
さを１次元上に配列することが困難であるので，整数値は与えていない。

















この発話の BIを ( )に入れて示すと「センジツ (<D)ト (D)ナゴヤ (1)デ (2)」のようになる。転記テキス
トにおける語断片の扱いについては，2.5.2節を参照。
¤ 作業原則については 7.4節及び 7.2.2.12節参照。
「<F 」および「F 」：「<F」はフィラー区間の始端に付与している。フィラーに先行するアクセント句の BI
とともに用いて，後続区間がフィラー区間であることを示す。一方「F」はフィラー区間の終端を示す（「F」
は単独で使用し，後続するアクセント句との関係は示さない）。例えば「私がエー学生だったとき」という
発話の BIを ( )に囲って示すと，「ワタクシガ (2<F)エー (F)ガクセーダッタトキ」のようになる。
¤ 作業原則については 7.5.9節及び 7.2.2.13節参照。

















　　 W 1 2 1 2 1 　　
　　エ┓キ‖マ┏エ｜ワ｜カワラ｜ナ┓イ｜シ　　　　　　　　　（駅前は変わらないし）
　　 　 W 1 1 1 1 　　　　　　　　　µ ´
¤ 7.2.2.15節も参照。













A) ࠰ ࡯ ࠽ ࡁ   <pz> ࠻ ࠠ ࡯ ࠲
࠻࡯ࡦ %L  A   L%  H%  H%%L      L%
࠰ֶ ࡯㨨  ࠽  㨨 ࡁ ц    ࠻㨨 ࠠ࡯ 㨨 ࠲
BI 1     1   PB    2+b   1
㧔     ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     㧕㧔ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞㧕
















「PNLP」： PNLP は Penult Non-Lexical Prominenceの略である。アクセント句の最後から 2 番目のモー
ラ（以下では次末モーラと呼ぶ）に非語彙的な卓立（プロミネンス）がおかれる現象をさす。例えば「ディ
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表 7.8 X{JToBIのプロミネンスラベル
ラベル　　 用法 　　　　 備考 　　　　
PNLP　　 アクセント句次末モーラに生じた非語彙的な卓立　　　　 L%HL%と共起 　　　　
FR 　　 川上蓁の「浮き上がり調」 　　　　 L%H%ないし L%HL%と共起　　　　

















　　　　 　　 ナ┓ゴ　ヤ　｜　┏マ┓　デ 　｜
　　　　BI 　　 3 3
　　　　トーン　　%L A L% %L A L%µ ´
「FR」： FR は Floating Riseの略であり「L%H%」(上昇調 1)の変種を示す。通常の上昇調 1ではピッチ上
昇は専ら発話の最終音節（ないしモーラ）内部で生じるが，FRに分類される変種では，上昇の始端が，次
末ないし次々末モーラ（を含む音節）に置かれる。これは，川上蓁が 1963年に「浮き上がり調」と呼んだ





¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.2節及び 7.5.2節参照。
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¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.3節及び 7.5.3節参照。




















にさらに語の連鎖が継起した際にあり得る F0形状を示している。EUAPとみなされるのは D), E), G)の
みである。C)は先行する無核語の連鎖に強調が置かれていると解釈される場合であるが，境界に屈曲点が
存在していないので EUAPとはみなされない。F)と G)は双方とも先行する無核句に BPMが生じている
が，F)にはピッチレンジの縮小が観察されないので，EUAPが認定されるのは G)のみとなる。
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  1        3   2        3 
A)               B) 
  1        3   2        3 
C)               D)     EUAP 
  2        3          2+b        3 
E)         EUAP      F) 
         2+b        3 






ラベル　　 用法 　　　　 備考 　　　　
HBP 　　 Hで始まるアクセント句 　　　　 High Beginning Phrase　　　　
QQ 　　 いわゆる「半疑問」イントネーション　　　　 Quasi{question 　　　　
AYOR　　 韻律の解釈に成案を得ていない箇所 　　　　 At your own risk 　　　　











࠰┓ ࡯ ࠽ ࡁ   <pz> ࠻㨨  ࠗ ࠶ ࠲
%L   A  L%   H% %L  L%
(      ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     )㧔ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞㧕













¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.5.1節及び 7.5.5節参照。
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示す。この種の発話は下図のようにラベリングするが，PBと共起する場合にかぎり，「QQ」は「PB」と同
じ BI位置に付与している。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.5.2節及び 7.5.6節参照。
ࡁ┓ ࡯  ࡚ࠡ  ࡯ |  <pz> ࡁ| ࠬ ࠗ ࠲ ࠗ | ࠟ
࠻࡯ࡦ   %L  A  L%  H% H% %L   L%
BI PB| 2+b|   1| 3|
ᵈ㉼   QQ|
    㧔   ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     㧕㧔  ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞 㧕
図 7.5 QQおよび PBを用いるイントネーションの模式図





















ࠝ┓  ࡯  ࠠ  ࠽   ࡗ┓   ࡀ    ࠟ
%L   A   L%%L   A        L%








ラベル 　　 頻度 　　　　 備考 　　　　
L%%L 　　 31162　　　　 境界音調同士 　　　　
%LA 　　 6564 　　　　 境界音調とアクセント 　　　　
H%%L 　　 2040 　　　　 境界音調同士 　　　　
HL%%L 　　 554 　　　　 境界音調同士 　　　　
L%> 　　 46 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
>%L 　　 34 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
(H%)%L 　　 18 　　　　 境界音調同士 　　　　
H%%LA 　　 15 　　　　 境界音調同士とアクセント 　　　　
L%%LA 　　 12 　　　　 境界音調同士とアクセント 　　　　
H%> 　　 7 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
L%pH 　　 4 　　　　 境界音調とポインター 　　　　
L%>%L 　　 4 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
AL% 　　 3 　　　　 境界音調とアクセント 　　　　
LH%%L 　　 1 　　　　 境界音調同士 　　　　
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X{JToBIのトーン層テキストファイルには「682.779118 121 L%%L」のように，時間情報 (682.779118)と
フォント情報 (121) とラベル情報 (L%%L) をくみあわせた情報が記録される。一方，XML 文書では，同じ
情報が以下のふたつの XJToBILabelTone 要素に分解されて記録されている。これらの要素はその生起時刻
(Time属性で表現されている)および F0値 (F0属性で表現されている)が同一であることに注意。
<XJToBILabelTone Time="682.779118" F0="197.212" ToneClass="FBT">L\%</XJToBILabelTone>






















































［図］ 図 7.7，図 7.8参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A L%
ಽ▵㖸ጀ  o   b  aH   s   a  N
න⺆ጀ    o    baH saN
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࠻࡯ࡦጀ %L A L%
ಽ▵㖸ጀ 㨗  a N d   a   g  a w   a  g a
න⺆ጀ    kaNda     gawa     ga










² Penult Non-Lexical Prominenceの現象（7.5.1節参照）は，1つのアクセント句にアクセント核が 2つ
あるような場合と音声学的に類似するが，2つのアクセント核が存在するとは解釈しない。
² 単語層には，アクセント核を知覚する母音の右側に「’」を付与する（7.2.3.2節参照）。







² その際，明らかに microprosodyの影響で生じた点には付与しないようにする（図 7.9{7.10参照）。
² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる（図 7.11参照）。
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［図］ 図 7.9～図 7.11参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A L%
ಽ▵㖸ጀ 㨗 e  b     e   Q  k   u   n     o
න⺆ጀ    kebeQku    no




図 7.9 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% pH HL%
ಽ▵㖸ጀ   i    k    u   n   o    g  a
න⺆ጀ    iku    no  ga<H>




図 7.10 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
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࠻࡯ࡦጀ %L A         L% pH HL%
ಽ▵㖸ጀ   i    k    u   n   o    g  a
න⺆ጀ    iku    no  ga<H>















࠻࡯ࡦጀ %Lx A   L%
ಽ▵㖸ጀ pj  I  k a pj  I  k a
න⺆ጀ    pjIkapjIka



















［図］ 図 7.13～図 7.15参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A    L%  %Lx  H-  A  L%x
ಽ▵㖸ጀ m   a    d   o,o c  U k  e m  a  s,U
න⺆ጀ  mado o    cUke      masU





࠻࡯ࡦጀ %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ d    e  kj,I  t   e r    u
න⺆ጀ dekjI  teru
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࠻࡯ࡦጀ %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ k    e Q  k     oH
න⺆ጀ  keQkoH







² J ToBI（Venditti 1997）における「遅下がり」を表す「<」は使用しない。









࠻࡯ࡦጀ %L H-   A   L% 
ಽ▵㖸ጀ    kj i   kj  i  w  a  k  e  r  u
















² 句頭第 1モーラの母音始端に融合ラベル「%LA」を付与する（図 7.17参照）。
［図］ 図 7.17参照。
࠻࡯ࡦጀ     %LA       L%
ಽ▵㖸ጀ    t    a  i d  o   o
න⺆ጀ taido   o
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［図］ 図 7.18参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-A     L%
ಽ▵㖸ጀ    y  a  Q  p  a  r  i
න⺆ጀ    yaQpari
BIጀ  3
ޟ߿ߞ߬ࠅ㧔ࡗ࠶ࡄ┓࡝㧕ޠ






- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］








² アクセント句頭第 2～3モーラ付近のピークないし屈曲点に「H{」を付与する（図 7.19参照）。
² アクセント核を句頭第 1～2モーラに知覚する場合は（２）を参照。
² Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合は（３）を参照。
² 句頭第 2モーラが無声化していることや促音であることにより，第 2モーラにピーク・屈曲点が観察さ
れない場合は（４）を参照。
² 句頭第 2モーラと第 3モーラが無声化していることや促音であることにより，第 2モーラ・第 3モーラ
双方にピーク・屈曲点が観察されない場合は（５）を参照。
² 句頭第 2モーラが促音である場合あるいは無声化している場合で，かつ 3モーラ目にアクセント核を知
覚し，「H{」の付与位置を迷う場合は（６）を参照。
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² 2モーラのアクセント句において，句頭第 1モーラから第 2モーラにかけて上昇音調を知覚できるとき
は（７）参照。





࠻࡯ࡦጀ %L H- L%%L A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ   mayumi ga  oyoi     da












- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　アクセント核が句頭第 1～2モーラにある場合
［説明］
² アクセント核が句頭第 1～2モーラにある場合には「H{」は通常省略する（図 7.20参照）。
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［図］ 図 7.20参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga   oyoi     da




図 7.20 アクセント核が句頭第 1モーラ・第 2モーラにある場合








² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる。（図 7.23参照）
² 句頭第 4モーラないしそれ以降にピーク・屈曲点がある場合には「H{」は通常省略する（（１）参照）。
［図］ 図 7.21～図 7.23参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-     L%
ಽ▵㖸ጀ   s oH   k  a   N  n  o
න⺆ጀ    soHkaN     no
BIጀ  1  3
ޟ⋧㑐ߩ㧔࠰࡯ࠞࡦࡁ㧕ޠ
ޟH-ޠࠍઃਈߔߴ߈૏⟎ߦ[k] ߦࠃࠆ microprosody㧔F0 ߩ〡ߨ਄ߍ㧕߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔߘߩᓇ㗀ࠍฃߌߚㇱಽߣ቟
ቯߒߚㇱಽ߇ಽ㔌น⢻ߥߩߢޔޟH-ޠߪmicroprosodyߩᓇ㗀ࠍฃߌߡ޿ߥ޿૏⟎ߦઃਈߔࠆޕ
図 7.21 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
7.2 各層の説明 377
࠻࡯ࡦጀ %L H-     L%
ಽ▵㖸ጀ   a  m   e  r    i  k    a  n    o
න⺆ጀ   amerika     no





図 7.22 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
࠻࡯ࡦጀ   %L H-     L%
ಽ▵㖸ጀ   s oH   k  a   N  n  o
න⺆ጀ    soHkaN     no
BIጀ  1  3
ޟ⋧㑐ߩ㧔࠰࡯ࠞࡦࡁ㧕ޠ
ޟH-ޠࠍઃਈߔߴ߈૏⟎ߦ[k] ߦࠃࠆ microprosody㧔F0 ߩ〡ߨ਄ߍ㧕߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔߘߩᓇ㗀ࠍฃߌߚㇱಽߣ቟
ቯߒߚㇱಽ߇ಽ㔌ਇน⢻ߥߩߢޔޟH-ޠߪ㧔microprosodyߩᓇ㗀ࠍฃߌߡߪ޿ࠆ߇㧕ߘߩࡇ࡯ࠢߦઃਈߔࠆޕ
図 7.23 Microprosodyの影響を受けた部分と安定した部分とが分離不可能な場合
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² 句頭第 3モーラにピーク・屈曲点があればそこに「H{」を付与する（図 7.24参照）。
² 句頭第 3モーラにもピーク・屈曲点がない場合は，「H{x」を句頭第 2モーラの母音始端に付与する
（（５）および 7.2.1.13節（２）参照）。
［図］ 図 7.24参照。
࠻࡯ࡦጀ      %L H-   L%
ಽ▵㖸ጀ   r  e  kj,I  sj    i  n  o
න⺆ጀ   rekjIsji  no
BIጀ  1  3
ޟᱧผߩ㧔࡟ࠠࠪࡁ㧕ޠ
ήჿൻߦࠃߞߡ╙ 2ࡕ࡯࡜ߪࡇ࡯ࠢ࡮ዮᦛὐ߇ߥ޿߇ޔ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦߪࡇ࡯ࠢ߇޽ࠆޕߒߚ߇ߞߡ╙ 3ࡕ࡯࡜ߩࡇ࡯
ࠢߦޟH-ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.24 句頭第 2モーラが無声化し，句頭第 3モーラに屈曲点がある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　句頭第 2モーラと句頭第 3モーラが無声化していることや促音であることにより，句頭第 2・第 3モー
ラ双方にピーク・屈曲点が観察されない場合
［位置］
² 「H{x」を句頭第 2モーラの母音始端に付与する（7.2.1.13節（２）も参照）（図 7.25参照）。
［図］ 図 7.25参照。
࠻࡯ࡦጀ      %L  H-x   L%
ಽ▵㖸ጀ   r  e  kj,I   sj, I   t  o
න⺆ጀ rekjIsjI  to
BIጀ  1  3
ޟᱧผߣ㧔࡟ࠠࠪ࠻㧕ޠ
ήჿൻߦࠃߞߡฏ㗡╙ 2࡮╙3ࡕ࡯࡜ߦࡇ࡯ࠢ࡮ዮᦛὐ߇ߥ޿ߩߢޔฏ㗡╙ 2ࡕ࡯࡜ߩᲣ㖸ᆎ┵ߦޟH-xޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.25 句頭第 2モーラが無声化している場合
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　句頭第 2 モーラが促音の場合や無声化した場合などで，かつ句頭第 3 モーラにアクセント核を知覚し，
「H{」の付与位置を迷う場合
［説明］
² 句頭第 2 モーラが促音の場合や無声化した場合で，かつ句頭第 3 モーラにアクセント核を知覚する場
合，「H{」を付与すべき候補点と「A」を付与すべき候補点が同一になることがある。
［位置］
² 融合ラベル「H{A」を句頭第 3モーラにあるピーク・屈曲点に付与する（図 7.26参照）。
［図］ 図 7.26参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-A     L%
ಽ▵㖸ጀ    y  a  Q  p  a  r   i
න⺆ጀ    yaQpari
BIጀ  3
ޟ߿ߞ߬ࠅ㧔ࡗ࠶ࡄ┓࡝㧕ޠ
ଦ㖸ߢ޽ࠆ╙ 2ࡕ࡯࡜ߦฏ㗡㖸⺞㧔H-㧕ࠍޔ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߒޔߘߩ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦࡇ࡯
ࠢ߇↢ߓߡ޿ࠆޕߘߩࡇ࡯ࠢߦޟH-Aޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.26 「H{」と「A」の候補点が同位置になる場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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² アクセント句頭第 1モーラの母音始端付近の F0極小値ないし屈曲点に付与する（図 7.27参照）。
² Microprosodyにより句頭母音始端の F0値が不安定な場合は（２）参照。
² 「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端にある場合については（３）参照。
² 先行するアクセント句に BPMが認められる場合で，後続のアクセント句が高い F0で始まる場合は
（４）参照。
² 先行するアクセント句に BPMが生じ，かつアクセント句境界で F0曲線が途切れなくつながっている
場合には，BPMとの融合ラベル「H%%L」「HL%%L」「LH%%L」を用いる（7.2.1.11節参照）。




² アクセント句頭第 1 モーラ付近の F0 が信頼できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13 節（３）
参照）。
² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0極小値ないし屈曲点の位置が不明確な場合は補助記号「!」を用い
る（7.2.1.15節（３）参照）。
［図］ 図 7.27参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- L%%L A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga  oyoi     da
BIጀ  1     2    1    3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ฏ㗡╙ 1ࡕ࡯࡜Უ㖸ᆎ┵ઃㄭߩዮᦛὐߦޟ%Lޠࠍઃਈߔࠆޕ





- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　Microprosodyにより句頭母音始端の F0値が不安定な場合
［説明］





² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる（図 7.30参照）。
［図］ 図 7.28～図 7.30参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-      L%
ಽ▵㖸ጀ   s     o   r e    nj  i
න⺆ጀ  sore    nji




図 7.28 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
࠻࡯ࡦጀ %L H-      L%
ಽ▵㖸ጀ   d    a   k a    r    a
න⺆ጀ   da    kara




図 7.29 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
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࠻࡯ࡦጀ %L  H-      L%
ಽ▵㖸ጀ   s     o   r e    nj  i
න⺆ጀ  sore    nji
BIጀ    1   3
ޟߘࠇߦ㧔࠰࡟࠾㧕ޠ












- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　先行する句の BPMの影響を受けて高い F0でアクセント句が始まる場合
［説明］




















² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0頂点に「(H%)%L」を付与する。
［図］ 図 7.31参照。
࠻࡯ࡦጀ (H%)%L A   L%
ಽ▵㖸ጀ    t   o  y  uH w a  k  e d e
න⺆ጀ  to     yuH  wake    de

















² アクセント句末最終モーラ終端付近の F0極小値に「L%」を付与する（図 7.32参照）。
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は（２）参照。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0が不安定になる場合は（３）参照。










࠻࡯ࡦጀ    %L     H-               L%%L       A       L%  
ಽ▵㖸ጀ     m    a y   u   m   i   g    a   o  y  o    i  d    a  
න⺆ጀ            mayumi      ga           oyoi     da 
BIጀ          1       2              1       3 
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭߩ F0ᭂዊ୯ߦޟL%ޠࠍઃਈߔࠆޕ










² 句末最終モーラの F0曲線の終端に付与する（図 7.33参照）。
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［図］ 図 7.33参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-      L%
ಽ▵㖸ጀ  h     o    N    t  oH   nj  i
න⺆ጀ hoNtoH    nji
BIጀ   1   3
ޟᧄᒰߦ㧔ࡎࡦ࠻࡯࠾㧕ޠ
ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜ߩ F0ᦛ✢߇ࡈ࡜࠶࠻ߢ޽ࠅᭂዊ୯߇᳿ቯߢ߈ߥ޿ߩߢޔF0ᦛ✢ߩ⚳┵ߦޟL%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.33 句末最終モーラの F0がフラットな場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　句末最終モーラでの声質変化によって F0曲線が不安定になる場合
［説明］
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［図］ 図 7.34，図 7.35参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- A    L%
ಽ▵㖸ጀ   t  o m   o  d a cj   i  n a  N  k  a w   a
න⺆ጀ  tomodacji    naNka   wa




図 7.34 句末最終モーラ母音区間外の F0の扱い
࠻࡯ࡦጀ %L A  L%
ಽ▵㖸ጀ   kj  i  r     eH   d e
න⺆ጀ  kjireH  de
BIጀ     1  3
ޟ߈ࠇ޿ߢ㧔ࠠ┓࡟࡯࠺㧕ޠ


























࠻࡯ࡦጀ  %L A L% H%  %L A L%x
ಽ▵㖸ጀ   t    eH p u m  o  <pz> a  r i m  a  s,U
න⺆ጀ    teHpu    mo   ari  masU
BIጀ   1   2+bp    1  3
ޟ࠹࡯ࡊ߽޽ࠅ߹ߔ㧔࠹┓࡯ࡊࡕࠕ࡝ࡑ┓ࠬ㧕ޠ
ᦨೋߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦฏᧃႺ⇇㖸⺞ޟ਄᣹⺞ 1ޠ߇↢ߓߡ޿ࠆޕฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭߩ F0 ਄᣹㐿ᆎὐߦޟL%ޠ
ࠍޔᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭߩ਄᣹⚳ੌὐߦޟH%ޠࠍઃਈߔࠆޕ










² F0上昇終了点から開始点までの F0曲線を直線近似できる位置を選択して付与する（図 7.37参照）。
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［図］ 図 7.37参照。
࠻࡯ࡦጀ  %L A L% H%  %L A L%x
ಽ▵㖸ጀ   t    eH p u m  o  <pz> a  r i m  a  s,U
න⺆ጀ    teHpu    mo   ari  masU
BIጀ   1   2+bp    1  3
ޟ࠹࡯ࡊ߽޽ࠅ߹ߔ㧔࠹┓࡯ࡊࡕࠕ࡝ࡑ┓ࠬ㧕ޠ


















࠻࡯ࡦጀ  %L A L% H% %L H- A L%x
ಽ▵㖸ጀ    m   o  cj   iH  t  e <pz> o  k  o n a i m  a s,U
න⺆ጀ   mocjiH     te  okonai   masU
BIጀ   1   2+bp    1   3
ޟ↪޿ߡⴕߥ޿߹ߔ㧔ࡕ࠴┓࡯࠹ࠝࠦ࠽ࠗࡑ┓ࠬ㧕ޠ
ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜ߦዪᚲ⊛ߥ F0 ᭂᄢ୯߇ 2 ▎ᚲ޽ࠆ߇ޔ਄᣹⚳ੌὐߣ㐿ᆎὐࠍ⋥✢ㄭૃߢ߈ࠆὐߪ 2 ⇟⋡ߩ૏⟎ߥߩ
ߢޔߘߩὐࠍㆬᛯߒޟH%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.38 「H%」を付与すべき候補点が複数ある場合








࠻࡯ࡦጀ  %L A L% H% %L H- A L%x
ಽ▵㖸ጀ    m   o  cj   iH  t  e <pz> o  k  o n a i m  a s,U
න⺆ጀ   mocjiH  te  okonai   masU





- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　アクセント句終端での声質変化によって F0曲線が不安定になる場合
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［説明］








［図］ 図 7.40，図 7.41参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- A L% H%
ಽ▵㖸ጀ   t  o m   o  d a cj   i  n a  N  k  a  w   a
න⺆ጀ  tomodacji   naNka  wa




図 7.40 句末最終モーラの母音区間外の F0の扱い
࠻࡯ࡦጀ %L A L% H%
ಽ▵㖸ጀ   kj  i  r     eH   d e
න⺆ጀ  kjireH  de
BIጀ     1  3
ޟ߈ࠇ޿ߢ㧔ࠠ┓࡟࡯࠺㧕ޠ


























² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は 7.2.1.6節（４）を参考にすること。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0 が不安定になる場合については 7.2.1.6 節（５）を参考にする
こと。
［図］ 図 7.42参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% pL LH%
ಽ▵㖸ጀ   n   a  g   o  y  a d   e
න⺆ጀ  nagoya  de<H>
BIጀ   1   3
ޟฬฎደߢ㧔࠽┓ࠧࡗ࠺<࡯>㧕ޠ
ฏᧃႺ⇇㖸⺞ޟ਄᣹⺞ 2ޠ߇↢ߓߡ޿ࠆޕᜬ⛯ߐࠇࠆૐࡇ࠶࠴඙㑆ߩᆎ┵ߦኻᔕߔࠆ F0 ᭂዊ୯㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ
࡯࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޟL%ޠࠍޔૐࡇ࠶࠴඙㑆ߩ⚳┵ߦኻᔕߔࠆ F0਄᣹㐿ᆎὐ㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜ਛᔃઃㄭ㧕
ߦޟpLޠࠍޔ਄᣹⚳ੌὐ㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕ߦޟLH%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.42 句末境界音調「上昇調 2」














² 母音の無声化や誤抽出のために pHの位置が確定できない場合は 7.2.1.13節（６）参照。（pHx）
² 母音の無声化や誤抽出のために「HL%」の位置が確定できない場合は 7.2.1.13節（６）参照。（HL%x）
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は 7.2.1.6節（４）を参考にすること。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0 が不安定になる場合については 7.2.1.6 節（５）を参考にする
こと。
［図］ 図 7.43参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% pH HL%
ಽ▵㖸ጀ   n   a  g   o  y  a d   e
න⺆ጀ  nagoya  de<H>























࠻࡯ࡦጀ %L H- L% pH pL HLH%
ಽ▵㖸ጀ    s   o  r  e    d    e  n    e
න⺆ጀ  sore    de   ne<H>









































［図］ 図 7.45～図 7.47参照。
࠻࡯ࡦጀ %L >    A  L%  pL  LH%
ಽ▵㖸ጀ   n    a  g   o  y a d   e
න⺆ጀ   nagoya     de<H>








࠻࡯ࡦጀ     %L A L% >
ಽ▵㖸ጀ     zj    i r   oH  g     a
න⺆ጀ  zjiroH       ga





࠻࡯ࡦጀ     %L A L% H%  >
ಽ▵㖸ጀ     zj    i r   oH  g     a
න⺆ጀ  zjiroH       ga
BIጀ     1   3
ޟᰴ㇢߇㧔ࠫ┓ࡠ࡯ࠟ㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏᧃߦႺ⇇㖸⺞㧔਄᣹⺞ 1㧕߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔF0 ߩ਄᣹ߪㅜਛߢ㒖ᱛߐࠇޔF0 ᦛ✢߇ࡈ࡜࠶࠻ߦߥߞߡ
޿ࠆߩߢޔޟᒁ߈િ߫ߒޠࠍ⹺ቯߒޔߘߩᆎ┵ߦޟH%ޠޔ⚳┵ߦޟ>ޠࠍઃਈߔࠆޕ
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［図］ 図 7.48参照。
࠻࡯ࡦጀ     %L A L% >
ಽ▵㖸ጀ     zj    i r   oH  g     a
න⺆ጀ  zjiroH       ga




図 7.48 引き延ばし区間内に物理的な F0極小値ないしは極大値がある場合







࠻࡯ࡦጀ  %L A L% >%L A L%
ಽ▵㖸ጀ    zj  i  r    oH  g  a   o  y  o i d   a
න⺆ጀ  zjiroH      ga  oyoi    da
































² 先行する句末境界音調が「上昇調 1」（L%H%），「上昇調 2」（L%LH%）の場合に関しては（４）参照。
398 第 7章 韻律情報
［図］ 図 7.50，図 7.51参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- L%%L A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ   mayumi ga  oyoi     da






࠻࡯ࡦጀ %L A   L%%L A L%x
ಽ▵㖸ጀ    k  oH   k    oH nj   i m   o  i  m  a   s,U
න⺆ጀ   koHkoH    nji  mo   i masU

























࠻࡯ࡦጀ %L H- A L% %L H- L%
ಽ▵㖸ጀ   a r  a  y  u  r  u zy   oH  h    oH,o
න⺆ጀ  arayuru   zyoHhoH   o
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［図］ 図 7.53参照。
࠻࡯ࡦጀ %LA                 L%%L           A        L% 
ಽ▵㖸ጀ   d   eH   t    a   g    a,a   r    a w     a  sjI  t   e 
න⺆ጀ      deHta     ga arawasjI     te 




- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　句末境界音調が「上昇調 1」（L%H%）「上昇調 2」（L%LH%）の場合
［説明］















［図］ 図 7.54～図 7.56参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-   L% H% %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m   i  g  a     o  y  o  i   d   a
න⺆ጀ    mayumi ga     oyoi        da






࠻࡯ࡦጀ %L H- L% H%%L A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m   i  g  a     o  y  o  i   d   a
න⺆ጀ    mayumi ga     oyoi        da
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࠻࡯ࡦጀ %L H- L% H% %L A   L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m   i  g  a     o  y  o  i   d   a
න⺆ጀ    mayumi ga     oyoi        da













































² 句頭第 2モーラの母音始端に付与する。これは通常句頭の上昇音調が句頭第 2モーラ始端に生じる傾向
が強いことに依拠する。
² なお，無声化などにより母音始端位置が特定できない場合はモーラ中央に付与する。

















F0 曲線の終端に付与する。信頼できない F0 値の区間が句末モーラ区間の半分以上を占めているとき
は，句末最終モーラ終端に「L%x」を付与する。
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² 「L%x」は BPMを構成する「L%」を付与すべき位置の F0が信頼できない場合にも使用される。詳し
くは（５）以降参照。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　 L%x, H%x
［説明］






- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -











- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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であることは，すなわちアクセント句境界の存在が不明確であることを意味し，その句境界の存在が不
明確であることは BI層で示すことが可能であるためである。








² 「上昇調 1」（L%H%）を示すラベルには「L%」「H%」の 2つがあるが，「L%」には「?」を付与する必
要はない。


















² 「上昇調 2」（L%LH%）を示すラベルには「L%」「pL」「LH%」の 3つがあるが，「L%」と「pL」には
「?」を付与する必要はない。

























































- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -






- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -


















- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 x?
［説明］





















² 語境界を示す BIである（図 7.57参照）。
² X{JToBIでは CSJにおける短単位（3章参照）を語の単位としている。
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［図］ 図 7.57参照。
࠻࡯ࡦጀ       %L     H-                     L%%L    H-               A       L% 
ಽ▵㖸ጀ     a n     o,o b  a s   a N  t   o   a n     o,o  b   aH  s  a  N  g  a
න⺆ጀ         ano     oba     saN    to      ano   o     baH     saN    ga









［図］ 図 7.58～図 7.60参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ   mayumi ga   oyoi     da






࠻࡯ࡦጀ    %L       A               L%%L       A      L%  
ಽ▵㖸ጀ      t    a  r        oH   g   a   o  y  o    i  d    a  
න⺆ጀ              taroH      ga           oyoi     da 
BIጀ          1       2              1      3 
ޟᄥ㇢߇ᵒ޿ߛ㧔࠲┓ࡠ࡯࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ㅪ⛯ߒޔᓟ⛯ߔࠆࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ⷰኤߐࠇࠆߚ߼ޔBI=2ߣߥࠆޕ
図 7.59 BI=2：有核アクセント句の連鎖 1
࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A  L%%L    A   L%%L  A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o   i    e g   a m  i e r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no  ie  ga  mieru
BIጀ 2 1 2 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ 4 ߟㅪ⛯ߒޔᓟඨ 3 ߟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߔߴߡߦ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ⷰኤߐࠇࠆߚ߼ޔBI=2
ߣߥࠆޕ
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［図］ 図 7.61参照。
࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A   L%%L     A   L%%L  A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o   i    e g   a m  i e r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no  ie  ga  mieru
BIጀ 2 1 3 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ









࠻࡯ࡦጀ   %L H-    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga  oyoi     da

















࠻࡯ࡦጀ   %L H-    L%%L     A     L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m  i     <pz>  g   a  o y  o    i  d    a
න⺆ጀ    mayumi  ga   oyoi     da
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［図］ 図 7.64参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L  H-     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta














［図］ 図 7.65，図 7.66参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%   %L   A  L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a  <pz>  o  y  o    i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga    oyoi     da






࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A    L%  %L   A   L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o  <pz> i  e g   a m i   e  r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no   ie     ga   mieru









࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A    L%  %L  A   L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o  <pz> i  e g   a m i   e  r   u
න⺆ጀ    aoi   yane  no   ie     ga   mieru
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［図］ 図 7.68参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%   H%%L    A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da












࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%   H%  %L   A    L%
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a  <pz> o  y    o  i  d   a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da










² BI=3+は BI=3より強い境界で発話の終了を意味している。J ToBIの「¯nality」に相当する。
² 発話の終了という概念は，その性質上，主観的なものであるが，次の現象を考慮することが判断の助け















࠻࡯ࡦጀ    %L   H-    L%%L  A    L%
ಽ▵㖸ጀ  i  <pz> m  a  n  o m   a    d    o
න⺆ጀ   i   ma  no    mado
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࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%%L   H-   A    L%
ಽ▵㖸ጀ  e  k  i  m  a e  w a  k  a w a r  a n  a i  sj  i
න⺆ጀ  ekimae   wa   kawara   nai   sji















࠻࡯ࡦጀ   %L   A  L% H%   H%%L L%
ಽ▵㖸ጀ  n oH gy oH  <pz>  n  o s   u i  t  a   i g  a
න⺆ጀ   noHgyoH   no  suitai   ga
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7.2.2.17 アクセント句・イントネーション句境界の認定








































［図］ 図 7.73～図 7.75参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga  oyoi     da




࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga   oyoi     da
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࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga  oyoi     da






















［図］ 図 7.76～図 7.79参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-        L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  d  o  Q t    a
න⺆ጀ    mayumi ga  odoQ ta




࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    H-       L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  d  o  Q  t   a
න⺆ጀ    mayumi ga  odoQ ta
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࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    H-       L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m i  g    a  o  d    o Q  t   a
න⺆ጀ    mayumi ga  odoQ ta





࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    H-       L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  d  o  Q t    a
න⺆ጀ    mayumi ga  odoQ ta

























［図］ 図 7.80～図 7.83参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta




࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L  H-     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta
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࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L   H-     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta





࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L  H-     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta



































［図］ 図 7.84～図 7.88参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L    A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da





428 第 7章 韻律情報
࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L    A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da





࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L    A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da







%L    A   L%%L  A  L%%L    A   L%   ጀࡦ࡯࠻
e   t  e   i  m  a g  o n  u k  i  e  t Q  i  a  h  ጀ㖸▵ಽ
et       eim ag  on   uki    et    Qiah  ጀ⺆න
3 1 3 1 1 2 1 ጀIB
ޠ㧕࠹ࠛ┓ࡒࠟࡁ┓ࠢࠗ࠹࠶ࠗ┓ࡂ㧔ߡ߃⷗߇ߩߊ޿ߡߞ౉ޟ
ߣ▵ᢥߩೋᦨޔ߇޿߈ᄢߣࠆߔセᲧߣ▵ᢥߩ⋡⇟ 2 ߪࠫࡦ࡟࠴࠶ࡇߩ▵ᢥߩ⋡⇟ 3ޔ߇ࠆ޿ߡߒធ㓞ߟ 3 ߇▵ᢥᩭ᦭
⋡⇟2ޔߕߖᘦ⠨ࠍࠫࡦ࡟࠴࠶ࡇߩ▵ᢥߩೋᦨޔߪᢿ್ߩIB ߩ㑆ߩ▵ᢥߩ⋡⇟3 ߣ▵ᢥߩ⋡⇟2ޕ޿ߐዊߣࠆߔセᲧ
ࠅࠃ▵ᢥߩ⋡⇟2 ߪࠫࡦ࡟࠴࠶ࡇߩ▵ᢥߩ⋡⇟3 ߡߞ߇ߚߒޕ߁ⴕߢߣߎࠆߔセᲧࠍࠫࡦ࡟࠴࠶ࡇߩ▵ᢥߩ⋡⇟3 ߣ
ޕࠆߥߣ3=IBޔߢߩ޿߈ᄢ
）合場な難困が断判の大拡ジンレチッピ（節文核有＋節文核有 78.7 図
%L   A L%%L   A  L% %L   A   L%   ጀࡦ࡯࠻
a k  Ho r  a  d  N  a n  o  t o k Hu  y  Ho  d  ጀ㖸▵ಽ
ak   H orad   N  an    otok   Huy    Hod ጀ⺆න



















1. 言いよどみ 「(D ワタ)ワタクシワ」の場合，「(D wata)/watakusji/wa」
2. 言い誤り 「(W コッゴケン;コクゴケン)の場合，「(W koQgokeN;kokugokeN)」
3. 音声の非語彙的伸張　「ソレデ<H>」の場合，「sore/de<H>」









































































































































［図］ 図 7.89，図 7.90参照。
࠻࡯ࡦጀ      %L    H-  L%   FL   %L  H-    A  L%%L   A   L% 
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ  sakji  nji     (F eH)  moHsji  masji  ta  yoH  nji 
BIጀ     1  3<F         F       1      1   2       1  3            
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           PNLP
ޟࠨࠠ࠾(F ࠛ࡯)ࡕ࡯ࠪࡑࠪ࠲࡛࡯࠾ޠ
図 7.89 韻律的フィラーの BIラベリング（１）
࠻࡯ࡦጀ      %L    H-  L%    FL       FL  %L H-     A  L%%L  A    L% 
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ  sakji  nji     (F eH)   (F aH)  moHsji  masji  ta  yoH  nji 
BIጀ     1  3<F         F       F      1      1   2       1  3   
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           PNLP
ޟࠨࠠ࠾(F ࠛ࡯)(F ࠕ࡯)ࡕ࡯ࠪࡑࠪ࠲࡛࡯࠾ޠ
























































































࠻࡯ࡦጀ    %L A
BIጀ 2/3     D
(2) ᰳ⪭૏⟎㧩ᓟㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠߥߒ
࠻࡯ࡦጀ    %L
BIጀ 2/3     D
(3) ᰳ⪭૏⟎㧩೨ㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠ޽ࠅ
࠻࡯ࡦጀ   A   L%
BIጀ <D     2/3
(4) ᰳ⪭૏⟎㧩೨ㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠߥߒ
࠻࡯ࡦጀ  L%
BIጀ <D     2/3
(5) ᰳ⪭૏⟎㧩೨࡮ᓟㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠߥߒ
࠻࡯ࡦጀ
BIጀ        2/3<D     D
(6) ᰳ⪭૏⟎㧩೨࡮ᓟㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠߥߒޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ߩㅪ⛯
࠻࡯ࡦጀ
BIጀ        2/3<D       D   D
図 7.91 韻律的語断片周辺の BI，トーンラベルの付与基準概要
438 第 7章 韻律情報
(1) ᰳ⪭૏⟎㧩ᓟㇱޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ඙㑆ౝߦޟH-ޠ߹ߚߪޟAޠ޽ࠅޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ೨ᣇߦ㖿ᓞ⊛ࡈࠖ࡜
࡯޽ࠅ











࠻࡯ࡦጀ      FL L%
BIጀ         2/3<F  F<D   2/3
࠻࡯ࡦጀ      FL A L%
BIጀ         <F  F<D   2/3
࠻࡯ࡦጀ   %L        FL
BIጀ         2/3  D<F   F
࠻࡯ࡦጀ      FL     %L  
BIጀ         2/3<F  F   D
࠻࡯ࡦጀ   %L A        FL
BIጀ         2/3  D<F   F
BIጀ         2/3<F  F   D
図 7.92 前後に韻律的フィラーがある場合の韻律的語断片周辺の BI，トーンラベルの付与基準概要
934 みどよい言 4.7
。照参99.7 図～39.7 図 ］図［
%H %L AL% %H %H %L A -H L% ጀࡦ࡯࠻
ጀ㖸▵ಽ
aw et ijsiat ijn   en used  ak iog ጀ⺆න












%L -H L% %L AL%  ጀࡦ࡯࠻
ጀ㖸▵ಽ
o NegHes ijn )ijgHes D( )on 2D(  ohHok ጀ⺆න
3 D 2 1 ጀIB
ጀࠬࡦࡀࡒࡠࡊ










報情律韻 章7 第 044
%H L% -H L% %H %L AL% %L -H L% ጀࡦ࡯࠻
ጀ㖸▵ಽ
on )iat D(  )usiat D( )ijn 2D(  ia   )ucesNub( ጀ⺆න
3 D D b+2 p+1 2 ጀIB
ጀࠬࡦࡀࡒࡠࡊ














%H A L% %L -H L% ጀࡦ࡯࠻
ጀ㖸▵ಽ
ed )uoy D( )ijn 2D(  onom ian  ijs Hoyijs ጀ⺆න
3 D 1 1 2 1 1 ጀIB
ጀࠬࡦࡀࡒࡠࡊ











࠻࡯ࡦጀ %L H- L% H% L%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ     kjikoN (D2 de) (D i)  sya de
BIጀ 1 <D D 1 3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ







࠻࡯ࡦጀ %L A  L% H%  FL  H%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ kakubuN  (D2 o)  (F oH) (D hji) no
BIጀ 1 3<F F<D D 3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ





ߢ޽ࠆޕߒߚ߇ߞߡޔޟࡅޠߩᆎ┵ߪ BI=F<Dޔ⚳┵ߪ BI=D ߣߥࠆޕ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ޟࡅޠߣޟࡁޠߩ೨
ᓟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏႺ⇇ߦࠃߞߡ᜽߹ࠇࠆ඙㑆ߦ࠻࡯ࡦ࡜ࡌ࡞ޟFLޠޔޟH%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.98 韻律的語断片のラベリング例（６）
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࠻࡯ࡦጀ %L H-  L% FL %L H- L% %L H- A L%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ ࠦ ࡟ ࡢ (F ࠛ) ࠗ ࠴ ࠗ ࠴ ࡉ ࡦ ࡚ࠪ ࠕ ࠲ ࡝












7.5.1 Penult Non-Lexical Prominence
［説明］













［図］ 図 7.100～図 7.102参照。
࠻࡯ࡦጀ              %L    A       L%      pH   HL%
ಽ▵㖸ጀ               d             eH  t      a  g   a
න⺆ጀ                            deHta    ga
BIጀ                       1       3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           PNLP
ޟ࠺࡯࠲߇㧔࠺ P┓P࡯࠲ࠟ㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭߩߥ޿ฏᧃ╙ 2 ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭ㘃ૃߩථ┙߇↢ߓߡ޿ࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0 ᭂዊ୯
㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟpHޠࠍਅ㒠㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ࡇ࡯ࠢ(ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ)ߦޔޟHL㧑ޠࠍਅ㒠
⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ
ߦޟPNLPޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.100 Penult Non-lexical Prominence
࠻࡯ࡦጀ        %L     A          L%%L   A  L%   pH  HL% 
ಽ▵㖸ጀ         nj  i b  a  N  m  e n  o  m   oH r    a g   a 
න⺆ጀ    nji    baN   me   no         moHra   ga 
BIጀ            1        1     1    2             1     3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                               PNLP 
ޟੑ⇟⋡ߩࡕ࡯࡜߇㧔࠾ࡃࡦࡔP┓Pࡁࡕ P┓P࡯࡜ࠟ㧕ޠ
2 ⇟⋡ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ PNLP ߇↢ߓߡ޿ࠆޕవⴕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߣߩႺ⇇ߩ BI ߩ⹺ቯߪޔPNLP ߦࠃࠆථ┙ࠍήⷞ
ߒߡⴕ߁ߩߢޔࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߪవⴕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏࠃࠅᓟ⛯ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩᣇ߇ዊߐ޿ߣ್ᢿߐࠇࠆޕߒߚ߇ߞߡ BI=2
ߣߥࠆޕ
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࠻࡯ࡦጀ              %L    A         L%%L     A  L%
ಽ▵㖸ጀ                n    a  g    o y    a  m  a  d   e 
න⺆ጀ                       nagoya        made 
BIጀ                    2            3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           
ޟฬฎደ߹ߢ㧔࠽P┓PࠧࡗࡑP┓P࠺㧕ޠ
ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ߦ PNLP㘃ૃߩථ┙߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔޟࡑ࠺ޠߪࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍᜬߜ߁ࠆߩߢ PNLPߣߪ⸃㉼ߖߕޔ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩㅪ㎮ߣߒߡㅢᏱߩ࡜ࡌ࡝ࡦࠣࠍⴕ߁ޕ
図 7.102 Penult Non-lexical Prominenceではない場合
² 句末境界音調「上昇下降調」(L%HL%)の変種と解釈される FRと PNLPは，下降開始点がそれぞれ
句末最終モーラ (FR)，句末第 2モーラ (PNLP)に知覚される点で異なる。
7.5.2 Floating Rise
［説明］





² 通常の句末境界音調「上昇調 1」ないし「上昇下降調」と FRとはトーン層のラベルを見るだけでは区
別できないため，FRについてはプロミネンス層にラベル「FR」を付与して区別する。
［ラベル］







［図］ 図 7.103，図 7.104参照。
࠻࡯ࡦጀ             %L    A                     L%    H% 
ಽ▵㖸ጀ               h   a  N d  a  N sjI t  e m  o r   a  i 
න⺆ጀ                 haNdaN sji  te        morai 
BIጀ              1  1   1            3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                                FR 
ޟ್ᢿߒߡ߽ࠄ޿㧔ࡂP┓Pࡦ࠳ࡦࠪ࠹ࡕ࡜ࠗ㧕ޠ
਄᣹㐿ᆎὐ߇ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ઃㄭߦ޽ࠆߩߢ FR߇⹺ቯߐࠇࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯
࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟH㧑ޠࠍਅ㒠⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0 ࡇ࡯ࠢ㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻
ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀߦޟFRޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.103 Froating Rise（「上昇調 1」の変種）
࠻࡯ࡦጀ              %L    A       L%            pH HL% 
ಽ▵㖸ጀ               d             eH  t      a  g     a 
න⺆ጀ                             deHta      ga 
BIጀ                       1         3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                               FR 
ޟ࠺࡯࠲߇㧔࠺ P┓P࡯࠲ࠟ㧕ޠ
਄᣹㐿ᆎὐ߇ฏᧃ╙ 2 ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭߦ޽ࠅޔ߆ߟ਄᣹ਅ㒠⺞ߩਅ㒠㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0 ࡇ࡯ࠢ߇ᦨ⚳ࡕ࡯࡜ߦ⍮ⷡߐ
ࠇࠆߩߢ FR߇⹺ቯߐࠇࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟpHޠࠍਅ㒠㐿ᆎ
ὐߢ޽ࠆ F0ࡇ࡯ࠢ(ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ)ߦޔޟHL㧑ޠࠍਅ㒠⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕
ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀߦޟFRޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.104 Froating Rise（「上昇下降調」の変種）
［注意］
² 句末境界音調「上昇下降調」(L%HL%)の変種と解釈される FRは PNLPと類似するが，下降開始点
がそれぞれ句末最終モーラ (FR)，句末第 2モーラ (PNLP)に知覚される点で異なる。
² FRの生じたアクセント句に先行・後続するアクセント句との間の BIの値を決定するために，ピッチレ
ンジを比較する際には，FRによる卓立は無視して比較を行う。
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7.5.3 Hooked Rise
［説明］
² Hooked Rise ( HR )とは，川上（1963）が「つり上げ調」と呼んだ現象におよそ相当するものであり，
アクセント句末が「～です」「～ます」で終わる発話において，句末 2モーラが [des], [mas]と１音節に
発音され，その音節始端から急にピッチが上昇する現象である。
² X{JToBIではこの現象を句末境界音調「上昇調 1」(L%H%) のトーン列の時間的配置が変更されたも
のと解釈している。すなわち，通常は句末モーラ内部に生じる句末境界音調が，1音節として発音され
た句末の 2モーラにわたって実現されたという解釈である。
² 通常の句末境界音調「上昇調 1」と HRとはトーン層のラベルを見るだけでは区別できないため，HR
についてはプロミネンス層にラベル「HR」を付与して区別する。
［ラベル］





࠻࡯ࡦጀ              %L   H-            L%   H%
ಽ▵㖸ጀ                h    a  zj   i  m   e  m a     s,U
න⺆ጀ                       hazjime       masU 
BIጀ                   1            3 





図 7.105 Hooked Rise
［注意］
² 句末境界音調「上昇調 1」(L%H%)の変種と解釈される FRは，ピッチが句末第 2モーラ始端から上昇





7.5.4 Emphasized Unaccented Accentual Phrase
［説明］
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  1        3   2        3 
A)               B) 
  1        3   2        3 
C)               D)     EUAP 
  2        3          2+b        3 
E)         EUAP      F) 
         2+b        3 
G)         EUAP       
ήᩭ⺆ߩㅪ㎮ߦᓟ⛯ߔࠆ⺆ߩㅪ㎮ߦ߅ߌࠆࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߩ❗ዊߩ᦭ήޔ߅ࠃ߮ߘࠇࠄߩ㑆ߩႺ⇇ߦ߅ߌࠆዮᦛὐߩ᦭
ήߦࠃࠅ EUAPߩ⹺ቯࠍⴕ߁ޕD), E), G)߇ EUAPߣ⹺ቯߐࠇࠆޕ
図 7.106 EUAPの判断
［図］ 図 7.107参照。
࠻࡯ࡦጀ   %Lx     H-                         L%%L          A           L%x 
ಽ▵㖸ጀ     hj  I    t   o  g  a t   a  Q  t  e t  a  r  a sj   iH   N d  e  s,U
න⺆ጀ      hjIto    ga     taQ    te   ta         rasjiH  N     desU
BIጀ        1      1        1    1     2            1   1         3







図 7.107 Emphasized Unaccented Accentual Phrase
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7.5.5 High Beginning Phrase
［説明］








² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0頂点に「(H%)%L」を付与する。
² アクセント句頭第 1モーラ終端は BI=1とする。
² この現象が観察されるアクセント句の句頭第 1モーラの BIラベルの位置に対応する注釈層に「HBP」
を付与する。
［図］ 図 7.108参照。
࠻࡯ࡦጀ             (H%)%L            A!      L%
ಽ▵㖸ጀ              t  o y   uH  w a k  e  d  e
න⺆ጀ            to     yuH    wake    de
BIጀ     1       1         1    3
ᵈ㉼ጀ                         HBP
ޟߣ޿߁ࠊߌߢ㧔࠻࡙࡯ࡢP┓Pࠤ࠺㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭ߇ሽ࿷ߒߥ޿ߦ߽㑐ࠊࠄߕޔࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㗡߇㜞޿ࡇ࠶࠴ߢ㐿ᆎߐࠇޔߘߩᓟࡇ࠶࠴߇ਅ㒠ߒߡ޿ࠆߩ
ߢHBPࠍ⹺ቯߔࠆޕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㗡╙ 1ࡕ࡯࡜ઃㄭߩ F0ࡇ࡯ࠢߦޟ(H%)%Lޠࠍઃਈߒ㧔ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㗡╙ 1ࡕ࡯
࡜⚳┵ߪ BI=1ߣߔࠆ㧕ޔࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩฏ㗡╙ 1ࡕ࡯࡜ߩ BI࡜ࡌ࡞ߩ૏⟎ߦኻᔕߔࠆᵈ㉼ጀߦޟHBPޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.108 High beginning Phrase
［注意］
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7.5.6 Quasi Question
［説明］










࠻࡯ࡦጀ    %L   A         L% H%   H%%L                    L%  
ಽ▵㖸ጀ      n      oH gy      oH  <pz>  n  o s   u  i  t  a   i g  a 
න⺆ጀ           noHgyoH          no            suitai   ga 
BIጀ       PB          2+b                1     3 
ᵈ㉼ጀ        QQ
ޟㄘᬺߩ⴮ㅌ߇㧔ࡁP┓P࡯࡚ࠡ࡯<pz>ࡁࠬࠗ࠲ࠗࠟ㧕ޠ
PB(parasitic boundary)ߣߣ߽ߦ↢ߓߚ Quasi Questionߩ଀ߢ޽ࠆޕQQߪ BI=PBߦኻᔕߔࠆ૏⟎ߦઃਈߔࠆޕ
図 7.109 Quasi Question
7.5.7 At Your Own Risk
［説明］



















² 2番目の句末境界音調の生じたモーラ終端は，BI＝ 2, 2+p, 2+bp, 3とする。
［図］ 図 7.110参照。
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図 7.110 Parasitic boundary：「上昇調 2」と「上昇調 1」の継起
［注意］
² Quasi Questionと判断されるのなら，「QQ」を注釈層の PBに対応する位置に付与する。
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書化の目的を詳しく述べ，8.2節に XML技術の基本を概説する。8.3節で XMLによる CSJ各種情報の記述





















































XML(Extensible Markup Language)は，SGML (Standard Generalized Markup Language)を祖とした
記述言語であり，WWWで用いられる技術の標準化を行う団体W3C(World Wide Web Consortium)によっ

















要素として持ち，city要素，town要素はそれぞれ"233178", "4038", "5129"という値の population属性を持
つことを表現している。XML関連規格を用いれば，この構造から例えば population属性の値を取り出して，
上位の city要素の population属性の値が，下位の town要素の population属性の値の合計を下回っていない
か，などの検証を効率的に行うことができる。







² 収録情報（音声収録の方法）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「音声収録作業の概要」（以下，収
録マニュアルと呼ぶ）＞








² 係り受け構造情報（文節間係り受け関係）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉
コーパス』における係り受け構造付与」（以下，係り受けマニュアルと呼ぶ）＞
² 談話境界情報（談話境界，談話目的）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉コー
パス』の談話境界情報について」（以下，談話境界情報マニュアルと呼ぶ）＞
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図 8.1 CSJの研究用付加情報間の関係例




要素 属性名 説明 値 (例)
<Talk> 講演 (対話や朗読を含む）
TalkID 講演 ID S01F0001
話 SpeakerID 話者 ID 116
話 SpeakerSex 話者性別 女
話 SpeakerBirthGeneration 話者生年代 (5年刻み) 70to74




転 CommentStrings コメント文 TYPE=O FIL フィラ 「ーそ
の」連体詞と迷う
<IPU> 転記基本単位
転 IPUID 転記基本単位 ID 0024
転 Channel 音声チャンネル L
転 IPUStartTime 転記基本単位開始時刻 00000.185
転 IPUEndTime 転記基本単位終了時刻 00000.702
<LUW> 長単位
LUWID 長単位 ID 3
形 LUWDictionaryForm 代表形（長単位） イク
形 LUWLemma 代表表記（長単位） 行く
形 LUWPOS 品詞（長単位） 動詞
形 LUWConjugateType 活用の種類（長単位） カ行五段
形 LUWConjugateForm 活用形（長単位） 連用形
形 LUWMiscPOSInfo1 その他情報 1(長単位) 格助詞
形 LUWMiscPOSInfo2 その他情報 2(長単位) 促音便
形 LUWMiscPOSInfo3 その他情報 3(長単位) 連語
文 IsNewLine 新転記行（文節境界） 0/1
転 LineID 転記行 ID 3
転 IsLeftOver 転記テキストにおける長単位分割 0/1
<SUW> 短単位
SUWID 短単位 ID 3
形 ColumnID 短単位位置情報 2
形 SUWDictionaryForm 代表形（短単位） イク
形 SUWLemma 代表表記（短単位） 行く
形 SUWPOS 品詞（短単位） 動詞
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形 SUWConjugateType 活用の種類（短単位） カ行五段
形 SUWConjugateType2 活用の種類 2（短単位） カ行五段 2
形 SUWConjugateForm 活用形（短単位） 連用形
形 SUWConjugateForm2 活用形 2（短単位） 連用形 2
形 SUWMiscPOSInfo1 その他情報 1(短単位) 副助詞
形 SUWMiscPOSInfo2 その他情報 2(短単位) 促音便
形 SUWMiscPOSInfo3 その他情報 3(短単位) 言いよどみ
形 PlainOrthographicTranscription タグ無し出現形 (短単位) 行き
形 OrthographicTranscription 基本形 (短単位) 行き
形 PhoneticTranscription 発音形 (短単位) イキ
韻 APID 所属アクセント句の ID 214
節 ClauseUnitID 節単位 ID 2
節 ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル <テ節 >
節 CU OperationSign 人手修正操作記号 (切断・結合) :
節 CU PreBracket 人手修正操作記号 (範囲-開始点) f
節 CU PostBracket 人手修正操作記号 (範囲-終了点) g
節 CU ObligateComment 義務的コメント 引用節構造
係 Dep BunsetsuUnitID 係り受け文節単位 ID 3
係 Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 受け文節単位 ID 3
係 Dep ObligateComment 係り受け義務的コメント B+
係 Dep Label 係り受け関係ラベル D
談 DS Purpose 談話目的 本発表のまとめ
談 DS SubPurpose 談話下位目的 処理結果の例示
談 DS Comment 談話コメント %E
談 DS Subject1 談話作業者 1 処理結果の説明
談 DS Subject2 談話作業者 2 音声資料の説明
談 DS Subject3 談話作業者 3 処理結果の提示
重 SE Subject1 10p 重要文抽出作業者 1 10p結果 0/1
重 SE Subject1 50p 重要文抽出作業者 1 50p結果 0/1
重 SE Subject2 10p 重要文抽出作業者 2 10p結果 0/1
重 SE Subject2 50p 重要文抽出作業者 2 50p結果 0/1
重 SE Subject3 10p 重要文抽出作業者 3 10p結果 0/1
重 SE Subject3 50p 重要文抽出作業者 3 50p結果 0/1
<TransSUW> 転記短単位
TransSUWID 転記短単位 ID 3
転 TagKanjiStart タグ (K)開始 0/1
転 TagKanjiEnd タグ (K)終了 0/1
転 TagKanjiMidst タグ (K)途中 0/1
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転 TagKanjiOrth タグ (K)右項 激
転 TagAlphabetStart タグ (A)開始 0/1
転 TagAlphabetEnd タグ (A)終了 0/1
転 TagAlphabetMidst タグ (A)途中 0/1
転 TagAlphabetOrth タグ (A)右項 ＥＴ
転 TagDis°uencyStart タグ (D)開始 0/1
転 TagDis°uencyEnd タグ (D)終了 0/1
転 TagDis°uencyMidst タグ (D)途中 0/1
転 TagDis°uency2Start タグ (D2)開始 0/1
転 TagDis°uency2End タグ (D2)終了 0/1
転 TagDis°uency2Midst タグ (D2)途中 0/1
転 TagFillerStart タグ (F)開始 0/1
転 TagFillerEnd タグ (F)終了 0/1
転 TagFillerMidst タグ (F)途中 0/1
転 TagIncorrectStart タグ (W)開始 0/1
転 TagIncorrectEnd タグ (W)終了 0/1
転 TagIncorrectMidst タグ (W)途中 0/1
転 TagIncorrectNorm タグ (W)右項 エピコット
転 TagBStart タグ (B)開始 0/1
転 TagBEnd タグ (B)終了 0/1
転 TagBMidst タグ (B)途中 0/1
転 TagBNorm タグ (B)右項 ジュータイ
転 TagMaskStart タグ (R)開始 0/1
転 TagMaskEnd タグ (R)終了 0/1
転 TagMaskMidst タグ (R)途中 0/1
転 TagForeignStart タグ (O)開始 0/1
転 TagForeignEnd タグ (O)終了 0/1
転 TagForeignMidst タグ (O)途中 0/1
転 TagQuoteStart タグ (M)開始 0/1
転 TagQuoteSEnd タグ (M)終了 0/1
転 TagQuoteMidst タグ (M)途中 0/1
転 TagWrongRecitationStart タグ (X)開始 0/1
転 TagWrongRecitationEnd タグ (X)終了 0/1
転 TagWrongRecitationMidst タグ (X)途中 0/1
転 TagUncertainStart 基本形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 基本形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 基本形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 基本形タグ (?)第二項 実数
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<Mora> モーラ
MoraID モーラ ID 3
転 MoraEntity モーラ記号 ユ
転 TagPOccurrence タグ<P> 0/1
転 TagPOccurrence Start タグ<P>開始時間 00000.709
転 TagPOccurrence End タグ<P>終了時間 00000.985
転 TagVLong タグ<H> 0/1
転 TagCLong タグ<Q> 0/1
転 TagWhisperStart タグ (L)開始 0/1
転 TagWhisperEnd タグ (L)終了 0/1
転 TagWhisperMidst タグ (L)途中 0/1
転 TagLaughingStart タグ (笑)開始 0/1
転 TagLaughingEnd タグ (笑)終了 0/1
転 TagLaughingMidst タグ (笑)途中 0/1
転 TagCryingStart タグ (泣)開始 0/1
転 TagCryingEnd タグ (泣)終了 0/1
転 TagCryingMidst タグ (泣)途中 0/1
転 TagCoughingStart タグ (咳)開始 0/1
転 TagCoughingEnd タグ (咳)終了 0/1
転 TagCoughingMidst タグ (咳)途中 0/1
転 TagUncertainStart 発音形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 発音形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 発音形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 発音形タグ (?)第二項 イ
転 TagFV タグ<FV> 0/1
韻 PerceivedAcc アクセント知覚 0/1
<Phoneme> 音素
PhonemeID 音素 ID 3
PhonemeEntity 音素記号 kj
<Phone> 分節音
PhoneID 分節音 ID 1
分 PhoneEntity 分節音ラベル kj
分 PhoneClass 分節音ラベルのクラス Consonant
分 Devoiced 無声化の有無 0/1
分 PhoneStartTime 開始時刻 1.295305
分 PhoneEndTime 終了時刻 1.328962
分 StartTimeUncertain 開始位置不明 0/1
分 EndTimeUncertain 終了位置不明 0/1
8.3 CSJ各種情報の記述方法 465
<Noise> 非言語音 (言語音と独立)
NoiseID ノイズ ID 3
形 ColumnID 短単位位置情報 2
節 ClauseUnitID 節単位 ID 3
節 ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル <テ節 >
節 CU OperationSign 人手修正操作記号 (切断・結合) -
節 CU PreBraket 人手修正操作記号 (範囲-開始点) <<
節 CU PostBraket 人手修正操作記号 (範囲-終了点) >>
節 CU ObligateComment 義務的コメント 体言止
係 Dep BunsetsuUnitID 係り受け文節単位 ID 1
係 Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 受け文節単位 ID 6
係 Dep ObligateComment 係り受け義務的コメント B+
係 Dep Label 係り受け関係ラベル D
談 DS Purpose 談話目的 本発表のまとめ
談 DS SubPurpose 談話下位目的 処理結果の例示
談 DS Comment 談話コメント %E
談 DS Subject1 談話作業者 1 処理結果の説明
談 DS Subject2 談話作業者 2 音声資料の説明
談 DS Subject3 談話作業者 3 処理結果の提示
重 SE Subject1 10p 重要文抽出作業者 1 10p結果 0/1
重 SE Subject1 50p 重要文抽出作業者 1 50p結果 0/1
重 SE Subject2 10p 重要文抽出作業者 2 10p結果 0/1
重 SE Subject2 50p 重要文抽出作業者 2 50p結果 0/1
重 SE Subject3 10p 重要文抽出作業者 3 10p結果 0/1
重 SE Subject3 50p 重要文抽出作業者 3 50p結果 0/1
<NonLinguisticSound> 非言語音 (言語音共起可)
MoraID モーラ ID 3
転 MoraEntity モーラ記号 Á
転 TagPOccurrence ポーズ<P> 0/1
転 TagPOccurrence Start ポーズ開始時間 00000.709
転 TagPOccurrence End ポーズ終了時間 00000.985
転 TagBreath タグ<息> 0/1
転 TagLaugh タグ<笑> 0/1
転 TagCry タグ<泣> 0/1
転 TagCough タグ<咳> 0/1
転 TagFV タグ<FV> 0/1
転 TagNoise タグ<雑音> 0/1
転 TagBell タグ<ベル> 0/1
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転 TagApplause タグ<拍手> 0/1
転 TagAudienceLaugh タグ<フロア笑> 0/1
転 TagAudienceTalk タグ<フロア発話> 0/1
転 TagDemoSound タグ<デモ> 0/1
転 TagWrongRecitation タグ<朗読間違い> 0/1
転 TagVN タグ<VN> 0/1
転 TagWhisperStart タグ (L)開始 0/1
転 TagWhisperEnd タグ (L)終了 0/1
転 TagWhisperMidst タグ (L)途中 0/1
転 TagLaughingStart タグ (笑)開始 0/1
転 TagLaughingEnd タグ (笑)終了 0/1
転 TagLaughingMidst タグ (笑)途中 0/1
転 TagCryingStart タグ (泣)開始 0/1
転 TagCryingEnd タグ (泣)終了 0/1
転 TagCryingMidst タグ (泣)途中 0/1
転 TagCoughingStart タグ (咳)開始 0/1
転 TagCoughingEnd タグ (咳)終了 0/1
転 TagCoughingMidst タグ (咳)途中 0/1
転 TagUncertainStart 発音形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 発音形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 発音形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 発音形タグ (?)第二項 イ
韻 PerceivedAcc アクセント知覚 0/1
<XJToBILabelTone> X-JToBIトーンラベル
韻 Time トーン記述時刻 0.233569
韻 ToneClass トーンラベルのクラス accent
韻 F0 ラベル位置付近の F0値 146.0953
韻 F0Uncertain F0の不明確さ 0/1
韻 CategoryUncertain カテゴリーの不明確さ 0/1
韻 PositionUncertain 位置の不明確さ 0/1
<XJToBILabelWord> X-JToBI単語ラベル
韻 Time 単語記述時刻 0.253141
韻 PerceivedAccPos 知覚したアクセント位置 3
<XJToBILabelBreak> X-JToBI BIラベル
韻 Time BI記述時刻 0.253141
韻 Dis°uencyStart 語断片開始 0/1
韻 FillerStart フィラー開始 0/1
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<XJToBILabelPrm> X-JToBI プロミネンスラベル
韻 Time Prm記述時刻 2.513607
<XJToBILabelMisc> X-JToBI 注釈ラベル
韻 Time Misc記述時刻 121.341629
8.3.2 各要素の内容
図 8.2に示したように，CSJの研究用付加情報のXML文書化に際して，講演を表すTalk要素から韻律情報を









TalkID 講演の IDを記述する。講演の IDの命名規則については話者情報マニュアル 2.1.1節参照。










基本単位の認定基準については 2.2節参照）。この単位を IPU(Inter-Pausal Unit)要素として表し，講演にお
ける各単位の開始時刻，終了時刻，音声ファイル中の記録チャンネル名を属性として記す。IPU要素は一つ以
上の LUW要素を子要素として持つ。






















子要素とする。転記基本単位に対するコメントを記述する場合は LineComment 要素を IPU 要素の子要素







































<LUW LUWID="4" LUWDictionaryForm="ハシル" LUWLemma="走る" LUWPOS="動詞"
LUWConjugateForm="連用形" LUWConjugateType="ラ行五段"
LUWMiscPOSInfo2="促音便"/>µ ´


























APID SUW要素が所属する AP要素（韻律情報から生成されるアクセント句単位）の IDを記述する。




CU PreBracket 節単位情報の人手修正操作記号 (範囲記号の開始点)を記述する。節単位情報の人手修
正操作記号 (範囲記号の開始点)については 5.4.1節参照。





Dep BunsetsuUnitID 係り受け構造情報において，節単位内で文節に一意に付与された ID (0スタート
の連番)を記述する。
Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 係り受け構造情報において，同一節単位内で当該文節が係っていく先の
文節の ID(Dep BunsetsuUnitID) (ない場合がある)を記述する。
Dep Label 係り受け構造情報における係り受け関係を示すラベルを記述する。係り受け関係を示すラ
ベルについては係り受けマニュアル 3節【1】参照。









DS Subject1, DS Subject2, DS Subject3 談話境界情報における談話作業者 1,2,3を記述する。談話作
業者については談話境界情報マニュアル 2.2節参照。
SE Subject1 10p, SE Subject2 10p, SE Subject3 10p 重要文情報における重要文抽出作業者 1,2,3 に
よる 10%の重要文抽出結果を記述する。重要文抽出については重要文マニュアル 3節参照。
SE Subject1 50p, SE Subject2 50p, SE Subject3 50p 重要文情報における重要文抽出作業者 1,2,3 に
よる 50%の重要文抽出結果を記述する。重要文抽出については重要文マニュアル 3節参照。
【例】 　¶ ³
<SUW SUWID="1" SUWDictionaryForm="デ" SUWLemma="で" SUWPOS="接続詞"
OrthographicTranscription="で" PhoneticTranscription="デ<H>"
PlainOrthographicTranscription="で" APID="805" ClauseBoundaryLabel="<接続詞>"
Dep_BunsetsuUnitID="0" ClauseUnitID="110" SE_Subject1_50p="1" SE_Subject2_50p
="1" SE_Subject3_50p="1" DS_Purpose="豊島園の駅の様子" DS_SubPurpose="夏に豊島
園の駅を利用している時にちょっとむかつく理由" DS_Subject1="豊島園の駅を利用する
時に腹の立つこと" DS_Subject2="豊島園の駅を利用する時に思うこと"/>

















分割境界情報を保持するために「考え」を表す SUW 要素を「かん」「(F あ )ー」「が」「え」という 4 つの
TransSUW要素に分割している。また，例 2に示すように，発音形において 1モーラ毎に付与される可能性の
あるタグ情報はMora要素の属性として記述するが，発音形情報であっても，基本的に短単位境界で区切って
記述するものは TransSUWに記述する。これらのタグは必ずしも 1モーラのみや 1短単位のみに付与される
とは限らないため，複数モーラ (または短単位)に跨る可能性のあるタグには 3つの属性名 Start, Midst, End
を持たせる。例えば 1短単位内で閉じるタグ (F)は TagFillerStartと TagFillerEndを持つ。
この要素は，いわば言語学的情報と音声学的情報の接点に相当する。短単位の品詞，活用の種類などの
言語学的情報はこの要素の属性として記録される。そして，対応する音声に関する情報はこの要素の子要
素である Mora 要素以下に記録される。音声に関する情報のうち，例えばタグ (W) など，語単位で与え
られるものは TransSUW 要素の属性として記録する。TransSUW 要素は一つ以上の Mora 要素あるいは
NonLinguisticSound要素を子要素として持つ。
例 1. SUWを分割するタグ¶ ³
0812 01959.782-01962.438 L:
お (K かん (F あー)が;考)えを & オカン (F アー)ガエオ
申し上げました & モーシアゲマシタµ ´
例 2. TransSUWに記述する発音形情報¶ ³
0104 00272.459-00274.670 L:
本物の & ホンモノノ
バナナだよって & (W バナ;バナナ)ダヨ (? ッテ)µ ´
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【属性】 　
TransSUWID TransSUW要素（転記短単位に相当）の SUW単位内の通し番号 (ID)を記述する。
TagKanjiStart, TagKanjiEnd, TagKanjiMidst 転記短単位においてタグ (K)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (K)については 2.5.10節参照。
TagKanjiOrth 転記短単位においてタグ (K)で示される漢字を記録する。タグ (K)については 2.5.10
節参照。
TagAlphabetStart, TagAlphabetEnd, TagAlphabetMidst 転記短単位においてタグ (A)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (A)については 2.5.9節参照。
TagAlphabetOrth 転記短単位においてタグ (A) の右項に示される表記を記録する。タグ (A) につい
ては 2.5.9節参照。
TagDis°uencyStart, TagDis°uencyEnd, TagDis°uencyMidst 転記短単位においてタグ (D)開始，終了，
途中であるかどうかを記述する。タグ (D)については 2.5.2節参照。
TagDis°uency2Start, TagDis°uency2End, TagDis°uency2Midst 転記短単位においてタグ (D2) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (D2)については 2.5.3節参照。
TagFillerStart, TagFillerEnd, TagFillerMidst 転記短単位においてタグ (F)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (F)については 2.5.1節参照。
TagIncorrectStart, TagIncorrectEnd, TagIncorrectMidst 転記短単位においてタグ (W)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (W)については 2.5.11節参照。
TagIncorrectNorm 転記短単位においてタグ (W)で記される正確な発音を記述する。タグ (W)につい
ては 2.5.11節参照。
TagBStart, TagBEnd, TagBMidst 転記短単位においてタグ (B)開始，終了，途中であるかどうかを記
述する。タグ (B)については 2.5.12節参照。
TagBNorm 転記短単位においてタグ (B) で記される正確な読みを記述する。タグ (B) については
2.5.12節参照。
TagMaskStart, TagMaskEnd, TagMaskMidst 転記短単位においてタグ (R)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (R)については 2.5.7節参照。
TagForeignStart, TagForeignEnd, TagForeignMidst 転記短単位においてタグ (O)開始，終了，途中で
あるかどうかを記述する。タグ (O)については 2.5.5節参照。
TagQuoteStart, TagQuoteEnd, TagQuoteMidst 転記短単位においてタグ (M)開始，終了，途中である
かどうかを記述する。タグ (M)については 2.5.6節参照。
TagWrongRecitationStart, TagWrongRecitationEnd, TagWrongRecitationMidst 転記短単位において
タグ (X)開始，終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (X)については 2.5.8節参照。
TagUncertainStart, TagUncertainEnd, TagUncertainMidst 転記短単位において基本形タグ (?) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。基本形のタグ (?)については 2.5.4節参照。
TagUncertainSecond 転記短単位において基本形タグ (?) で記される第二候補を記述する。基本形の
タグ (?)については 2.5.4節参照。
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【例】（先の例 1に対応） 　¶ ³
<TransSUW TransSUWID=”1” TagKanjiStart=”1” TagKanjiOrth=”考”/>
<TransSUW TransSUWID=”2” TagKanjiMidst=”1” TagFillerStart=”1”
TagFillerEnd=”1”/>













TagPOccurrence Start, TagPOccurrence End 転記情報の発音形において記されたタグ<P>（転記基本
単位内短単位中の 0.2 秒以上の無音区間の存在を示す）にあわせて記された無音区間の開始時刻，
終了時刻を記述する。タグ<P>については 2.5.19節参照。




TagWhisperStart, TagWhisperEnd, TagWhisperMidst 転記情報の発音形においてタグ (L) 開始，終
了，途中であるかどうかを記述する。タグ (L)については 2.5.14節参照。
TagLaughingStart, TagLaughingEnd, TagLaughingMidst 転記情報の発音形においてタグ (笑) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (笑)については 2.5.13節参照。
TagCryingStart, TagCryingEnd, TagCryingMidst 転記情報の発音形においてタグ (泣)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (泣)については 2.5.13節参照。
TagCoughingStart, TagCoughingEnd, TagCoughingMidst 転記情報の発音形においてタグ (咳)開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (咳)については 2.5.13節参照。
TagUncertainStart, TagUncertainEnd, TagUncertainMidst 転記情報の発音形においてタグ (?) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。発音形のタグ (?)については 2.5.4節参照。
8.3 CSJ各種情報の記述方法 475






<Mora MoraID="1" MoraSUWID="1" MoraEntity="カ" PerceivedAcc=”1”/>
<Mora MoraID="2" MoraSUWID="2" MoraEntity="ナ"/>
























が，XML 文書においては後述する Devoiced 属性で表現するため通常の母音ラベルの記
























<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="u" PhoneClass="vowel" Devoiced="y"









NoiseID Noise要素（言語音以外のノイズに相当）の LUW要素内の通し番号 (ID)を記述する。
その他 ColumnID，ClauseBoundaryLabel，ClauseUnitID，CU ObligateComment，CU OperationSign，
CU PreBraket，CU PostBraket，Dep BunsetsuUnitID，Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID，
Dep ObligateComment，Dep Label，DS Purpose，DS SubPurpose，DS Comment，DS Subject1，
DS Subject2，DS Subject3，SE Subject1 10p，SE Subject1 50p，SE Subject2 10p，SE Subject2 50p，
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TagVN 転記情報に記された応答表現（「うん」系）を表すタグ<VN>を記述する。タグ<VN>については
2.5.16節参照。


















IBT (Initial Boundary Tone) %L
FBT (Final Boundary Tone) L%（ただしBoudary Pitch Movement
を構成する場合は除く）, H%, HL%,
LH%, HLH%
LTBPM (Low Tone of Boundary Pitch Movement) L%


























<XJToBILabelWord Time="0.683079" PerceivedAccPos="1">taitoru</XJToBILabelWord>µ ´
8.3.2.16 XJToBILabelBreak要素





Time XJToBILabelBreak 要素が表す BI ラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付与位置
（時間）については 7.2.1節参照。























































先頭の SUW 要素の下位階層に記録する。残りの SUW 要素の下位階層には MoraEntity の値が"Á" である
Mora要素を置く。たとえば上記の例は XMLにより以下のように記述される。
XMLによる語の融合の記述¶ ³



























(D ねろ) & (D ネロ)
0093 00245.800-00247.076 L:
寝転がっていますと & ネ<Q>コロガッテイマストµ ´
形態論情報 (「いつもの」の部分に対して)¶ ³
S03F0119 0091 00244.050-00245.009 L:-001-001　いつ いつ　イツ　何時　イツ　代名詞
S03F0119 0091 00244.050-00245.009 L:-001-005　も　も　モ　も　モ　助詞　副助詞














244.494613 115 L%µ ´
図 8.3 CSJの研究用付加情報の例
（図中の一部の情報が図 8.4の XML文書内で記述されている）
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<IPU IPUID="0091" IPUStartTime="00244.050" IPUEndTime="00245.009" Channel="L">
<LUW LUWID="1" LUWPOS="代名詞" IsNewLine="1" LineID="001" LUWDictionaryForm="イツ" LUWLemma="何時">




<Mora MoraEntity="イ" MoraID="1" MoraSUWID="1" PerceivedAcc="1">
<Phoneme PhonemeEntity="i" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="i" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.073871"
PhoneEndTime="244.15454">
<XJToBILabelTone Time="244.098746" F0="210.791" ToneClass="IBT">%L</XJToBILabelTone>




<Mora MoraEntity="ツ" MoraID="2" MoraSUWID="2">
<Phoneme PhonemeEntity="c" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="SclS" PhoneClass="others" PhoneStartTime="244.15454"
PhoneEndTime="244.187874"/>














<LUW LUWID="2" LUWPOS="助詞" IsNewLine="0" LineID="001" LUWDictionaryForm="モ" LUWLemma="も"
LUWMiscPOSInfo1="副助詞">
<SUW SUWID="1" ColumnID="005" SUWDictionaryForm="モ" SUWLemma="も" SUWMiscPOSInfo1="副助詞" SUWPOS="助詞"
OrthographicTranscription="も" PhoneticTranscription="モ" PlainOrthographicTranscription="も" APID="304">
<TransSUW TransSUWID="1">
<Mora MoraEntity="モ" MoraID="1" MoraSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="m" PhonemeID="1">














<LUW LUWID="3" LUWPOS="助詞" IsNewLine="0" LineID="001" LUWDictionaryForm="ノ" LUWLemma="の"
LUWMiscPOSInfo1="格助詞">
<SUW SUWID="1" ColumnID="007" SUWDictionaryForm="ノ" SUWLemma="の" SUWMiscPOSInfo1="格助詞" SUWPOS="助詞"
OrthographicTranscription="の" PhoneticTranscription="ノ" PlainOrthographicTranscription="の" APID="304">
<TransSUW TransSUWID="1">
<Mora MoraEntity="ノ" MoraID="1" MoraSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="n" PhonemeID="1">




<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="o" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.418315"
PhoneEndTime="244.493862">









図 8.4 XML文書化した CSJの研究用付加情報の例（一部）
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(e) 不整合箇所の再検証
フィードバック後，多くは転記作業者によって転記テキストの修正が行われたが，その後再度検証を





































































*6 なお，実際には整合性検証の見込みを検討すべく，かなり早い時期 (2002年秋頃) から短単位と分節音ラベルの統合を試みていた。


































vi. 長母音 ("/vH/"の形) の場合，モーラ「ー」を記述するために，"/v/"と"/H/"に分割す
る。この場合も等分割。
（d） 2で作成した XML文書における自動作成された Phone要素と，分節音情報を変換し後処理を

























E. V,<v> -> VSfrS
○分節音ラベルオブジェクトが"VSvS"(V,<v>)の場合 (あらかじめ分節音ラベルオブジェ
　クト作成の際，"VSvS"の形に変換済み)，対応する SegU要素に統合する。
○対応する SegU要素の上階層の TransSUW要素の属性が TagDisfluency="1"であるなら
　ば，"V"と TransSUW要素下の Phoneme要素が一致する必要がある [制約]。
　この場合，PhonemeEntityが"V"である Phoneme要素下の SegU要素の SegUEntityを
　"VSfrS"とする。
F. <cl> -> SclS




























短単位情報から自動作成した XML文書の例 (抜粋)¶ ³
<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP"?>
<Talk SessionID="AC00MAR004" RecordingDate="2000-01-01" SpeakerID="0001"
BirthPlace="Tokyo" BirthDate="1950-01-01">
<IPU IPUID="0001" UttStartTime="00000.185" UttEndTime="00000.702"
Channel="L:" UttMaxF0Value="0.0" UttMinF0Value="0.0">
<LUW LUWID="1" ParentIPUID="0001" POS="名詞" Private_ParentLineID="001"
Private_ParentLineSerialID="1">




<Mora MoraID="1" MoraEntity="タ" ParentTransSUWID="1"></Mora>
<Mora MoraID="2" MoraEntity="イ" ParentTransSUWID="1"></Mora>
<Mora MoraID="3" MoraEntity="ト" ParentTransSUWID="1"></Mora>







分節音情報を統合した XML文書の例 (抜粋)¶ ³
<Talk SessionID="AC00MAR004" RecordingDate="2000-01-01" SpeakerID="0001"
BirthPlace="Tokyo" BirthDate="1950-01-01">
<IPU IPUID="0001" UttStartTime="00000.185" UttEndTime="00000.702"
Channel="L:" UttMaxF0Value="0.0" UttMinF0Value="0.0">
<LUW LUWID="1" ParentIPUID="0001" POS="名詞" Private_ParentLineID="001"
Private_ParentLineSerialID="1">




<Mora MoraEntity="タ" MoraID="1" ParentTransSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="t" PhonemeID="1">
<Phone PhoneEndTime="0.211256" PhoneEntity="SclS" PhoneID="1"
PhoneStartTime="0.211256"/>








<Mora MoraEntity="イ" MoraID="2" ParentTransSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="i" PhonemeID="1">









































































te'Hma 123 0.699691 正常
muzjiN 123 1.44698 正常
toH 123 1.624114 正常
nji 123 1.717077 正常
moQ 117 1.9530414999999999 ずれ-自動作成ラベル
te 117 2.059 ずれ-自動作成ラベル
moQ 120 2.025248 ずれ-人手 Wordラベル
te 118 2.059 修正-自動作成ラベル
iku 123 2.205756 正常
mono 123 2.48518 正常µ ´
修正作業は，ラベルの対応状況に応じてあらかじめラベルを色分け表示しておき，作業者はラベルの色
に応じた修正を行う。主な修正内容と方法は以下のとおりである。













2.025248 121 moQ ----> 1.953041 117 moQ
2.059000 121 te 2.059000 117 te
2.205756 121 iku 2.205756 123 iku
2.485180 121 mono 2.485180 123 mono
2.844676 121 miQ ----> 2.741554 117 miQ






































































XMLの関連規格である XSLや XSLTを用いれば，XML文書から任意の形式で情報を取り出したり XMLの
構造を変換したりすることができる。
以下には CSJの XML文書のブラウジングや整形，検索などの利用方法を説明する。なお，ここで紹介す
る方法以外にも，XML の関連規格やそれに準拠したアプリケーションを用いて本 XML 文書を利用するこ
とは可能である。XMLの関連規格やそれに準拠したアプリケーションについては，W3C(World Wide Web








XML 文書のファイルのアイコンを Internet Explorer などのWeb ブラウザ上にドラッグ＆ドロップすれ
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図 8.5 Webブラウザで XML文書を表示した様子
8.5.2.1 XSLTと XPath














図 8.6 XSLTによる XMLの構造変換
図 8.7 XSLTによる XMLからの情報抽出
図 8.8 XSLTの基本構造




図 8.9 は SUW 要素についてのテンプレート規則を記述したものである。点線で囲んだ部分で，XSLT
























図 8.10 XSLTの記述方法 (2)
指定する方法は XPathと呼ばれる別の規格によって定められている。






の定義を記述しておけば，コマンドによって XML文書に対する XSLT処理 (検索や整形など)ができる。
実行する際には，xsltproc.exeのある場所に移動し，以下のコマンドを実行する。¶ ³
xsltproc.exe XSLファイル名 XMLファイル名µ ´
　 xsltproc による XML 文書の整形・検索の具体例として，前節の「形容詞のアクセント位置を
分析する」ための XSLT 定義を，CSJ の XML 文書に対して実行する場合，XSLT の定義を
記述したファイルの名前を (C:YCSJYtestY)adj acc.xsl，CSJ の XML 文書ファイルの名前を
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(C:YCSJYVOL3YA01F0055Y)A01F0055.xml とし，結果ファイルの名前を adj acc.txt とすると，図
8.12のようにコマンドを実行すれば XSLT処理が行われる。
図 8.12 xsltprocによる XML文書の整形


















図 8.13に，CSJの XML文書から転記テキストを抽出して出力する XSLスタイルシートを示す。

































図 8.13 転記テキストを生成する XSL
8.5.2.4 分節音ラベルの生成
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<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" xml:lang="ja">
<xsl:output method="text" indent="yes" encoding="EUC{\_}JP"/>
<xsl:strip-space elements="*"/>










































示・検索を行う環境 (CSJ XML Browser ver. 0.2; 以下 XMLブラウザと略す)を開発して CSJに同梱した。
XMLブラウザの基本仕様を表 8.2に示す。
XML の検索においては，検索条件の入力が XPath 1.0 [http://www.w3.org/TR/xpath] (最新の
仕様は XPath 2.0 W3C Working Draft [http://www.w3.org/TR/xpath20/]) もしくは XQuery 1.0
[http://www.w3.org/TR/xquery/] 規格で行われることが多い。

































推奨環境 P-4 2.6GHz以上, メモリ 1GB以上, Windows XP Home/Professional Edition
XMLブラウザは XPath 1.0 を用いて XMLファイルに対する検索を行う。
以下では，Windows XP Home Edition上での使用画面例を用いて説明する。
8.5.3.1 起動およびファイルの読み込み
XMLブラウザは以下のフォルダ構成を前提とする。
1. 音声ファイルは .wav ファイル
2. .wavファイルは XMLファイルと同じフォルダにある。
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起動は, 図 8.16のように XMLブラウザのアイコンをクリックするか，図 8.17のようにコマンドプロンプ
トから入力することで行う。
図 8.16 アイコンクリックによる XMLブラウザの起動




3. 結果 XML表示タブ [結果 XML]
4. 表示整形用 XSLタブ [ XSLでフォーマット]

















リは XPath 1.0形式であるが，contains()関数の簡略記号として，テキスト包含演算子 (»=)を使える点のみ
異なっている。
クエリアイコンの生成は画面右側の要素リストから要素をドラッグする (図 8.22の Step 1)か，要素リスト
をダブルクリックすることで可能である。次にクエリアイコンにおいて属性名を上部リストボックスから選択
し，その後属性値を下部テキストボックスに入力する (図 8.22の Step 2)。このとき，上部 XPath表示領域に
はクエリアイコンの状態に対応する XPath式がアイコンの状態と同期する形で表示される。例えば，SUW要
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素の SUWPOS属性を指定後，SUW要素のテキストボックスに'名詞'を入力すると，追随して
//IPU[.//SUW[@SUWPOS='名詞']]





Step1. Drag an Element
Step2 . s elec t an attri b u te
Step 3 . C h ec k  X -Q u ery
2 s c i b u


















い場合には，前もって IPU < 10 などの制約条件を課しておき，結果件数を小さくすることで必要な時間を予
想することをお勧めする。
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図 8.23 XMLブラウザ;クエリアイコンとクエリ式（上:AND条件，下:OR条件）
8.5 XML文書の利用 513
図 8.24 XMLブラウザ;上:1IPU単位内に「タイトル」と名詞が共起，下:「タイトル」を含む IPUまた
は「名詞」を含む IPU





516 第 8章 XML文書
8.5.3.4 結果 XML表示タブ
検索結果が表示されたら，ひとつ右のタブ「結果 XML」をクリックすることで，結果 XML表示画面に移
ることができる (XML表示形式を必要としないユーザはこの画面を飛ばして結果 HTML 表示タブへ移っても
よい)。デフォルトでは表示画面には何も表示されていないが，「件目を見る」ボタン，または「件を見る」ボ






2 .   X M L  	
 
3 .    
  X P a t h          
2   X M L   
3   
  X P a t h          
図 8.27 XMLブラウザ;結果 XML表示タブによる結果 XMLの表示
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8.5.3.5 表示整形用 XSLタブ
「XSLでフォーマット」タブをクリックすると，XSL表示画面が現れる (図 8.28)。ここでは XSLの編集を
行う。編集の必要がない場合にはこのタブを開く必要はない。しかし，本ツールは最低限の XML 関連仕様




正方法を習得していただきたい (図 8.28)。その際には XPath1.0, XSLT1.0の関数が利用可能である。たとえ
ば，position() , last() , contains() , text() , starts-with() などを用いてより複雑な表示を行える。また，こ
のようにして修正した XSLを保存することによって，別の機会に再利用することが可能である (後述)。編集
が終了したら，適用ボタンを押すことによってこの XSLを結果 IPUに適用する。結果は「結果 IPU」タブで
確認することができる。なお，この操作によって検索結果 IPU集合が変更されることはないので，編集!確
認の作業を繰り返すことで XSLのデバッグも行える。
2.   





図 8.28 XMLブラウザ;表示整形用 XSLタブによる XSLの表示と修正
8.5.3.6 結果 HTML表示タブ
先ほどの XSLを適用した結果はデフォルトでは表形式の HTMLとして表示される。しかし，これは CSV
形式に変更することも可能である (図 8.29)。CSVテキストファイルとして保存することで，他のアプリケー




H T M L   
  






結果 XML 表示タブ画面と同様に「次の～件を見る」ボタンを押すことで，該当する IPU が表示される (図
8.30)。また，音声波形は「ものほしでみる」ボタンを押して，ものほしを起動することで見られる。ものほし
についてはMonoforCのドキュメントを参照されたい。
LUW M o r aI P U S UW T r a n s S UW P h o n e m e P h o n e
XJToBILabelTone XJToBILabelW or d XJToBILabelBr eak
M o r aI P S T r a n s S P h o n e m e P h o n e
W r d r k







過去に保存した XSLファイルや XPath式は検索結果画面上の XPath編集画面や XSL修正画面などへ読
み込むことができる。これによって複雑だが有用な XPath や XSLファイルを再利用することが可能である。
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特殊な利用方法としては，検索にヒットした転記を出力することが可能である。検索結果が得ら









「ジャナイ」という表現の検索をする際には図 8.33 のようにクエリを構成する。前後の発音形 (ここでは
PhoneticTranscription属性)も見たい場合は，XSLテキストを編集する (図 8.34)。その結果，表示情報が変













図 8.34 XMLブラウザ;「ジャナイ」を検索するための XSLT





XJToBILabelWord 要素の PerceivedAccPos属性で指定できるので，この場合，XPath式は図 8.37のように
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なる。この場合も，「タカイ」に後続する短単位を表示させるために，XSLには¶ ³
<xsl:value-of select="./following::SUW[1]/@PhoneticTranscription"/> \\µ ´
を追加している。ここで，PerceivedAccPos 属性の値は語頭から数えたアクセント位置を示している。図
8.38に検索結果を示す。¶ ³
//IPU[@IPUID and .//SUW[(@SUWDictionaryForm=' タカイ'and @PhoneticTranscription)]








項目を追加することにする。追加内容は前 2音素と後 1音素である (図 8.40)。図 8.41に検索結果を示す。
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図 8.39 XMLブラウザ;言い誤りにおける促音化「ッ」を検索するクエリの生成
¶ ³
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［付録 8.1］　現代日本語のモーラと Phoneme要素 PhonemeEntity属性値の対応
　　　　　（上段：モーラ，下段：PhonemeEntity属性値（"+"は複数の要素があることを示す））
直音系列モーラ 拗音系列モーラ 周辺的モーラ
ア イ ウ エ オ ヤ ユ ヨ イェ
a i u e o y+a y+u y+o y+e
カ キ ク ケ コ キャ キュ キョ クヮ
k+a kj+i k+u k+e k+o ky+a ky+u ky+o kw+a
ガ ギ グ ゲ ゴ ギャ ギュ ギョ グヮ
g+a gj+i g+u g+e g+o gy+a gy+u gy+o gw+a
サ シ ス セ ソ シャ シュ ショ シェ スィ
s+a sj+i s+u s+e s+o sy+a sy+u sy+o sy+e s+i
ザ ジ ズ ゼ ゾ ジャ ジュ ジョ ジェ ズィ
z+a zj+i z+u z+e z+o zy+a zy+u zy+o zy+e
タ チ ツ テ ト チャ チュ チョ ティ トゥ チェ ツァ ツィ ツェ ツォ テュ
t+a cj+i c+u t+e t+o cy+a cy+u cy+o t+i t+u cy+e c+a c+i c+e c+o ty+u
ダ デ ド ディ ドゥ デュ
d+a d+e d+o d+i d+u dy+u
ナ ニ ヌ ネ ノ ニャ ニュ ニョ ニェ
n+a nj+i n+u n+e n+o ny+a ny+u ny+o ny+e
ハ ヒ フ ヘ ホ ヒャ ヒュ ヒョ ヒェ ファ フィ フェ フォ フュ
h+a hj+i F+u h+e h+o hy+a hy+u hy+o hy+e F+a F+i F+e F+o Fy+u
バ ビ ブ ベ ボ ビャ ビュ ビョ ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
b+a b+i b+u b+e b+o by+a by+u by+o v+a v+i v+u v+e v+o
パ ピ プ ペ ポ ピャ ピュ ピョ
p+a p+i p+u p+e p+o py+a py+u py+o
マ ミ ム メ モ ミャ ミュ ミョ ミェ
m+a m+i m+u m+e m+o my+a my+u my+o my+e
ラ リ ル レ ロ リャ リュ リョ
r+a r+i r+u r+e r+o ry+a ry+u ry+o
ワ ヲ ウィ ウェ ウォ







本章では CSJ を検索する手法をいくつか紹介する。CSJ には 1 章および 8 章で言及した XML ブラウザ
















> grep 中国語 *.trn
実際に実行してみると，以下のような出力がコンソールに表示されるはずである。各行の先頭には，文字列
を含むファイル名が示され，その後に検索文字列を含む転記ファイル中の行が表示されている。






































































> mawk32 -F"&" 'NF==2{print FILENAME, $1}' *.trn > result.txt
ところで，図 9.3では最初に処理されたファイル A01F0001.trnの基本形が冒頭から順に表示されているだ
けである。これではあまり面白くないのでスクリプトを少し変更しよう。














































図 9.5 パイプによる GREPと AWKスクリプトの実行結果












for (name in word) {print name, word[name]}
}µ ´
図 9.6 短単位の頻度を集計するスクリプト
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最初に示す SQL文は短単位データを格納した sdbテーブルから長単位代表表記 (llemma)が「NHK」であ
るレコードだけを選択し，発音形 (pron)ごとの頻度を集計して，頻度の降順で表示する。
1 行目が表示する情報の指定，2 行目がテーブルの指定，3 行目がレコード選択条件の指定，4 行目が集計
キーの指定，5行目が整列方法の指定である。SQLは自由書式なので「select pron, count(*) from sdb
where llemma=' ＮＨＫ' group by pron order by 2 desc;」のように全体を 1 行に続けてしまっても










order by 2 desc;¶ ³
(W エヌエチケー;エヌエイチケ )ー 95
(W エネーチケー;エヌエイチケ )ー 19
(W エヌエッチケー;エヌエイチケ )ー 9
エヌエイチケー 4
(W エヌエチケ;エヌエイチケ )ー 3
(W エネーチケ;エヌエイチケ )ー 2
(W エ(? ヌ)エチケー;エヌエイチケ )ー 2
エ<H>ヌエイチケー 1
(W エヌエスケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エヌチケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エネーシケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エネエチケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エヌ(? エチ)ケー;エヌエイチケ )ー 1µ ´




ど）が付与されており，講演のユニークな IDとなっている。しかし，講演 IDは話者の IDではない。CSJに
は複数の講演をおこなっている話者が多数存在しているからである。






に記録されている話者 IDがもとめる情報である。図 9.9にそのような処理の模式図を示した（図中の IDはい
ずれも架空のものである）。講演 A01M001と S09M072とは同一話者によっておこなわれている。
SQLには結合 (JOIN)という機能があり，このようなテーブル間の参照を比較的簡単に実現することができ
る。記録票データが talk_partialというテーブルにインポートされており，話者 IDは spkidというフィー
ルドに記録されているとしよう。以下の SQL 文は，講演 ID (talkid) をキーとして短単位データテーブル
(sdb)と記録票データテーブルを結合 (left join)したうえで，talk_partialの spkidを集計のキーとして，
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㩷
⍴න૏䊂䊷䉺㩷 㩷 㩷 㩷 ⸥㍳␿䊂䊷䉺㩷
⻠Ṷ 㪠㪛㩷 ⍴න૏㩷 㩷 㩷 㩷 ⻠Ṷ 㪠㪛㩷 㩷 ⹤⠪ 㪠㪛㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪈㩷 䈖䈱㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪈㩷 㩷 㪌㪍㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪈㩷 ⊒⴫㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪉㩷 㩷 㪌㪎㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪈㩷 䈪㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪌㩷 㩷 㪍㪉㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪈㩷 䈲㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪎㩷 㩷 㪈㪉㪊㩷
㩿ਛ⇛㪀㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪐㩷 㩷 㪈㪉㪐㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪐㩷 㬍㬍㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪈㪈㩷 㩷 㪈㪋㪌㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪐㩷 ᄢቇ㩷 㩷 㩷 㩷 㪘㪇㪈㪤㪇㪈㪉㩷 㩷 㪈㪋㪍㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪐㩷 䈱㩷 㩷 㩷 㩷 㩿ਛ⇛㪀㩷
㪘㪇㪈㪤㪇㪇㪐㩷 㬍㬍㬍㬍㩷 㩷 㩷 㪪㪇㪈㪤㪇㪌㪐㩷 㩷 㪌㪏㩷
㩷 㩿ਛ⇛㪀㩷 㩷 㩷 㩷 㪪㪇㪈㪤㪇㪍㪇㩷 㩷 㪈㪉㪌㪈㩷
㪪㪇㪐㪤㪇㪎㪉㩷 ੹ᣣ㩷 㩷 㩷 㩷 㪪㪇㪈㪤㪇㪍㪏㩷 㩷 㪉㪊㪋㩷
㪪㪇㪐㪤㪇㪎㪉㩷 䈲㩷 㩷 㩷 㩷 㪪㪇㪈㪤㪇㪍㪐㩷 㩷 㪋㪌㪉㩷
㪪㪇㪐㪤㪇㪎㪉㩷 ⑳㩷 㩷 㩷 㩷 㪪㪇㪈㪤㪇㪎㪉㩷 㩷 㪌㪍㩷

























from sdb left join talk_partial
on (sdb.talkid = talk_partial.talkid)
group by talk_partial.spkid
order by 2 desc;






















は 2行目でおこなっている（「as t1」と「as t2」）。別名を用いるのは，プログラムの書き換えが楽になるか
らである。例えば，この SQLに含まれる短単位データテーブル「sdb」を別のテーブルに変更する場合，2行
目の「sdb」を一回書き換えれば済む。






select t2.spont, t1.pron, count(t1.pron)
from sdb as t1 left join talk_partial as t2
on (t1.talkid=t2.talkid)
where t1.llemma='私'
and (t1.pron='アタクシ' or t1.pron='アタシ')
and (left(t1.talkid,1)='S' or left(t1.talkid,1)='A')
and (t2.spont>0 and t2.spont<6)




ところでMySQLを含む多くの RDBソフトにはグラフ作成機能がないので，図 9.12は Excelを利用して
作成した。このような場合には検索結果をテキストファイルに出力して，それを Excelにインポートする。こ
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のような操作も基本的にはすべて SQLで記述する。
RDB ソフトの多くは GUI をそなえていないが，最近では MySQL などを対象にサードパーティー製の
GUI が市販されている（例えば http://www.navicat.jp/）。これを利用すれば多くの操作がマウスでおこ
なえるようになり，検索結果を Excelシートへ copy and pasteすることも可能になる。
上記とは別に Excel や Access 自体を RDB の GUI として利用する方法もある。この方法を利用すると，
Excelから RDBに対して SQLを発行し，処理結果をまた Excelで受けとることができる。












5 アタシ 768µ ´
図 9.11 上記 SQL文の出力（「アタクシ」と「アタシ」の自発性評定値ごとの集計）




















先に 1章で XSLTという XML文書処理用言語を紹介した。この言語で書かれたスクリプトを実行するた
めには，XSLT の処理系が必要である。従来，XSLT の処理系として世界中で広く利用されているものに，
Apache Projectの一部として提供されている Xalanがある (http://xml.apache.org/xalan-j/)。




由である。precedingと followingは 1章図 1.6のスクリプトでも利用されているように，CSJの検索には
欠かせない条件指定である。








最初の 3行は XMLおよび XSLT規格を宣言し，出力コードとしてシフト JISを指定している。空白をと
ばして続く 8行が検索条件の指定であり，「self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]」の部分が XPath式であ






for %%I in (%1) do xsltproc xsltsample.xsl %%I
処理対象の XML文書を保存したディレクトリに xsltsample.xslと xslt1.batをコピーし，コマンドプ
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㩷
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="text" encoding="Shift_JIS"/> 
 
<xsl:template match="/">




  <xsl:for-each select="self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]">
    <xsl:call-template name="table"/>
  </xsl:for-each> 
</xsl:template>
<!-- output starts here --> 
  <xsl:template name="table">
    <xsl:text>
    </xsl:text>
    <!-- Talkⷐ⚛䈱ዻᕈ TalkID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor::Talk/@TalkID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  IPUⷐ⚛䈱ዻᕈ IPUID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::IPU/@IPUID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  LUWⷐ⚛䈱ዻᕈ LUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::LUW/@LUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@SUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWLemma䈱⴫␜䋨⋥೨䋴ⷐ⚛:⥄り:⋥ᓟ䋱ⷐ⚛䋩 -->
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[4]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[3]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[2]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="self::SUW/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="following::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ ClauseBoundaryLabel䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@ClauseBoundaryLabel"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelToneⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelTone/text()"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelBreakⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelBreak/text()"/>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>






















































然形 1」「未然形 2」と「連用形 1」「連用形 2」の区別が，接尾辞に「未然形 1」「未然形 2」「未然形 3」と「連
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アクセント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347, 351
|核 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347, 351, 359, 367, 430
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 430
アクセント句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
|境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 410
仮想的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 383, 432, 449
当て字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
アルファベット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42, 100
アンチ・フォルマント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
言いさし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257
言い直し . . . 88, 92, 145, 147, 148, 164, 176, 257, 304, 305
言い間違い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103, 105
言いよどみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171, 173, 433, 434
イ音便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
一般 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142
印象評定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 11
インタビュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
学会講演| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
模擬講演| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
イントネーション句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
|境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 411
韻律境界の深さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356
韻律情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323, 347, 478, 541
ウ音便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
浮き上がり調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 360, 431, 444
エクステンダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 393
応答表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85, 115
送り仮名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39, 47, 58
遅下がり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 371
音声基本周波数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
音声収録記録票 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
音声波形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
音声ラベリング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
音素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 475
|列 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331
■ か ■
外国語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95
外来語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60, 141, 179
係り受け構造情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 259, 263, 470
係助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
格助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
隠れマルコフモデル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331
下降調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 383
数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141, 142, 144
課題指向対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
学会講演 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 4
学校文法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 170
活用形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 172, 265, 540
活用の種類 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 167, 172, 265
活用表 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237
仮名漢字変換用辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70
仮名遣い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
漢語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
感情表出系感動詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
管理情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 197
簡略表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
擬態語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141, 142, 144, 171
表記に利用する| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43
擬似疑問 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 432, 450
擬音語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
基本形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25, 30, 265, 472
義務的コメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 295, 321
強境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 273
強調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 447
共鳴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 328
均衡コーパス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
屈曲点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352
句頭音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 352, 374
句頭境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 353, 379
仮想的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 382
句頭の上昇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 353, 374
句末境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 354, 393
形状詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 170
形態素列パタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 265
形態論情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 133, 539
|解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 133
形容詞型 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
結合記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293
研究用付加情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
言語変異 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
現代雑誌九十種の用語用字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137
コア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
語彙調査 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134
口語表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 63
誤解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 540
呼吸音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 328
語境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 409, 430
古語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95
語断片 . . . 88, 145, 147, 163, 171, 175, 338, 350, 357, 434
韻律的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 418, 435
個別辞書項目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232
語末長音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
コメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
固有名詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48, 173
■ さ ■
最小単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135, 141
再朗読 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5, 20, 100, 116
ザ行変格活用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
雑音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34, 328
算用数字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42, 100
子音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
548 索引
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
字種 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38, 73
基本形における| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45
発音形における| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73
辞書項目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232
自発性 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10
弱境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 276
集合評定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 11
終助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
自由対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
周辺的モーラ A . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
周辺的モーラ B . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
重要文情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 259, 263, 470
準体助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
上昇下降上昇調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 393
上昇下降調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 392
上昇調 1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 386
上昇調 2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 391
省略 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145, 162, 173, 175
助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142, 144
|相当句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59, 138
助動詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142, 144
|相当句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59, 138
振幅差 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
人名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49, 141, 142, 144
数詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
スクリプト言語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 528
スパイク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 330
スペクトログラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
正規表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 527
精密表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
節 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255, 264
節境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 259, 263, 264
|検出ルール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 265
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 260, 265, 267, 320, 321
節境界検出プログラム CBAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → CBAP
節境界検出プログラム CBAP-csj . . . . . . . . . . . . → CBAP-csj
接近音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
接続助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
絶対境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 271
節単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255, 263
|ID . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 320
|情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 470
切断記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293
接頭辞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171
接尾辞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171
挿入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257
促音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67, 324, 327
語中| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
促音便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
その他の講演 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 4
その他の情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
|1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173, 265
|2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173, 265
|3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173
■ た ■
ターン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
体言止 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 262
代表形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154{156, 179
代表表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154, 156, 160, 179, 539
対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5, 20, 114
ダウンステップ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 424, 426
タグ
|間の共起関係 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111
|の一覧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 80, 81
単位データベース修正ツール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 213
単語境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 336
単語層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 359, 430
単語ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 332, 430, 479
単純境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354
単独評定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
短単位 . . . . . . . . . 3, 137, 141, 142, 178, 196, 263, 470, 540
|辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 231
短単位・長単位データベース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
談話境界情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 259, 263, 470
地名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49, 141, 142, 144
注釈層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 362, 432
注釈ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 362, 480
調査単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134
長単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 137{139, 178, 196, 263, 469
|解析規則 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 210
頂点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351
つり上げ調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 446
テストセット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 21
テレビ放送の語彙調査 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137, 138
転記基本単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24, 30, 32, 114, 327, 467
|情報部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
転記単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → 転記基本単位
転記単位Ａ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 33
転記単位Ｂ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 34
転記単位Ｃ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 34
転記単位Ｄ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 33
転記短単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 472
転記テキスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23
同音異義語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
同語異語判別 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154, 179
倒置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257, 262
トーン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
|層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351, 367
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351, 478, 541
独話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
■ な ■
長い単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137
軟口蓋鼻音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
軟口蓋有声摩擦音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
『日本語話し言葉コーパス』 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
■ は ■
バースト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 325
破擦音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
弾音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
撥音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324, 327
発音形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25, 30, 73, 331, 474
撥音便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
撥音便Ａ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
発話生成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 258, 321
発話単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
破裂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
破裂音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
範囲記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293
半疑問 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 363, 432, 450
半クエスチョン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 363, 432, 450
半子音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 329
549
ピーク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351
鼻音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
鼻音化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
引き延ばし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 355
子音の| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53, 73, 110
母音の| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52, 73, 109
非言語音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 477
人手修正規則 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 262, 294, 295
人手修正操作記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293, 320, 321
人手短単位解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 203
人手長単位解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 209
表記確認用辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70
非流暢性 . . . . . . . . . . 257, 261, 299, 350, 356, 357, 433, 435
品詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 167, 170, 265
|情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 180
フィラー . 83, 145, 146, 162, 175, 257, 349, 356, 357, 433
韻律的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 402, 418, 433
フォルマント遷移区間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
複合境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354
複合辞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 138, 141
副助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
伏せ字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 99
付属要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141, 142, 144, 178
プロミネンス層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 350, 359, 430
プロミネンスラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 360, 480
文 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255, 321
文語形容詞型 1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
文語形容詞型 2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
文語形容詞型 3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
文節 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26, 118, 138, 259, 263
分節音情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323, 475
分節音層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 349
分節音ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323, 332
|の融合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 480
文末表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 256
閉鎖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
閉鎖区間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 325
並立 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 121
β単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 135, 137
母音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
|連鎖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74, 329
ポインター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355
方言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95
ボーカルフライ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 108, 328
ポーズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 110, 325
補助記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 350, 351, 402, 405, 407
補助ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 325
ホワイトノイズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 99
■ ま ■
摩擦音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
摩擦音化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
短い単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 137
無核 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 351
無声化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 329, 352, 370, 371, 378
|母音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 329
メタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
メタ規則 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 268, 316
メタ的引用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 97
モーラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 343, 474, 526
模擬講演 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 4
■ や ■
有核 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 351
融合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144, 145, 162, 173, 174
融合処理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
融合ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 329, 364
有声化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 340
拗音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324, 328
用字用語辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70
■ ら ■
ラベリング体系 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
ラベルの融合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
連語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
連母音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
朗読 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
■ わ ■
和語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
話者 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6, 14
|属性データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8
※以下，(韻)とある場合は「韻律情報：ラベル」の欄を参照
■ A ■
At your own risk . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → AYOR(韻)
■ B ■
BI層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 356, 409
BIラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 479
boundary pitch movement . . . . . . . . . . . . . . . . . → BPM(韻)
BPM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354
■ C ■
CBAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 259
CBAP-csj . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 260, 263, 265, 267, 292
Comment要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 468
CSJ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → 『日本語話し言葉コーパス』
CSJ XML Browser . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 506
■ E ■
Emphasized Unaccented Accentual Phrase → EUAP(韻)
■ F ■
F0 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
Finality層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
Floating Rise . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → FR(韻)
■ G ■
GREP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 527
■ H ■
High Beginning Phrase . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → HBP(韻)
Hooked Rise . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → HR(韻)
550 索引
■ I ■
IPU要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 467
■ J ■
J ToBI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
■ K ■
KWIC . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 196
■ L ■
LineComment要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 468
LUW要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 469
■ M ■
microprosody . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 368, 376, 381
miscellaneous層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348
Mora要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 474
MOR形式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 265
■ N ■
Noise要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 476
NonLinguisticSound要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 477
■ P ■
Parasitic Boundary . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → PB(韻)
Penult Non-Lexical Prominence . . . . . . . . . . . → PNLP(韻)
Phoneme要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 475
Phone要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 475
Praat . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 325, 345
■ Q ■
Quasi Question . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → QQ(韻)
■ R ■
RDB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 532
■ S ■
SQL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 532
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2+ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 413
2+b . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 415
2+bp . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 416
2+p . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 414
3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 411
3+ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 417
A . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351, 367
A！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 407
A? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 405
Ax . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 403
AYOR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 364, 432, 450
D . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 418, 435
EUAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 447
F . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 418, 433
F2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 358, 418, 452
FH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 402, 433
FL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 402, 433
FR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 360, 431, 444
H%！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
(H%)%L . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 382, 449
H%? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 406
H%x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
H{ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 374
H{！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 353, 407
552 索引
H{? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 405
H{x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 353, 403
HBP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 362, 383, 432, 449
HL%！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
HL%? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 406
HL%x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
HR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 446
L% . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 383
L%！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 407, 408
L%? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 405
L%H% . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 386
L%HL% . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 392
L%HLH% . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355
L%LH% . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 391
L%x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 403
LH%！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
LH%? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 406
LH%x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
P . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 417
PB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 358, 419
pH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 392, 393
pH！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
pHx . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
pL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 391, 393
pL！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
pLx . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
PNLP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 359, 430, 442
QQ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 363, 432, 450
W . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 358, 418
x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 402
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